
特別養護老人ホーム鹿屋長寿園 

短期入所生活介護 

ホームヘルパーステーション鹿屋長寿園（サ

テライト下祓川）

住宅型有料老人ホームげんき 

グループホームふれあい 

プライエボーリ優花里 

小規模多機能ホーム哲ちゃん家 

小規模多機能ホーム花海家長寿園 

在宅老人デイサービスセンター鹿屋長寿園 

ミニデイサービス舷揮くん家

介護保険相談センターかのや  

相談支援事業所長寿園あかりセカンド 

高齢者等訪問給食サービス 

鹿屋市高齢者世話付市営住宅援助員設置事業 

社会福祉法人 恵仁会 

Social welfare corporation Keijinkai 

令和８年度事業計画（案）A business plan in fiscal year 2026 

１．経営理念 Management idea 

福祉と医療の有機的な連携を図り、高齢者の方々に質の高いサービスと安心を提供

し、地域における高齢者福祉の発展に寄与するため、以下の経営理念及び基本方針を基

に法人運営を行う。 

２．組織 The organization 

エリア制 Area system

下祓川エリア     笠之原エリア 

理事会 Board meeting 

理事長 The chief director 

法人本部 Corporation head office 

養護老人ホーム寿光園 

住宅型有料老人ホーム笠之原長寿園 

住宅型有料老人ホーム新川長寿園 

共生型サービスるりちゃん家 

ホームヘルパーステーション鹿屋長寿園

居宅介護支援事業所鹿屋長寿園 

グループホームあいら 

相談支援事業所長寿園あかり 

児童発達支援事業所あかり 

放課後等デイサービス事業所あかりキッズ 

池田保育園 

評議員会 

Council 

監事 

Inspector 

統合リスク

管理室 

Integration 

risk 

management

office

評議員選任

解任委員会 

Council 

ライフサポートチーム

鹿屋長寿園 

Life Support Team 

クリエイティブオフィス

Creative Office
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３．介護理念 Nursing idea 

あなたの立場に立ち In your viewpoint, rising あなたを感じ You, feeling 

あなたを理解できるようなサービスを目指します 

I aim at the service which can understand you. 

 

４．令和８年度重点取組事項 

訪問介護をはじめとして、全国的に介護事業の経営悪化の深刻度が増してい

る。大隅圏内においても、事業廃止や縮小など、身近な問題として感じる機会

が増えてきた。物価高騰も引き続き経営を圧迫する要因になっている。 

また、人員不足も拍車をかけている。恵仁会では、このような状況に早くか

ら手を打ってきた。その成果もあり、若い職員の成長も著しく、管理者を担え

る人材も増えている。 

各事業所のサービス管理においても、情報の一元化によるオペレーティング

システムにより高稼働を保っている状況である。加えて、デジタル化の定着と

生成ＡＩ等の活用により業務負担の更なる軽減を目指す。そこで、令和 8年度

において、下記の 3点を重点目標として取り組んでいく。 

① 定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利用者増の促進を図る。 

⇒鹿屋市で唯一の事業である定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、現在約 150

名の利用者にサービスを提供している。また、区域外として垂水市にも展開し

ており、今後も需要が見込まれる。夜間を含めた訪問介護サービスが減少して

いく中で、市民の生活を支える本事業は在宅サービスの要となる。そこで、現

在約 150名から 200名を目指して展開を図っていく。さらに、パラマウントベ

ッド株式会社、有限会社三井・メディックス、恵仁会の 3社で進めている『住

み慣れた地域で暮らし続けるプロジェクト（通称：住みプロ）』の地域展開を図

り、本人の望む暮らしを支援していく。 

② 恵仁会ブランディング元年とする。 

⇒恵仁会では。クリエイティブオフィスの設置や、次世代への管理者の移行な

ど、未来を見据えた企業としての組織作りを目指しているサービスの安心性、

人への投資。働きやすい環境作りをキーワードとして取り組む。企業ブランデ

ィング、サービスブランディング、採用ブランディング、インナーブランディ

ング（社内向け）、地域ブランディングに分けて、それぞれに効果的な施策を展

開していく。具体的には、SNSや階層別研修などによるターゲットを明確にした

取り組みを行う。 

③ 各エリアで独自性を活かした地域活動を推進する。 

⇒現在、各エリアにおいて地域の方々を交えた様々な交流が定着している。そ

れぞれの地域性や利用者やサロン活動を巻き込んだ取り組みを今後も継続し
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て、そこに関わる方々の生活の満足度を高めることを目指す。また、夏にミャ

ンマーの伝統行事である水かけ祭りを法人主催で開催する予定である。技能実

習生同士の交流や地域の方々も交えた場としたい。 

   

５．物価及びエネルギー資源高騰によるコスト管理の徹底 

   物価高騰における対策は引き続き、細かな取り組みも含めて随時進めていく。 

 

６．人材育成 Upbringing of human resources 

    クリエイティブオフィスを中心として、各種階層別研修を実施していく。また、教

育部門の学校回りなど継続して行い、地元の若い方々へ法人の魅力を伝えていき就

職につなげていきたい。外国人技能実習生も 20名を数えるので、育成方法を見直し、

より実践力が高まる OJTを事業所ごとで実施していく。 

 

７．法人の基盤強化と働きやすい職場環境作りの取り組み 

① 企業としての取り組みを目指す 

統合リスク管理室を中心に、雇用の多様化やハラスメント対策やジェンダー問題

などへの対応も図れてきた。これからも透明性の確保を重視し、安定した経営とア

クシデントを未然に防ぐために牽制体制を図っていく。 

また、問題が起きた場合には初動体制を確立し、問題の早期解決に取り組む。 

② スマートジョブプロジェクト・パブリックインフォメーションプロジェクト 

 これまで別々の機能で分かれて活動していたが、クリエイティブオフィスの設置

によりパブリックインフォメーションプロジェクトを廃止し、その役割をクリエイ

ティブオフィスで担うこととする。 

 

８．地域貢献活動 Area contribution activity 

   ドライブサロンは計画通りに実施できており、本年度も継続していく。オレンジのま

ど、オレンジカフェなどは、可能な範囲で実施していく。 

 

９．コーポレートガバナンス体制 Corporate governance system 

   感染症や自然災害など、年間を通じて対応しなければならないことが増えている。そ

の状況に応じて、利用者と家族の関係を第一に最大限の取り組みを行う。また、看取り

介護も増加しており、利用者及び家族が納得できる最期を迎えることができるようＡ

ＣＰ等も活用し、その人らしい暮らしの支援を行う。 

   カンファレンスにおいても、利用者本人の参加を基本とし自己決定を最大限に尊重

する支援体制・チームを作る。 

BCP（事業継続計画）も各事業所で作成し、感染症や災害時等においても事業継続や
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地域の拠点施設としての機能が果たせるよう普段より体制確保に努めており、いつ起

きてもおかしくないといわれる南海トラフ地震にも備える。 

社会情勢の変化と制度変遷など、目まぐるしく移り変わる日常の中で利用者の自己

決定、児童の主体性を支えることのできる個々のスキルとチーム体制を目指す。 

地域に根ざす新しい社会福祉法人の姿を模索しながら、公益性を鑑み、安定的な経営

基盤の構築と地域に誇れる組織運営ができるよう取り組んでまいりたい。 
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令和 8 年度 統合リスク管理室 事業計画（案） 

 

【法人事務機能】 

1. 基本方針 

 社会福祉法等諸法令及び定款に基づき、法人経営の目標達成、経営管理の改善・向上

の為に建設的な助言又は必要に応じて勧告等の意見を述べるなどの措置を講じること

により、法人の健全で持続的な成長を確保し、社会的信頼に応える良質な企業統治体制

の確立に寄与する。   

2. 基本的事項 

①公益性・非営利性の徹底 ②国民に対する説明責任 ③地域社会への貢献 

3. 経営組織のガバナンスの強化 

 以下について適正に開催し、健全で持続的な成長を確保し、社会的信頼に応える良質

な企業統治体制を確立する。  

1） 理事会    ：全ての業務執行の決定や理事の職務執行の監督を行う。 

2） 評議員会   ：法人運営の基本ルール・体制の決定と事後的な監督を行う。 

3） 評議員選任解任委員会：中立的な立場で評議員の選任、解任 

4） 監事     ：法人の業務監督及び会計監査を行う。 

 

  【理事会】（予定） 

   令和 8 年度における理事会を以下の通り開催する他、必要に応じて随時開催する。 

 開催月 主な審議事項 

第 1 回 
令和 8 年 5 月下旬又は

6 月初旬 

令和 7 年度事業報告及び計算書類等の承認 

定時評議員会の招集 

第 2 回 
令和 8 年 11 月又は 12

月 

令和 8 年度第一次補正予算 

第 3 回 令和 9 年 3 月 

令和 8 年度第二次補正予算 

令和 9 年度当初予算 

令和 9 年度事業計画 

臨時評議員会招集 

 必要時 
運営状況により開催、必要時は臨時評議員

会招集 

 

【評議員会】（予定） 

   令和 8 年度における定時評議員会を以下の通り開催する他、必要に応じて臨時評議 

員会を開催する。 

 開催月 主な審議事項 

定時 令和 8 年 6 月中旬 令和 7 年度計算書類及び財産目録の承認 

第 1 回臨時 令和 8 年 12 月 令和 8 年度第一次補正予算 

第 2 回臨時 令和 9 年 3 月下旬 

令和 8 年度第二次補正予算 

令和 9 年度当初予算 

令和 9 年度事業計画 

 



【監事監査】 

   令和 8 年度における監事監査を以下のとおり実施し、監査報告書を作成して理事会 

に報告し、承認を得る。計算書類や報告書等について定時評議員会の 2 週間前の日 

から備え置き、定時評議員会において報告を行う。 

 開催月 主な監査内容 

 

令和 8 年 5 月中旬 

理事の職務の執行状況 

令和 7 年度事業報告 

令和 7 年度会計帳簿及び計算関係書類 

 

4. 事業運営の透明性の向上 

   以下の項目について公表する為、閲覧対象は国民一般とし、ホームページへ掲載及び 

   事務局へ備置く。 

（定款、貸借対照表、収支計算書、役員名簿、役員報酬基準、現況報告書、事業計画・報告） 

 

【統合リスク管理室事務機能】 

1． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

 各事業所の加算取得・事業所更新作業・契約業務等の法人運営の維持・向上に向けて

以下の目標を掲げて活動を行う。 

① 利用者支援の基本目標 

事業所の加算取得支援を継続し、重説等の変更への協力及び ICT機器の導入、活用

サポート等の支援を行うことにより、事業所の事務および定量的な現場業務の負

担軽減を推進。制度改正や期中の介護報酬改定にも迅速に対応し、安定した運営体

制とサービスの質向上に寄与する。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・総務課やプロジェクト、広報部署の支援を行い、ジェンダー平等や働きやすい職場

づくりを進め、「えるぼし」認定を維持。SNS での情報発信を強化するため、LINE

公式アカウント及び連携システムを整備。幅広い年齢層へのアプローチ基盤を確

立し、多様な人材確保を目指す。 

・e ラーニングを改善し、必須研修に加えて選択型研修を充実させる。部署内では、 

オンデマンド配信や外部研修の参加を推進し、職員のスキルアップを図る。 

・ICT ツールでコミュニケーションを円滑にし、業務効率とチーム力を高めていく。 

必要に応じてシステム変更やライセンス追加を実施。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・既存の保険や機器の契約内容を継続的に精査し、職員の福利厚生や施設のハード面

の改善を目的とした契約見直しを進める。必要に応じて新たな契約を導入し、職員

が安心して働ける環境を整備する。 

・人材獲得の取り組みと連動し、働きやすさを支える規則・規程の見直しを継続する。

法令改正や制度変更に対応した整備を行い、組織運営の透明性と公正性をさらに

高める。 

・導入済みシステムの安定運用を図りつつ、業務効率化に資する新しいシステムの情 

報収集と導入検討を継続する。特に、職員間の情報共有や事務作業の自動化を促進 

するツールの活用強化や、訪問、入所者介護における現場職員の心理的負担を軽減 



するため、インカムやライブカメラ導入を推進。 

・令和 7年度に導入した生成 AIの活用範囲を拡大し、事務作業や資料作成、情報検 

索などの業務効率化を具体的に進める。職員向けの利用研修を実施し、安全性を確 

保した上で、AI活用を日常業務に定着させる。 

④ 施設・設備の改善 

・各事業所計画に基づき、必要に応じて入札手続と業者折衝を行い、予防保全を含む 

計画的な修繕や省エネ機器導入を推進する。 

・サイバーセキュリティの運用強化として、攻撃を受けたあとの復旧について環境整 

備や体制整備を行うことと、職員教育を継続する。 

・ICTのライフサイクル管理として、PC・ソフトの計画更新を継続し、資産台帳整備 

と標準機種化で安定運用・コスト最適化を図る。 

   ・電話交換機（PBX）の更新が必要なため、構成検討し、インフラ整備を進める。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・取得加算の追加や変更、臨時報酬改定に伴う申請・契約書類の確認を行い、事業所 

が円滑にサービス提供できるよう支援する。入所系施設では、令和 7年度に検討 

した待機者管理のシステム化を実用段階へ移行し、待機者情報の一元管理と相談 

業務の効率化を進める。 

⑥ 内部監査 

「内部管理体制の基本方針」に基づき、事業所・部門の制度運用状況、規程整備、 

利用者処遇、情報セキュリティ対策を確認し、業務が効率的かつ適正に行われてい 

るかを検証する。監査結果を踏まえ、指摘事項の改善状況を確実にフォローアップ 

し、再確認プロセスを標準化することで、改善の実効性を高める。 

また、リスク管理の観点から、個人情報保護やサイバーセキュリティ対応を重点 

項目として監査を強化する。内部監査員による監査体制を維持し、監査手法の見直 

しやチェックリストの精度向上を図り、内部統制の強化と組織の信頼性向上を目 

指す。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

①職場環境の

整備（法人） 

・電話設備が老朽

化し、故障時の部

品調達に時間を要

するため、業務が

滞るリスクがあ

る。基盤故障時は

修理不可の状況。 

・電話主装置の更

新が完了し、復旧

時間が短縮。全事

業所間で内線網

が拡充され、連絡

体制が強化され

ている。 

・電話主装置の

更新計画策定と

比較検討、新設

備導入と内線網

拡張、運用マニ

ュアル整備と職

員周知 

電話主装置

更新および

全事業所間

の内線整備

状況 

②業務の明確

化と役割分担 

（1）業務全体

の流れを再構

築（部署内） 

多様な案件対応が

中心で、都度判断・

調整が必要 

臨機応変な対応

力と、役割分担の

柔軟な運用が定

着 

案件ごとにタス

クフォース編

成、役割分担表

の随時更新、案

件対応の振り返

りを実施 

案件対応の

迅速性、振り

返り実施回

数 



（2）テクノロ

ジーの活用（法

人） 

データ活用・AI活

用が始まったばか

りで限定的 

AI・データ分析の

現場定着 

AI による帳票

作成・データ分

析、職員向け AI

活用研修 

AI 活用業務

数、業務時間

削減 

③手順書の作

成（法人） 

システム関係の手

順書の更新が追い

ついておらず、現

場の実態と乖離。 

・重複問い合わせ

が多い。 

・最新業務手順書

の整備と現場フ

ィードバック反

映。 

・問い合わせ対応

の自動化 

・手順書の作

成・定期更新、

現場からの改善

提案受付 

・AIによる回答

Bot作成 

・手順書更新

回数、改善提

案数 

・AI回答 Bot

の完成・運用 

④記録・報告様

式の工夫（法

人） 

業務によって、入

力は電子だが回覧

は紙で行われ、非

効率 

職員個別の回覧

履歴まで電子化

され、効率的な回

覧が実現 

・回覧履歴管理

が可能なアプリ

作成ツール導入

を検討 

・ヒヤリハッ

ト、アクシデン

ト報告の電子回

覧化 

・回覧履歴の

電子化が実

現したか 

・ヒヤリハッ

ト、アクシデ

ント報告の

電子回覧が

定着したか 

⑤情報共有の

工夫（法人） 

情報共有を LINE 

WORKS にほぼ依存

しており、不具合

発生時の代替手段

が乏しい。 

情報共有を一つ

のシステムに依

存せず、複数の方

法を確保し、いつ

でも使用できる

状態になってい

る。 

LINEWORKS 障害

時の代替情報共

有手段を明確化 

・代替手段の使

用手順をマニュ

アル化し、必要

に応じて使用訓

練を実施 

・代替手段の

運用マニュ

アル整備 

・代替手段の

使用訓練実

施回数 

・LINE WORKS

以外の情報

共有方法の

利用率 

⑥OJT の仕組

み作り（法人） 

新人教育・中途採

用者向け研修が属

人的で均質化され

ていない 

eラーニング・動

画活用による OJT

の標準化 

新人向け・中途

採用者向け eラ

ーニング設定、

OJT 担当者の育

成検討 

新人教育・中

途採用者向

け研修の均

質化率（e ラ

ーニング使

用率） 

⑦理念・行動指

針の徹底（部

署） 

理念・指針は浸透

しているが、日々

の業務への応用や

現場での実践事例

の共有が不足 

理念・指針が業務

判断や現場対応

に活かされ、実践

事例が部署内で

共有されている 

理念・指針を活

かした業務改善

事例の収集・共

有 

実践事例数 

 

3.  年間業務計画 

  別紙参照 



往査
文書閲覧
自主点検表

・理事会準備 在宅会議
・HP更新（事業計画等） 法人運営会議
・各種契約、随時規程確認
・事業報告作成
・システム保守
・システム検討、導入、評価
・オリエンテーション
・理事会対応、評議員会準備 ○ 在宅会議
・監事監査への立会 法人運営会議
・事業所内部監査 理事会
・事業報告確認 相談苦情検討委員会
・現況報告書作成 安全管理委員会
・システム保守
・システム検討、導入、評価
・評議員会対応 ○ 在宅会議
・事業所内部監査 法人運営会議
・各種契約、随時規程確認 評議員会
・法定備置き書類確認
・財務諸表作成、各種公表
・各種登記
・システム保守
・システム検討、導入、評価
・事業所内部監査 ○ 在宅会議
・各種契約、随時規程確認 法人運営会議
・システム保守
・システム検討、導入、評価

・事業所内部監査 ◯ 在宅会議
・各種契約、随時規程確認 法人運営会議
・システム保守 相談苦情検討委員会
・システム検討、導入、評価 安全管理委員会

・事業所内部監査 ◯ 法人運営会議
・各種契約、随時規程確認 理事会（開催時）
・システム保守
・システム検討、導入、評価

・事業所内部監査 ◯ 在宅会議
・各種契約、随時規程確認 法人運営会議
・システム保守 評議員会（開催時）
・システム検討、導入、評価

・内部経理監査 ◯ 在宅会議
・事業所内部監査 法人運営会議
・各種契約、随時規程確認 相談苦情検討委員会
・システム保守 安全管理委員会
・システム検討、導入、評価
・理事会、評議員会準備
・事業所内部監査 ◯ 在宅会議
・理事会、評議員会対応 法人運営会議
・次年度事業計画（案）準備 理事会
・各種契約、随時規程確認 評議員会
・システム保守
・システム検討、導入、評価
・法人業務内部監査 ◯ 在宅会議
・次年度事業計画（案）作成 法人運営会議
・事業所内部監査 理事会
・各種契約、随時規程確認
・システム保守
・システム検討、導入、評価

・理事会、評議員会準備 在宅会議
・事業所内部監査 法人運営会議
・次年度事業計画（案）確認 相談苦情検討委員会
・各種契約、随時規程確認 安全管理委員会
・システム保守
・システム検討、導入、評価

・理事会、評議員会対応 在宅会議
・各種契約、随時規程確認 法人運営会議
・各種年次更新対応 理事会
・システム保守 評議員会
・システム検討、導入、評価

○

備考

情報セキュリティ確認
※上記以外の事業所は、必要時は自主点検表等の提出を
求めるか往査を実施するものとする。

3月

報酬改定に伴う各書類確認

2月

報酬改定に伴う各書類確認

1月

社会福祉法人恵仁会

12月

小規模多機能ホーム哲ちゃん家

11月

児童発達支援事業所あかり

10月

鹿屋長寿園ショート

9月

特別養護老人ホーム鹿屋長寿園

8月

住宅型有料老人ホーム笠之原長寿園

７月

ミニデイサービス舷揮くん家

6月

共生型サービスるりちゃん家（通所）

5月

相談支援事業所長寿園あかり

事業所名

4月

令和8年度事業所内部監査等計画(案)

月 業務概要
事業所内部監査 監査種別

会議出席



令和 8年度 クリエイティブオフィス事業計画（案） 

 

 

1． 令和 8年度重点項目 

クリエイティブオフィスは、広報・ブランディングの中核機能であり、法人および各事業所の価値

を社会に分かりやすく伝える役割として、取り組みや魅力を発信するとともに、イベントや企画の

支援、マスコミとの調整役を担い、事業所スタッフを巻き込みながら横断的に機能する体制を構築

するため以下の活動を行う。 

 

① 自社認知の拡大 

SNS、社報、広報物を活用しながら地域住民・求職者・サービス利用者（児）・関係機関に対し

「法人（事業所）活動」「想い」「強み」を踏まえた高齢・児童福祉の魅力を正しく伝えていく。 

SNSは日常や人・想いの「共感」、ホームページは信頼や制度・実績等の「正確性」、社報は理

念や中長期ビジョンの「理解促進」という媒体別に役割を分担して運用を行う。 

フォロワー数、閲覧数、応募・問い合わせ数を管理・把握する。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

中途採用者面談（年２回）を実施し、入職間もない職員の相談窓口として総務課や配属事業所

長の補佐役としてリアリティショックの改善を行う。法人内チームワークを強化し円滑な組織

体制が維持できるよう階層別職員研修を計画・実施する。また、事業所ごとの活動を通して法

人全体にお互いの活動が見える化できるようチャット機能を活用する。人材獲得については、

新サービスや先進的な取り組みを、敢えて積極的に情報発信し、地域や関係機関における先駆

的な法人イメージを確立する。あわせて、「採用」と「集客」に関する情報発信については、実

際の職場環境との整合性を重視し、内容や表現方法を継続的に見直すことで、共感と納得感の

ある情報発信を実現し、人材確保および事業の持続的発展につなげていく。 

 

③ ブランディングの促進 

法人を差別化し価値を発信することで「この法人だから選ばれる理由」を明確にして共感や信

頼を獲得していく。具体的にはサービス利用者（児）・職員・地域（関連機関含む）とのエピソ

ードを記事・動画化し広報に活用することや、求人広告・就職説明会資料の整合性を図る。 

 

④ 企業とステークホルダーとの円滑な関係作り 

クリエイティブオフィスにおけるステークホルダーとはサービス利用者（児）・ご家族・職員・

地域住民・行政・関連機関・ボランティア等を指し、これらの人や団体と信頼関係を強化し法

人活動への理解と満足度を高めていく。そのためにステークホルダーマップを作成し関係性や

期待又は悪影響を整理し、双方向のコミュニケーションを意識する。 

 

⑤ メディアリレーションとの良好な関係構築 

法人の活動を社会に正しく伝え信頼性・公共性を高めるために記者クラブ等を通してメディア

に向けたプレスリリースを提供する窓口となる。窓口を一本化することで記者が取材しやすい

環境づくりや問い合わせのレスポンスを向上させ、記事掲載後のお礼や情報共有を含め継続的

な関係を構築していく。 

 

 

 



2. 年間行事計画  

 

 事業所行事計画 地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4月 ・入社式 

・法人イベント 

（新人歓迎会） 

・各事業所行事 

□祓川合同サロン 

・笠之原サロン 

（適宜顔出し） 

□中途採用者面談実施 

・学研メディカル受講 

 

5月 ・各事業所行事 

 

 

 ・学研メディカル受講  

6月 ・各事業所行事 

 

 

 ・学研メディカル受講  

7月 ・法人イベント 

（ビアガーデン） 

・各事業所行事 

・ブリーズ発行 

□祓川合同サロン 

・特別支援学校 

□リーダー研修実施 

・学研メディカル受講 

・BCP机上訓練 

（特養に準ずる） 

 

8月 ・各事業所行事 

・水かけ祭り 

 

 □次世代研修実施 

・学研メディカル受講 

 

9月 ・各事業所行事 

 

 

・祓川グランド 

ゴルフ大会 

□管理者研修実施 

・学研メディカル受講 

・上期計画評価 

・下期計画見直し 

・法人内研修報告 

10月 ・法人イベント 

（ボウリング） 

・各事業所行事 

□祓川合同サロン □中途採用者面談実施 

□看護研修実施 

・学研メディカル受講 

 

11月 ・各事業所行事 

・笠之原運動会 

 

・鹿屋小交流会 □事務職研修実施 

・学研メディカル受講 

 

12月 ・法人イベント 

（忘年会） 

・青空カフェ 

・各事業所行事 

 ・学研メディカル受講  

1月 ・各事業所行事 

 

 

□祓川合同サロン ・学研メディカル受講 ・下期計画評価 

・次年度事業計画 

 作成 

2月 ・各事業所行事 

 

 

 ・学研メディカル受講 

・BCP机上訓練 

（特養に準ずる） 

 

3月 ・各事業所行事 

・ブリーズ発行 

 

 ・学研メディカル受講 ・法人内研修報告 

 

 



 令和 8年度 事務局【経理課】 事業計画（案） 

 

1. 中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

  前年度に引き続き、テレワークの継続やクラウドシステムを活用し、在宅で日常 

 業務を集中して行うことや、会計業務を顧問会計事務所へ外注に出すことで、業務 

 の効率化に繋げ、効率化によりできた時間にて、短期入所の送迎や本入所の利用者 

 様の透析送迎等の時間へ充てる。また、その他、在宅事業所のレセプト請求業務や 

 勤務実績集計等の事務業務を行う時間にも活用し、在宅事業所の職員がケアに充て 

 る時間を作れるようにする。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

【人材獲得】 

令和 8年 4月からの処遇改善加算の増額に合わせて、賃金の分配方法を検討し、 

月給を引き上げる予定。最低賃金アップに伴い夜勤手当も検討し、退職金制度拡充に 

向けた資金運用も検討していく。 

【人材育成とチームワークの強化】 

経理業務のスキル向上を目的として、上川路会計主催の初級会計処理や決算処理 

研修に継続参加する予定。経理課職員全体のレベルアップのため、法人監査や監事監 

査時には他の職員も参加させる。4月以降は経理担当業務を変更し、施設系・在宅系 

など各種事業形態の業務経験を通じてスキルアップを図る。 

③ 働きやすい職場環境作り 

今後もテレワークは 1人あたり月 3回程度実施し、感染症対策や業務効率化、負 

担軽減を図る。受付システムは稼働させつつ課題を改善し、土日祝日の業務負担を軽 

減。経理では小口現金を廃止し、納品書から伝票入力まで一括で処理できるシステム 

導入を検討していく。その他、ハラスメント防止は社会保険労務士による研修や定期 

的なアドバイスを受けて対応する。 

④ 施設・整備の改善  

各事業所の建物に関する大規模修繕に関しては、耐用年数をもとに以前作成した 

計画を原案とするが、修繕箇所の優先順位を課長クラスで情報共有し、計画を立てる。

経理の動きとしては、決算時の修繕積立金の提案を行い、また、借入金返済予定表を

確認しながら、法人の収支状況と合わせて資金繰りを検討する。 

⑤ 入居率、稼働率の向上 

毎週、各事業所の稼働状況をデータ共有し、今月の見込みや予算差をリアルタイム 

で把握する。予算を大きく下回る事業所には在宅課長や管理者など関係者へ連絡し、 

Zoom等で対策を協議する。収支は従来通り予算実績対比表で管理者に報告し、毎月 

の請求実績回覧時に加算取得状況も確認する。新規加算の可能性やシミュレーショ 

ンも行う。物価高騰への対応として、情報共有項目を増やし金額や使用量などをグラ 

フ化し、会議や収支報告で事業所ごとに提供する。費用増の事業所は管理者と対策を 

検討し、法人内業者の再確認や一括納品による単価交渉、新サービス導入も進める。 

統合リスク管理室とも連携する。 

 

 



2.  生産性向上の取り組み 

項目 課題点 理想像 取り組み内容 評価指標 

①職場環境の

整備 

 

 

 

電子化によりデー

タが増え続け、過

去の情報を探すの

が手間となってい

る。 

過去のデータが整

理され、検索しや

すくなる 

・決算後の書類

入替 

・書類の電子化 

データ検

索時間の

短縮率 

②業務の明確

化と役割分担 

（1）業務全体

の流れを再構

築 

・育休取得職員か

らの業務の引継ぎ 

・事務局のキャリ

アパスが明確化さ

れていない 

・現在の業務分担

表を活用し、業務

の引継ぎを行う 

・継続して次世代

の人材育成を行う 

・必要業務の選

定と簡素化を行

う 

・属人化業務を

減らす 

残業時間

の削減 

（2）テクノロ

ジーの活用 

日々の窓口業務に

かかる業務負担の

軽減 

日々の負担を減ら

し、業務に集中で

きる時間を増やす 

ラクネコシステ

ムの浸透 

業務負担

軽減によ

るストレ

ス軽減 

③手順書の作

成 

 

 

予算や補正、決算

等の書式が担当に

よって異なってい

る 

書式の統一及び計

算式のロック、共

有データを使用す

ることでの集計の

簡素化 

・ミーティング

開催にて情報共

有 

・マニュアルの

更新 

マニュア

ル更新 

④記録・報告

様式の工夫 

 

類似した書類の作

成 

や報告 

報告内容の要約

と、書類の統一 

類似書類及び報

告事項の必要最

低限の内容を洗

いだし、簡素化 

類似業務

の削減 

⑤情報共有の

工夫 

 

 

各担当へそれぞれ

伝達・指示 

LINEWORKS を活用

し、経理課・総務

課・エリア事務員

への一斉情報提供 

LINEWORKSグルー

プの整備 

情報共有

速度 

⑥OJT の仕組

み作り 

 

 

職員によって、業

務引継ぎ内容が異

なる 

業務の基礎内容を

統一して指導でき

るように、エルダ

ーを設定 

エルダーになる

職員の選定 

業務引継

ぎ完了書

で の 確

認、満足

度 

⑦理念・行動

指針の 

徹底 

 

経理分野以外の業

務への対応や判断

ができない 

担当業務以外への

対応可 

法人の仕組みや

介護保険制度の

理解を深めるた

めの研修参加及

び、事務局業務

（総務・経理）担

当者の把握 

研修参加

回数、人

事考課面

接を含め

面談回数 



3. 年間行事計画 

 

令和 8 年度 事務局年間スケジュール（経理課） 

 

事業所行事計画 防災訓練・ 

感染症対策 

熱中症対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4 月 

入社式 

オリエンテーション 

委託事業請求書提出 

委託事業決算報告書提出 

3 月分及び決算処理 

在宅会議 

（熱中症対策に関

する周知・準備） 

熱中症対策（動画

研修等） 

笠之原エリア 

行事参加 

法人勉強会 内部監査 

（決算書類） 

5 月 

決算処理 

決算書類完成 

監事監査 

決算理事会 

熱中症対策用 

必要物品購入 

熱中症対策（動画

研修等） 

WBGT 指数の 

確認（10 月まで） 

保育園祭り参加 法人勉強会 内部監査 

（決算書類） 

6 月 
定時評議員会 

現況報告書提出 

吐物処理訓練 

熱中症対策訓練 

ドライブサロン 法人勉強会  

7 月 

委託事業請求書提出 

公益法人等の損益計算書

等提出 

非常用災害 

机上訓練 

 

 上川路会計研

修（基礎） 

法人勉強会 

 

8 月 

全国老施協収支報告書作

成 

 

  法人勉強会  

9 月 
 

 

感染症対策机上訓

練 

ドライブサロン 法人勉強会  

10 月 
委託事業請求書提出 

委託事業予算作成 

防災訓練  法人勉強会 内部監査 

（帳票編） 

11 月 
 

 

 鹿屋小交流会 法人勉強会 内部経理監査 

12 月 
忘年会 

次年度事業計画作成 

インフルエンザ予

防接種 

 法人勉強会  

1 月 委託事業請求書提出   法人勉強会  

2 月 

次年度収支予算書完成 

次年度事業計画完成 

非常用災害 

机上訓練 

 上川路会計研

修 

（決算編） 

法人勉強会 

 

3 月 
当年度補正予算書完成 

予算評議員会・理事会 

防災訓練  法人勉強会  

 



令和 8年度 事務局総務課 事業計画（案） 

  

1.中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

ICT、IOTの活用による業務効率化と正確性の確保、適正な労務管理につなげる。その他、 

人材獲得と人材定着の促進にむけて求人方法の見直しや、処遇改善を活用した賃金設定を 

検討する。 

① 利用者支援の基本目標 

  テレワークの活用や、給与、人事管理等の業務についてはシステムを活用し、業務効 

率化を図る。これにより効率化になった時間にて、住宅型有料老人ホームの支援や、 

短期入所の送迎、入所者の透析送迎等などの時間に充てる。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

法人経営の健全性・安定性を維持するために経理課と連携し総額人件費の管理を行う。 

職員に対して、新しい規程の趣旨、変更内容等に関する質疑応答や相談に応じる為、 

社労士や関係者と情報共有を図る。 

【人材獲得】 

・職員の獲得と長期的な人材の定着につながるよう以下の項目に取り組む。 

欠員補充の採用にスムーズに対応するために、採用者への案内方法や採用手続きに 

関して、仕組みの構築とシステム導入を検討し、内定・入職手続きを早期に行う。 

（最短３日） 

・令和 9年度新卒者及び中途採用者の獲得（各種面談会への参加） 

・前年度に引き続き入職からのフォロー体制として、仕事の悩み等がないか教育主任 

やクリエイティブチーフと協働にて聞き取り（入職手続き書類の受け渡し時、入職 

1ヶ月目、3ヶ月目）を行い、職場適応を支援し、早期離職の防止と定着率向上を図 

る。 

【人材育成】 

総務課職員の次世代育成のために、研修機会の確保（社会保険、給与計算、各種制度 

改正）や法人運営に関する理解を深めるために、監事監査及び各業務調査への立ち会 

いを実施。 

③ 働きやすい職場環境づくり 

直接処遇を行う職員が働きやすい職場を作ることで営業力強化につながるよう以下の

項目に取り組む。 

・引き続き、職員の健康管理（定期健診、夜勤者健診、再検査職員等への啓発、乳がん

検診、メンタル不調者の休復職対応、産業医による健康相談、病気療養後の復帰支援） 

・新規採用者も含め、働き方で悩んでいる職員が相談できる相談窓口やハラスメント窓

口について職員へ周知していく。また、メンタルヘルス等については、顧問社会保険

労務士との連携による解決策を検討していく。 

・SmartHRを活用し、現在の入職手続き等で手間等が発生している部分を分析し、手続 

きの簡素化及び効率化を図る。 

   ④施設・整備の改善 

    修繕に関しては、経理課の計画に沿って行い、総務課としては、産業医による施設巡視 

等での指摘箇所の情報提供をし、修繕や整備が必要な箇所については、予算化していく。 



 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点 理想像 取り組み内容 評価指標 

①職場環境の

整備 

毎年、入退職者の

データが増えてい

くため、過去のデ

ータを探すのに手

間がかかる 

データ検索がしや

すくなるように、過

去のデータの整理

を行い、簡易ででき

ようになる。 

・入退職後の書類

入替 

・書類の電子化 

データ検索時

間の短縮率 

②業務の明確 

化と役割分担 

（1）業務全体 

の流れを再構 

築 

担当業務のﾏﾈｼﾞﾒﾝ

ﾄ及びｻﾎﾟｰﾄ体制不

足 

・事務分掌を活用

し、役割分担の明確

化 

・業務連携・協力体

制の構築 

担当業務の見直し、

役割分担の明確化、

作業のムダの削減 

職員等へのス

ムーズな対応 

次世代育成 

（2）テクノロ 

ジーの活用 

・入職手続きに手

間がかかる 

・書類が増える 

・手続きが容易にで

きる 

・データ管理になる 

SmartHRでの採用

手続きが行えるよ

うにする 

手続きにかか

る日数減 

ペーパーレス

化 

③手順書の作

成 

担当職員がいない

と業務が滞る 

業務フローを見え

る化し、他職員でも

対応できるように

なる 

・担当業務手順書

作成 

・手順書保管の共

有 

マニュアル作

成 

④記録・報告

様式の工夫 

・紙書類の共有 

・過剰な記録・伝

達 

書類がデータ化する

ことにより、管理が

スムーズになる 

記録・伝達の簡素化 

・資料のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化 

・記載事項の見直

し 

・共有設定 

残業時間の削

減 

⑤情報共有の

工夫 

総務課全体に必要

な情報が、総務課 

全職員へ周知され

ない事がある。 

一斉に情報共有がで

きるため、業務が効

率的に進められる 

BOXや LINEWORKS

を活用し、タイム

リーな情報共有

を行う 

情報共有速度 

情報共有精度 

⑥OJT の仕組

み作り 

・業務の引継ぎがう

まくできていない 

・引継ぎ内容が異な

ることがある 

業務の基礎内容を統

一して指導する 

・総務課ミーティ

ングの開催 

・引継ぎがスムー

ズにできるように

マニュアル作成 

業務引継ぎ完

了書での確認、

満足度 

⑦理念・行動

指針の徹底 

イレギュラーな事

態の判断・解決が

できていない 

意思決定の迅速化と

判断基準の明確化 

法人の取り組みや

方針の理解を深め

るために、法人内 

研修への参加等 

研修参加回数 

面談による認

識確認 

 



3.年間行事計画 

 
事業所事業計画 防災訓練・感染症対

策・熱中症対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4月 

賃金制度の改定 

昇給・昇格手続き 

県退職共済掛金改定 

福祉医療機構掛金納付対象 

職員届 

在宅会議 

（熱中症対策に関す

る周知・準備） 

熱中症対策（動画研

修等） 

 ・新卒者研修  

5月 

定期昇給査定 

障害者雇用納付金申告 

健康診断実施 

福祉医療機構掛金納付 

熱中症対策（設備対

策・動画研修） 

WBGT 指数の 

確認（10 月まで） 

 ・長寿園勉強会 

 

 

6月 

労働保険年度更新 

賞与支給準備 

住民税改定 

高卒求人票作成・提出 

嘔吐物処理訓練 

熱中症対策訓練 

 ・長寿園勉強会  

7月 

賞与支給手続き 

高年齢・障害者雇用状況報

告書提出 

算定基礎届の提出 

非常用災害 

机上訓練 

 ・長寿園勉強会  

8月    ・長寿園勉強会  

9月 
厚生年金料率変更 

最低賃金確認 

感染症対策 

机上訓練 

 ・長寿園勉強会  

10月 
定年再雇用者更新手続き 防災訓練  ・長寿園勉強会 総務課内部

監査 

11月 

賞与支給準備 

年末調整の手続き 

夜勤者健康診断実施 

  ・長寿園勉強会 

・ 

 

12月 
賞与支給 

年末調整の手続き 

インフルエンザ予

防接種 

 ・長寿園勉強会 

 

 

1月 
給与支払報告書・源泉徴収

票提出 

  ・長寿園勉強会 

・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ研修 

次年度事業

計画作成 

2月 

次年度昇格者査定 

期末賞与支給確認 

大卒求人票作成・提出 

非常用災害 

机上訓練 

 ・長寿園勉強会  

3月 
次年度労働条件通知書準備 防災訓練  ・長寿園勉強会 事業報告書

作成 



令和 8年度 介護部門 事業計画（案） 

 

１.中期（令和 6年度～令和 8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

・可能な限り在宅での生活スタイルを変えず、利用者本人（又はご家族）が生き方や暮 

らし方を自己決定していただき、その選択を尊重する。最期まで自分らしく生活できる 

よう、利用者本人の意思及び人格を尊重し、その方に合ったサービスを提供する。 

・現在使用している ICT機器の特徴を理解し、利用者個人の分析やフィードバックを行い、 

ADL・QOLの向上を図る。エビデンスに基づいたサービスの提供を行う。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・インスタグラム等の SNSでの発信を継続していく。企画行事以外にも、福祉用具 

を導入効果や職員の働いている姿など、介護現場の日常を載せることで、SNSから 

の情報だけでも職場選定ができる様、クリエイティブオフィスの協力をもらいながら 

人材獲得に繋がる発信を行っていく。 

・新人職員や福祉業界未経験者でも、安心して働ける研修の実施や、職員同士の関係性 

構築等を、所属ユニットを中心に教育部門と共に行っていく。OJTの４段階職業指導法 

を基に、実際に仕事を共にする先輩社員が指導することで、人材の早期育成を図る。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・電話や対面以外での連絡、情報伝達・共有のツールとして LINEWORKSを活用し、文面で 

やり取りして正確な情報共有を行う。また、パソコンやスマートフォン端末の翻訳機能 

を活用して技能実習生でも記録の入力が可能となるようにし、早期育成に繋げる。 

・巡視回数の軽減のため、最適化された巡視スケジュールとデータ分析に基づく予測的行 

動計画を実施し、システム上に蓄積される情報の収集効率および精度を高める。また、 

サスケや LINEWORKS等のツールを活用してインシデント・アクシデント情報を全職員に 

共有することでリスクの事前把握を可能とし、リスクマネジメント能力の強化を図る。 

同様の事象再発防止策も講じ、利用者への処遇改善を推進する。 
・リフレッシュや健康管理を目的として、年 10日以上有給休暇の権利がある職員に対し、 

年間８日以上の取得を継続する。 

・新たな種類のオムツの使用や、業者による当て方等の勉強会を実施し、交換回数の見直 

しや、排泄失敗が軽減できるように取り組んでいく。 

企画行事必要品や、ユニット運営に必要な物品等、ネット通販を利用し、価格確認や 

購入時に掛かる時間の効率化を図る。 

 

④ 施設・設備の改善 

・居室担当を確実に配置し、担当者を中心として居室内の整理整頓に取り組む。修繕が必 

要な箇所については、施設管理部門へ報告、対応方法の検討を行っていく。 



⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・利用者の健康状態の保持や増進、口腔の機能改善、口腔衛生管理、スタンダードプリコ 

ーションの徹底、感染症拡大防止等、これらの重要性を再認識し、入院に繋がるような 

疾病の予防に努める。 

・短期入所生活介護の緊急入所や空床利用などの受け入れが迅速に行えるように、関係 

職種と情報共有し体制を整える。レスパイト機能を果たしつつ在宅生活をサポートする。 

２.生産性向上への取組み 

項目 課題点

（BEFORE） 

理想像 

（AFTER） 

取組み内容 評価指数 

① 職場環 

境の整備 

紙媒体ファイル

の整理、破棄、保

管場所の変更 

 

必要年数のみ保管 

必要時すぐに取り

出せる 

ファイル自体のラベ

リングを年度毎にラ

ベリングし直す 

保管場所の整理 

書類探索時

間の短縮率 

② 業務の 

明確化と役割 

１）業務全体 

の流れを再 

構築 

各職員の作業分

担が可視化され

ていないため誰

が何をするのか

が分かっていな

い 

業務分担が明確に

なる 

責任感が生まれる 

シフト作成の効率

化 

居室担当の配置 

業務の内容、時間配分

を可視化する事でユ

ニット状況合わせた

勤務の作成 

タイムスタ

ディの比較 

シフト作成

時間の削減

率 

２）テクノロ 

ジーの活用 

新たなものを取

り入れることが

難しい 

必要な機器の選定

ができる 

ICT の必要性や業務効

率化の理解促進 

実施確認 

③ 手順書 

の作成 

手書きの記録物

が残っている 

方法の統一 業務マニュアルの更

新 

実施確認 

④ 記録・報 

告様式の工夫 

ICT の活用が上

手くできていな

い 

業務効率化 

データで可視化 

ICT 活用法の検討、実

施 

業務時間短

縮率 

⑤ 情報共 

有の工夫 

紙媒体でしか情

報確認が出来な

い 

印刷費削減 

情報が正確に伝わ

る 

操作が苦手な職員へ

の習熟 

コピー代削

減率 

⑥ OJT の仕 

組み作り 

指導方法が統一

されていない 

指導する職員が

育っていない 

指導方法が統一で

きる 

全員が同じ内容を

共有できる 

業務マニュアルの更

新 

OJT を行う職員の知

識、技術面の向上 

外部研修参

加率 

⑦ 理念・行 

動指針の徹底 

臨機応変に対応

ができない 

自律的な行動がで

きる 

必要時面談 

OJT実施 

結果確認 



３.年間行事計画 

 部門内行事計画 防災訓練・感染症、

熱中症対策 

地域交流計

画 

職員研修計画 セルフチ

ェック 

４月 新人オリエンテ

ーション 

災害時用備蓄確認 

感染症対策 

地区花見会 長寿園勉強会  

５月 ハラスメント調

査 

感染症対策 

熱中症対策品確認 

 長寿園勉強会  

６月  嘔吐処理訓練 

感染症、熱中症対策 

 長寿園勉強会 実施予定 

７月 そうめん流し 感染症、熱中症対策

非常災害・机上訓練 

養護学校交

流会 

長寿園勉強会  

８月  行方不明者捜索訓練 

感染症、熱中症対策 

 長寿園勉強会  

９月 敬老会 感染症、熱中症対策

レジオネラ検査 

グランドゴ

ルフ大会 

長寿園勉強会  

１０月  

 

感染症、熱中症対策

防災訓練 

８月踊り 長寿園勉強会 実施予定 

１１月 ハラスメント調

査 

避難訓練（予定） 

感染症対策 

鹿屋小交流

会 

長寿園勉強会  

１２月 忘年会 インフルエンザ予防

接種 

感染症対策 

地域清掃 長寿園勉強会  

１月 新年会 コロナウィルス予防

接種 

感染症対策 

 長寿園勉強会  

２月 節分 

 

感染症対策 

非常災害・机上訓練 

 長寿園勉強会 実施予定 

３月  

 

感染症対策 

防災訓練 

レジオネラ検査 

 長寿園勉強会  

 



令和 8 年度 看護部門 事業計画（案） 
 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 
① 利用者支援の基本目標 
・医療度の高い利用者に対して、適切な看護・介護の提供ができるよう、個々のスキルアップを   

図る。 

  ・利用者の入院の際は病院との連携を図り情報を共有し、再入院が少なくなるように重症化予防を

行う。 
  ・利用者の病状に応じて、受診ができるように協力医療機関や関連病院との連携を図る。 
  ・褥瘡予防に努め、情報共有、並びに専門性を活かした指導及びケアを行い、褥瘡発生者の減少、 
   褥瘡持ち込み利用者の早期治癒を目指す。 
  ・利用者の状態変化、悪化時には迅速に家族、他職種と情報共有を行い、速やかに看取り支援対応 
   を行い、利用者、家族が最後まで安心して生活できる様、支援する。 

 
② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

  ・多職種との情報共有及び提供時は、LINEWORKS の活用、部門内では情報引き継ぎファイル使 
用し共有行う。 

  ・感染症発生時、対策主管部門として早期終息を目指し、多職種と協力し、拡大予防に努める。 
 

③ 働きやすい職場環境作り 
・月１回の医務室ミーティングにて、生産性向上の為、業務において改善点がないか検討し、必要 

時は迅速に行動をおこし業務改善行う。 
  ・職員個々の健康状態を皆が把握し、体調不良時等相談できる環境を作る。 
  ・内服に関する ICT 機器の情報収集、デモ等行い、誤薬防止や服薬セットの業務軽減を図ることで 
   精神的負担軽減を図る。 
 

④ 施設・設備の改善 
・ラウンド時に建物環境やユニット環境に目を配り、不備や修繕が必要な際は施設管理課へ報告し、 
 対応行う。 

  ・吸引器の点検及び管理を行い、ユニット利用者状況を確認しながらユニットへ配備していく。 
 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 
  ・配置医師と連携し利用者の体調管理を行う中で、入院となる際は病院と連携し、施設での加療に

ついて相談する。また入院となる時は、担当医や配置医師へ相談しながら、退院に向けて治療経

過の情報交換・収集し、早期の退院受入れ体制を整える。 
  ・多職種と連携し、医療度の高い利用者の受け入れができるように取り組み、入所稼働率 99.2％ 
   ショート稼働率 92％を目指す。 
  ・各事業所の訪問診療や情報提供にて入所者の状況把握や関連医療、担当医との連携を図り看護と 

してのアドバイスができるようにする。 
・褥瘡加算・看取り加算等の書類及び目標の設定。 
・ACP の充実を図りながら、本人の意向をくみ取り多職種で支援し、状態変化時、配置医師と連携 
し適切な看取り介護導入及びケアを行う。 

 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点

（BEFORE） 
理想像 

（AFTER） 
取り組み内容 評価指標 

①職場環境の整

備 
整理整頓が出来てい

ないため、物品を紛

失することがある 

何がどこにあるか

すぐに把握できる

ようにする 

物品の置き場所

にテプラ等で場

所を明記する 

現場確認 
 

②業務の明確化

と役割分担 
（1）業務全体の

流れを再構築 

ユニット担当と、そ

の日の担当の業務が

明確化されていない 

ユニット担当の役

割とその日の担当

の役割分担を行い

業務軽減する 

LINEWORKS 、

及び連絡票の活

用 

実施確認 

（2）テクノロジ

ーの活用 
職員の心理的負担が

大きい 
職員の心理的負担

を軽減 
新たな ICT 機器

の活用 
実施確認 

③手順書の作成 職員によって異なる

申し送り 
申し送りを標準化 業務マニュアル

の作成による効

率化 

実施確認 

④記録・報告様式

の工夫 
同じ内容を何度も転

機 
タブレット端末、パ

ソコン入力、データ

共有 

介護記録ソフト

の導入、情報共有

ノートのデジタ

ル化 

業務時間削減率 

⑤情報共有の工

夫 
担当者以外に報告、

指示 
指示内容の報告、情

報共有 
ICT 活用で伝達、

情報共有 
実施確認 

⑥OJT の仕組み

作り 
職員の指導方法に違

いがある。 
教育内容と指導方

法を統一 
研修への参加等

で正確な知識を

得る 

外部研修参加率 

⑦理念・行動指針

の徹底 
突発的な事に職員が

判断、指示が出せな

い 

組織としてのルー

ティンを決めてお

く 

個人のスキルア

ップを図る研修

参加 

外部研修参加率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3. 年間行事計画 
 事業所行事計画 防災訓練・感染症、

熱中症対策 
地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4 月 新入職者研修  
    

感染症対策 
熱中症対策準備 

 長寿園勉強会 関連医療機関と

の感染ラウンド 
書類確認 

5 月  感染症対策 
熱中症対策 

 長寿園勉強会  

6 月  避難訓練 
感染症研修（食中毒、

嘔吐物処理） 
感染症、熱中症対策 

 長寿園勉強会 PPE シュミレー

ション研修 

7 月  感染症、熱中症対策 
非常災害・机上訓練 

 長寿園勉強会  

8 月  感染症、熱中症対策 
 

 長寿園勉強会  

9 月  感染症、熱中症対策 
感染症研修・机上訓

練 

 長寿園勉強会 感染症シュミレ

ーション 

10 月  感染症、熱中症対策 
防災訓練 

 長寿園勉強会 各事業所感染対

策確認 
11 月 インフルエンザ 

接種（利用者） 
感染症対策 小学校交流会 長寿園勉強会 PPE シュミレー

ション研修 
12 月 インフルエンザ 

接種（職員） 
嘔吐物処理実施指導

研修（中途採用） 
 長寿園勉強会 感染症実施指導

研修 
PPE シュミレー

ション研修 
1 月 コロナワクチン

接種（利用者） 
鹿屋看護学校実

習受け入れ 

感染症対策  長寿園勉強会  

2 月 鹿屋看護学校実

習受け入れ 
感染症対策 
非常災害・机上訓練 

 長寿園勉強会  

3 月  感染症対策 
防災訓練 

 長寿園勉強会  

 



令和 8 年度 機能訓練部門 事業計画（案） 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 
 

① 利用者支援の基本目標 
介護職を主体とした生活リハビリをより個別化したサービスとして提供できるように、各利用

者に合った個別支援内容を提示し、身体残存機能を維持・向上していく事で QOL の向上を目

標に、利用者の望む生活スタイルに近づける事が出来る様に他職種協働の下、適切な支援を行

う。 
     【目標】個別機能訓練加算Ⅰ取得率：98% 
     【方法】看取り介護導入利用者への 100%加算取得。状態変化時の即時プラン見直し。 
     【目標】個別機能訓練加算Ⅱ・ADL 維持等加算取得：平均 113 名/月 
     【方法】毎月の LIFE 送信データ項目の確実な登録とデータ送信管理の徹底。 
     【目標】個別機能訓練加算取得対象人数：平均延べ 180 名/月 
     【方法】居宅ケアマネおよび他のサービス事業所と連携を図り、ご家族へ個別訓練の必要性を積

極的に説明し同意を頂く。(特に新規入所者) 
【目標】生活機能向上連携加算取得：入所平均 98 名/月、ショート平均 30 名/月 
【方法】外部リハとの共同評価を毎月確実に実施。看取り開始や状態変化によるプラン変更時の 
    再評価を漏れなく実施。 
 
② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 
【目標】人材獲得活動に、積極的に参加する。 

     【方法】人材獲得活動(学校訪問、企業説明会等)を継続 
【目標】常に業務効率改善やサービスの質向上の意識を持ち、チームケアができる人材育成を行

っていく。 
【方法】LINEWORKS(ICT 活用)により、早期の情報提供・情報共有・対応の指導。 
 
③ 働きやすい職場環境作り 
【目標】移乗リフトの追加：3 台、移乗リフトの稼働率：100%。有効かつ効果的な活用による生

産性向上と介護負担軽減に努める。 
【方法】機種選定等事前検討は実施済のため、計画的に導入を行う。稼働率低下があるリフトは積

極的に移設を実施。 
 
④ 施設・設備の改善 
【目標】床環境整備を継続していく。(4 居室/年) 
【方法】ショートステイ居室(若草)を主体に、床タイルへ張替え作業を実施していく。 
 
⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 
【目標】褥瘡発生件数を軽減する。(15 件/年以下、介護の質向上) 
【方法】重度化防止(入所期間延長)のために、現状の早期発見・対応・治癒の流れを継続。重要な

ツールであるエアマットの有効活用・管理・レンタル費削減・中古品購入等を継続。 
【目標】離床率の向上を図る。(2 回/日以上の離床率 60%以上) 
【方法】重度化防止(入所期間延長)、身体機能維持のために、日中の離床を促していく。評価・指

導強化によるケアプラン・訓練計画の見直し、移乗リフトの有効活用等を実施。 
 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点 

（BEFORE） 

理想像 

（AFTER） 

取り組み内容 評価指標 

①職場環境の整

備 

重度化(全介助)進行 

※令和７年度効果あ

るため継続取り組み 

介護職および利用

者の負担軽減 

移乗リフト・全自

動体位変換エア

マットの導入と

有効活用 

稼働率、目標導

入台数達成度 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

ショート個別介入訓

練急増(書類含む)現

状の人員体制では限

界（４月より体制変

更） 

3 人→4 人体制とし

確実な加算取得と

書類整備に努め、業

務負担を軽減 

新体制となるた

め、今後評価検証

を行っていく 

新体制の課題点

を年度内に改善 

（2）テクノロジ

ーの活用 

情報伝達や共有漏

れ、無駄な資料作成

等 

無駄な動きを無く

し、効率的に業務を

行える 

LINEWORKS の有効

活用 

業務にかける時

間 

③手順書の作成 体制見直しにより、

引継ぎがうまくいか

ない 

ミスや漏れなく業

務を効率的に行え

る 

詳細実務レベル

のマニュアル作

成 

ミスや漏れの度

合。 

④記録・報告様式

の工夫 
書面によるファイル

管理が多い 
ファイル・ペーパー

レス化促進 
クラウド活用に

より整理整頓を

行う 

ファイルの削減

数 

⑤情報共有の工

夫 
情報共有しない・で

きない職員が多い 
情報共有を促し、関

係部門全体の業務

効率向上を図る 

グループライン

の活用と促進 
業務にかける時

間 

⑥OJT の仕組み

作り 
部門内に OJT の仕

組みがない 
教育内容を担当制

にして統一 
業務マニュアル

活用 
OJT にかかっ

た時間 
⑦理念・行動指針

の徹底 
指示待ち的な動きと

なりやすい 
自発的に動き、報連

相が徹底できる 
事業計画の共有。

1 回/月の部門会

議開催 

必要な結果の確

認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3. 年間行事計画  
月 事業所行事計

画 
防災訓練・感染

症、熱中症対策 
地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4 月 訓練部門会 
新人オリエン

テーション 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 
熱中症対策準備 

町内会花見 長寿園勉強会  

5 月 訓練部門会 
外出支援 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 
熱中症対策 

各地区出張講

座 
長寿園勉強会 介護機器メーカ

ー点検 

6 月 訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練、熱中症対

策(水分補給・健康

管理) 

 長寿園勉強会 原本ファイルチ

ェック 
介護機器メーカ

ー点検 

7 月 訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 
熱中症対策(水分補

給・健康管理) 

各地区出張講

座 
長寿園勉強会  

8 月 訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 
熱中症対策(水分補

給・健康管理) 

町内会清掃 長寿園勉強会  

9 月 訓練部門会 
外出支援 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練 

町内会グラン

ドゴルフ 
長寿園勉強会 原本ファイルチ

ェック 
 

10
月 

訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 
 

 長寿園勉強会  

11 月 訓練部門会 
外出支援 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 
各地区出張講

座 
長寿園勉強会  

12
月 

訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練 

町内会清掃 長寿園勉強会 原本ファイルチ

ェック 
 

1 月 訓練部門会 
 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練 

 長寿園勉強会  

2 月 訓練部門会 
 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 
各地区出張講

座 
長寿園勉強会  

3 月 訓練部門会 
外出支援 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練 

 長寿園勉強会 原本ファイルチ

ェック 
介護機器メーカ

ー点検 
※コロナ・インフルエンザ感染状況により、必要に応じて中止や ICT 活用により実施していく。 
※メーカー点検(1 回/年、3 メーカー)。 



令和 8年度 栄養部門 事業計画（案） 

 

1．中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

・栄養相談、栄養管理、喫食調査、嗜好調査等行い安心安全、食べやすい形態、楽

しい食事の提供を行う。 

・栄養部門企画を立案、実施する。雰囲気を変え、よりおいしく食事を楽しめるよ

うに工夫する。 

・利用者の低栄養を防ぎ、より良い生活を送っていただくための栄養ケアプランを

作成、111名全ての利用者様に定期的にモニタリングを実施し、記録の充実を行う。 

・毎月、食事量、水分量の過不足を確認し過剰時は食事調整を、不足時は補助食品

の提供を行うなど、栄養状態の維持・向上に努める。 

・食事摂取状況、体重増減を確認し、他職種チームで総合的にマネジメントする。 

・看取りケアについては最後までお口から味わう支援、無理をしないで食べたいも

のを食べていただき身体に負担の無いように一日を大切に動く。 

・医師、歯科医師、看護師、ケアマネ、介護職、機能訓練指導員等との連携を図り、

役割、記録の精度を高める。義歯の調整をはじめ口腔状態を適切に保ち、肺炎予

防、安全に食事を摂ることができるようチームで取り組む。食事状況の確認のた

め、週 3回以上のミールラウンドを行う。 

・透析、糖尿病等で治療食を必要とする方へ適切な食事の提供を行い、健康が維持

でき透析療法等が継続できるように努める。 

・加算算定の検討は、入所時又は状態変化時、認定切れの担当者会議等で行い、医

師の指示のもとケアプランに反映させ加算取得に努める。 

・栄養・食事についての新情報提供を行い、スタッフの質の向上を目指す。 

・在宅系事業所との連携としてチーム長寿園の活動を通して専門職としての助言を

行い自宅での生活を継続出来るように取り組む。グループホームでは栄養管理体

制加算、デイサービスでは栄養アセスメント加算の算定を行う。 

② 人材獲得 ・人材育成とチームワークの強化 

 ・恵仁会のサービスやセールスポイントを理解し、家族や知人等へ紹介する。研修

に積極的に参加し、学びの機会が多い職場であることを周囲に伝える。 

・部門勉強会を行うなど積極的に学べる場を作り、研修や書籍等を活用しながら献

立の立て方、衛生面やアレルギーなど専門知識を深める。食事企画を立案実施し

利用者の喜びを通して他職種とのチームワークを強化する。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・テレワークを活用し集中することで業務効率を上げる。定期的に業務の進捗状況

を確認できる体制を作る。 

・他職種連携により体重、食事・水分摂取量、体調変化等の記録システムを有効に

活用することで、通常業務の効率化を図り業務負担を軽減する。 

・注入食発注システムを活用し、自動送信による発注業務を継続する。 

・適正な労務管理を行い休息時間の適正化、定時出社、定時退社に努める。 

・有給休暇を年 5日以上取得しリフレッシュする。 

・ハラスメントについては行為者及び被害者に対する措置をそれぞれ適切に行う。 



④ 施設・設備の改善 

 ・防災備品管理室の整備、年に 2回、冷蔵庫、冷凍庫のメンテナンスを行う。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・入所がスムーズに行われるように、他職種と連携する。（本入所・短期入所） 

・入所待機者の調査にチーム長寿園として同行し、食事状況等の情報共有を行う。 

・入院中の利用者情報を池田病院から収集し退院後の適切な支援を行う準備をする。 

・物価高騰対策として給食提供業務委託業者との食費見直しを検討する。今後も給

食業者との連絡等を密にし、利用者の給食を継続する為に情報共有に努める。 

 ・経口維持加算については、ミールラウンドを行い継続的な経口維持に取り組む。 

 ・看取り期及び褥瘡の発生や改善に関与する専門職としての役割をしっかり果たす。

在宅サービスの機能と連携の強化のためにチーム長寿園として動く。 

 ・「LIFE」へデータ提出とフィードバックの活用をする。 

2． 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境

の整備 

元厨房の整理整頓 何がどこにある

か把握でき必要

な物を取り出し

やすくする 

いらないものを

捨て定期的に掃

除する 

書類検索時間

の短縮率 

② 業務の明 

確化と役割分

担（1）業務全

体の流れを再

構築 

仕事のムリ、ムダ、

ムラを削減する 

1 日の業務の流れ

を見える化。ムリ

を削減 

業務時間調査を

行い業務量の把

握 

残業は無いが

無駄な時間の

削減率 

（2）テクノロ

ジー活用 

褥瘡発生時や状態

変化等の利用者情

報の漏れがある 

褥瘡発生時や状

態変化等の情報

送信により共有 

寿システムや

LINEWORKS・カメ

ラ機能を活用。

情報を得る 

運用状況 

③ 手 順書の

作成 

様々な業務につい

て職員の質の底上

げをしたい 

質や作業時間の

差をなくす。チー

ムワークの向上。 

マニュアルを使

用した研修を行

う 

マニュアル更

新状況、研修参

加率 

④ 記録・報告

様 式の工

夫 

帳票記入に不安あ

り 

記録業務の負担

軽減 

定型文、記入日

のルール化 

 

転記回数削減

率、電子化率 

⑤ 情 報共有

の工夫 

情報共有のタイム

ラグを解消したい 

情報の収集と共

有が同時にでき

る 

LINEWORKS によ

る一斉同時配信 

情報共有速度、

電子化率 

⑥ OJT の仕組

み作り 

人材育成を行う 教育スキルを持

つリーダーを育

成 

人材育成の仕組

み（目標や内容、

手順）を作る 

認定者数、OJT

実施回数 

⑦ 理念・行動

指 針の徹

底 

不測の事態にも職

員は焦らず行動で

きる 

優先を考え自律

的な行動がとれ

る 

理念や行動指針

に立ち戻る癖を

つける 

目標達成率、面

談実施回数 



3． 年間行事計画  

 部門行事計画 防災訓練・感染

症、熱中症対策 

地域交流計画 職員研修 

計画 

セルフチェッ

ク 

4月 人事考課 

 

 秡川地区 

地域サロン 

長寿園勉強

会 

 

5月 部門勉強会（療

養食加算） 

備蓄食品・備品の

確認と補充 

オレンジカフ

ェ 

長寿園勉強

会 

 

6月 厨房保守点検 

 

 

 

オレンジカフ

ェ 

長寿園勉強

会 

 

7月 部門勉強会（経

口移行加算） 

非常災害訓練（食

事） 

秡川地区 

地域サロン 

長寿園勉強

会 

 

8月 部門勉強会（経

口維持加算） 

職員利用者検便 オレンジカフ

ェ 

長寿園勉強

会 

 

9月 部門勉強会（栄

養強化加算） 

 オレンジカフ

ェ 

長寿園勉強

会 

プラン・加算

関係 

10月 人事考課 

 

 秡川地区 

地域サロン 

長寿園勉強

会 

 

11月 鹿児島県へ栄養

報告書提出 

 オレンジカフ

ェ 

長寿園勉強

会 

 

12月 厨房保守点検  オレンジカフ

ェ 

長寿園勉強

会 

 

1月 部門勉強会（栄

養管理体制加

算） 

備蓄食品・備品の

確認と補充 

秡川地区 

地域サロン 

長寿園勉強

会 

 

2月 嗜好調査 職員検便 オレンジカフ

ェ 

長寿園勉強

会 

 

3月 部門勉強会（栄

養アセスメント

加算） 

 オレンジカフ

ェ 

長寿園勉強

会 

 

  ※水質検査・害虫駆除・衛生チェックは毎月実施する。 

  ※各ユニット実施によるイベントの協力は随時行う。 

  ※熱中症対策を行う。 

  ※地域交流は感染対策を行い実行する。 



令和 8年度 相談員・ケアマネ部門 事業計画(案) 

 

１. 中期(令和 6年度～8年度)重点項目 

①利用者支援の基本目標 

 ・相手の理解度に合わせて親切丁寧な説明を心掛ける。 

・利用者・家族・職員の意見を調整し、利用者の状態に合わせて計画的な支援の実行と同意

書の整備を行う。各加算取得要件を把握した上でアセスメントを行い、個々の状態や利用

者・家族の意向に合わせ、適切な加算取得に努めることでケアの質を高める。また、個別

性のあるケアプランの作成をする。 

・相談員、ケアマネで情報共有を密にし、担当者不在時も対応できる体制を維持する。 

・入院時は多職種および病院と連携をしながら、適切な退院支援を行う。また、空所利用を

活用し居室を社会資源として必要な利用者に適切に使用する。 

 

②人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

 ・クリエイティブオフィスと協力し、企画行事や活動の様子を情報発信していく。 

・記録システムにより速やかに支援状況を確認し、根拠に基づく介護となっているか指導し、

介護職のアセスメント能力の向上を図り、現在配属されている職員を大切に育てる。 

・実習生の受け入れを行う中で、施設の特色を PRする。 

・各職種の役割を活かし利用者の抱える課題を解決する中で、職員に成功体験を積み重ねて

もらい、業務を遂行するための能力向上を目指す。 

・異動職員や新人職員に対して、適切に業務を行えるよう指導やアドバイスを行う。 

 

③働きやすい職場環境作り 

・介護部門と連携し、見守り支援などのシステムデータをもとに利用者の状態把握を行い、

適切なプラン作成や退所の状況を予測しながらスムーズな入所受け入れに繋げる。 

・介護記録システムで支援内容を確認し、プランに沿った支援となっているか確認する。 

・会議の際に ZOOM等の活用やテレワークを活用しデスクワークの管理を行うことで、定時出

勤定時退社に努め、労務管理の申請や業務などについて気兼ねなく相談し合える環境を維

持する。 

・共有すべき利用者情報はデータで管理保管を行い、ペーパーレス化をはかる。 

 

④施設・設備の改善 

 ・利用者の面会環境を定期的に確認し、快適に面会をしていただける環境を整備する。 

 ・入退所時は壁クロスや床の汚れ等の居室の状況を確認し、必要に合わせて清掃を依頼する。 

 

 ⑤入居率・稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・入所稼働率 99.2％を目指す。退所後および入院時、ショートステイの空所利用を活用し適



切なベッドコントロールを行う中で年間の空所日数を減らし、新規入所までの期間を 4日

以内で調整していく。 

・現状の申し込み状況から、看取りから特例入所対象者まで柔軟に受け入れができるように

適切な情報収集を行う。また、医療機関の回復期や慢性期病棟からの受け入れ以外にも、

急性期患者の早期退院支援に関しても後方支援として介護サービスの案内を行い、介護医

療の連携促進に努める。 

・状態確認などで外出する際は、外部の居宅介護支援事業者や病院なども合わせて訪問し、

営業活動を行う。 

・入所申込相談を受け付け後にアセスメント調査を随時行い、外部からの申込者については

恵仁会のサービスで支援できないか検討し、住み替えを視野に利用者確保を行う。 

・部門内のミーティングにおいて、入所検討委員会の結果をもとに調査対象者選定及び調査

者の確保について協議し、計画を立て待機者確保を行う。 

・療養会議時に恵仁会入所施設の空所状況を共有し、適切な退院支援を行う。入院に伴う空

床は年間 100日以内を目標とする。 

 

２．生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

①職場環境の

整備 

机やその周囲に書類

やファイルが溜まり

やすい。 

仕事環境が整理さ

れた状態となる。 

②（1）の業務の再構

築のもと、ファイル

整備の時間を作る。 

整理時間の実施

状況及び環境確

認 

②業務の明確 

化と役割分担 

業務全体の流

れを再構築 

ケアマネ、相談員、

ショート相談員と

互いにフォローし

ているが、個々の業

務に滞りがある。 

人員配置を含め検

討し、ムダ、ムラ、

ムリが無いような

業務を再構築す

る。 

仕事の割り振りを

再検討する。 

状態確認や契約説

明の時間短縮 

業務状況の確認 

テクノロジー 

の活用 

ChatAIの活用を業

務へ落とし込む 

ChatAIを活用し業

務時間を短縮す

る。 

活用方法を検討し、

必要時プロンプト

を作成する。 

ChatAI の活用状

況確認 

③手順書の作

成 

互いのスケジュー

ルを把握できてい

ない。 

職員のスケジュー

ルを可視化できる

ツールを作成。 

ICT 活用か、ホワイ

トボードやカレン

ダーの活用。 

実施確認 

④記録・報告 

様式の工夫 

入所相談などの聞

き取り内容が紙ベ

ースで保管されて

いる。 

入所相談内容がデ

ータでいつでも確

認できる。 

記録システム、ある

いはクラウド上の

管理を検討する。 

管理状況の確認 

⑤情報共有の 

工夫 

LINEWORKS での情報

が共有されている

LINEWORKS で必要

な情報共有が適切

確認後は必ずスタ

ンプで意思表示す

運用状況の確認 



かわからない。 にできている。 るようにする。 

⑥OJTの仕組み 

作り 

個別の相談対応が

適切か評価できて

いない。 

互いにスーパーバ

イザーとなれる。 

部門ミーティング

で相談対応を共有

し対応を振り返る。 

共有件数 

⑦理念・行動 

指針の徹底 

イレギュラーな相

談対応時に判断に

迷う。 

対応方法の統一を

する。 

⑥の振り返りで共

有。研修への参加。 

共有件数及び研

修参加状況 

 

３．年間行事計画 

  部門行事計画 防災訓練・感染症、

熱中症対策 

地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4月 新入職員オリエ

ンテーション 

熱中症対策及び熱中

症時の対応方法確認 

 長寿園勉強会  

5月 入所検討委員会 WBGT値の確認と周知  長寿園勉強会  

6月   感染症勉強会参加 

防災訓練 

WBGT値の確認と周知 

 長寿園勉強会 確認月間 

7月 
 

WBGT値の確認と共有   長寿園勉強会  

8月 入所検討委員会  WBGT値の確認と周知  長寿園勉強会  

9月 
 

防災訓練 

感染症勉強会参加 

WBGT値の確認と周知 

 長寿園勉強会  

10月 
 

WBGT値の確認と周知  長寿園勉強会  

11月 入所検討委員会 防災訓練 小学校交流会 長寿園勉強会  

12月      長寿園勉強会 確認月間 

1月 
 

   長寿園勉強会  

2月 入所検討委員会 
 

 長寿園勉強会  

3月 家族会 
 

 長寿園勉強会  

※施設管理・相談・ケアマネ会議は毎月実施。入所検討委員会は、必要時は随時開催する。 



令和８年度 ショートステイ 事業計画（案） 
 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 
医療的ニーズの高い利用者を含め、中重度の利用者受け入れが行える体制を整える。 

経管栄養、吸引等への対応や看取り期の対応等研修や勉強会参加を行い、技術向上を図る。 

医療ニーズへの対応や認知症状に対する支援の方法等、多職種で連携し課題分析し、支援を行

っていく。支援方法について、ご家族へも助言や指導を行うことで、在宅生活継続の限界点を

高めることができるよう利用者、ご家族双方へのアプローチを行っていく 

 
② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・恵仁会の各事業所の特色やサービス内容、職種について職員が他者に伝えることが出来る。 

要約したパンフレットを配布し、個々がセールスポイントを理解し、家族や知人等へ紹介でき 

るようにする。 

・関係職員が、利用者送迎や担当者会議参加を通して、実際に生活している環境（自宅）で、利 

用者・家族の意向を聞く機会を設けることで、どのような支援が必要であるか個別ケアについ 

て考える機会を作る。また他事業所の役割や業務について知る機会や、連携を図ることで 

人材育成に繋げる。 

 
③ 働きやすい職場環境作り 

・利用予定や送迎、食事数を一括して管理・把握できるようシステムを活用し、関係職種で 

情報共有を行う。また送迎表作成や食事発注にかかる時間短縮に繋げる。 

・契約書・ケアプランの電子署名、電子媒体で保管、請求書・領収書の電子化に取り組む。 

・利用者の利用状況、支援状況確認の際に、支援を行う職員に対して身体的、精神的負担 

がないかの確認を行い、リフトや生体センサーの活用での身体的負担軽減や精神的負担 

の要因を把握し、必要があれば早期に対応を行う。 

・月に 1回職員同士で話ができる時間を確保し、日頃から話しやすい環境を作る。 

 

④ 施設・設備の改善 
・電子機器を多く活用している為、コンセントの確認は、こまめに行い不備があれば交換 

を行う。 

 
⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・年間稼働率 92％を目指す。 

・医療ニーズの高い方への受け入れを積極的に行い、医療連携強化加算月 7名を目指す。個別 

機能訓練加算月平均延べ 180名、生活機能向上連携加算月平均 30名の取得。 

・外部居宅ケアマネージャーやご家族への利用説明時に、利用期間について柔軟な対応が可能 

であることや、施設入所の利用相談、対応を行い、ショートステイや入所施設の待機者獲得 

に繋げる。各入所施設の待機情報の把握を行いながら、入所への移行が円滑に行えるよう、 

事業所への情報提供を行っていく。 

・退院後や機能低下等在宅生活に不安がある方に対し、1日の生活状況の把握、健康管理や 

睡眠状況、身体機能・生活動作に関する評価や環境の工夫について、各職種から提案を 

行い、適切なサービスの提案、紹介に繋げていく。 

 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点

（BEFORE） 
理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の 
整備 

利用者ファイルが、

所定の棚に入ってい

ない（個人の机に置

いている） 

決まった位置にあ

ることで、探す時間

の短縮、他者の手を

止めずに済む 

棚に直す習慣を

つける、1 つずつ

業務を行う 

書類を探す時間

の変化をみる 

②業務の明確化

と役割分担 
（1）業務全体の

流れを再構築 

共通業務を他者がし

ているだろうと思

い、業務が遅滞して

いることがある 

最初に関わった職

員が、終結するまで

の把握ができる 

LINEWORKS を活用

し、情報発信、リ

アクション等で

の共通理解を図

る 

職員の業務内

容、残業時間 

（2）テクノロジ

ーの活用 
食事注文表作成に、

時間がかかる 
利用者一覧から、食

事数を出すことが

出来、時間短縮でき

る 

一括して管理が

行えるシステム

の活用 

食事注文表作成

にかかる時間の

変化 

③手順書の作成 手順書の更新が行え

ていない 
業務効率化、統一し

た業務が行える 
業務の見直し、手

順書の更新 
 

業務にかかる時

間 

④記録・報告様式

の工夫 
実施記録から、日々

の状況を読み取れ

ず、職員への聞き取

りが必要である 

実施記録から、報告

書作成が行える 
介助の状況や特

記事項の記載を

呼びかける 

報告書作成にか

かる時間 

⑤情報共有の工

夫 
LINEWORKS のグルー

プで、伝達がうまく

出来ていない事があ

る 

LINEWORKS グループ

を活用して、情報共

有できる 

情報を確認した

ら、リアクション

や返信を行うよ

う声をかける 

 

LINEWORKS 既読

数、リアクショ

ン数 

⑥OJT の仕組み

作り 
中重度者受入れの体

制作り 
職員の不安軽減、利

用者の受入が柔軟

に行える 

経管栄養、吸引の

対応や看取り期、

認知症の方の対

応方法を学ぶ機

会作り（研修、勉

強会参加） 

対象利用者の受

入人数 
 

⑦理念・行動指針

の徹底 
利用者の生活背景、

在宅生活の継続にむ

けた支援の提供 

利用者の在宅生活

が継続でき、定期的

な利用に繋がる 

在宅生活を見据

えた支援方法の

共有と利用状況

についての情報

発信をご家族、関

係事業所へ行う 

利用者の利用回

数 

 
 
 
 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計画 防災訓練・感染症、

熱中症対策 
地域交流計

画 
職員研修計画 セルフチェック 

4
月 

新人職員オリエ

ンテーション 
 合同サロン 長寿園勉強会  

5
月 

   長寿園勉強会  

6
月 

 感染症予防、食中毒

予防（ガウンテクニ

ック訓練） 
熱中症対策（室温管

理・水分補給） 

 長寿園勉強会 ファイルチェッ

ク（書類整備） 

7
月 

 非常災害訓練（食事

編） 
熱中症対策（室温管

理・水分補給） 

合同サロン 長寿園勉強会  

8
月 

 熱中症対策（室温管

理・水分補給） 
 長寿園勉強会  

9
月 

 嘔吐処理訓練 
熱中症対策（室温管

理・水分補給） 

 長寿園勉強会  

10
月 

利用者、ご家族向

けアンケート 
 合同サロン 長寿園勉強会  

11
月 

 防災訓練 鹿屋小交流

会 
長寿園勉強会 ファイルチェッ

ク（書類整備） 
12
月 

   長寿園勉強会  

1
月 

 ハラスメント研修 合同サロン 長寿園勉強会  

2
月 

 非常災害訓練（机上

訓練） 
 長寿園勉強会  

3
月 

家族会 レジオネラ検査  長寿園勉強会  

 

 

※施設管理・相談・ケアマネ会議を毎月実施する。 

※基本的な感染対策及び共同による消毒は毎日行う。 

※家族会や地域交流は感染症が落ち着いている時期を判断し感染対策を行い、実行する。 



令和８年度 鹿屋長寿園教育部門 事業計画（案） 

 

１． 中期（令和６年～８年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

・利用者やご家族が不快にならないように、言葉使い等接遇面の教育を徹底してい 

く。 

・利用者の立場に沿った満足のいくサービスを提供出来るように、オンライン研修や 

外部研修の受講により職員の質の向上に努める。 

  ・看取り支援中の方々の意向に沿ったケアの提供と、看取り支援に適した環境を整え 

   る。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

  ・学校や就職面談会時、自施設が導入している福祉器具や眠りコネクトの動画等を用 

いて説明を行い身体的負担軽減や業務効率化が図れていることや、職員旅行等あり 

福利厚生も充実していることをアピールする。 

  ・エルダー制度と OJTを組み合わせ、段階的にスキルアップの向上を図る。 

  ・新卒者についてはエルダーと進捗状況の確認を行い、課題抽出し課題解決に取り組 

 む。また２年間継続的に面談することにより、メンタル面のフォローを行う。 

・毎月勉強会は学研サポートを活用し、個々のスキルアップとテストをすることによ 

り理解度を図る。 

・技能実習生育成の為、実習指導員やユニットスタッフと進捗状況を確認しながら計 

画的に進めて行く。入職３ヶ月を目途に変則勤務に従事出来るようにする。また、 

実習生の仕事面や生活面でのサポートとアドバイスを行い安心して働けるようにす 

る。 

   ・技能実習生と特定技能のコミュニケーションがスムーズに行くように、スマートプ 

   ロジェクトチームと共同し外国人実習生交流会の場を設け、お互い不安なく働ける 

   ようにする。 

③ 働き職場環境作り 

・LINEWOKSを活用し情報共有の効率化と利用者情報や状態把握に努め、的確にアドバ

イスを行い、各職種が働きやすいようにしていく。 

・仕事のやりがいや働き甲斐を感じる職場にするために、円滑にコミュニケーション

が図れるようにサポートする 

・様々なハラスメント防止の為、年１回外部講師を招いて研修を行い職員全員に周知

する。 

④ 施設・設備の改善 

・ラウンド時、リスクを伴う場所等、不備がある個所は施設管理に報告・相談する。 

 



⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・地域行事のグランドゴルフや運動会に参加し、各事業の PRを行う。 

・電気代削減として必要な個所以外の無駄な電気を使用しない等、個々に節電意識を 

定着させる。 

  ・物品倉庫の品物は、予算内に収まるように１階と２階の在庫調整を行う。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点
（BEFORE） 

理想像
（AETER） 

取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の
整備 

物品倉庫の整理
整頓ができてい
ない 

置き場所がすぐ
に分かる 

テプラを貼り置
き場所を決める 

５S 達成度 

② 業務の明確
化と役割分
担（１）業
務全体の流
れを再構築 

求人活動の明確
化 

適切な役割分担
を行う 

総務課や関連職
種と年間計画を
立てる 

目標達成率 

（2）テクノロジ
ーの活用 

新しい物を取り
入れる事が難し
い 

必要な機器の選
定 

新たな ICT の
活用 

運用状況 

③ 手順書の作
成 

複数の面談会や
企業説明会に参
加している 

企業説明会等取
りこぼしなく参
出来る 

年間計画書を作
成する 

目標達成率 

④ 記録・報告
様式の工夫 

口頭での報告が
あった 

情報漏れがなく
なる 

資料のデジタル
化 

情報共有速度 

⑤ 情報共有の
工夫 

情報共有ができ
ていない 

情報共有を促し
関係部門全体の
業務効率化の向
上を図る 

グループライン
の活用と共有 

情報共有速度 

⑥ OJTの仕組
み作り 

職員の指導方法
にバラつきがあ
る 

教育内容と指導
方法を統一する 

業務マニュアル
の活用 

キャリア段位の
評価シートに沿
って評価する 

⑦ 理念・行動
指針の徹底 

働く職員を大切
にする 

職員の定着を図
る 

中途採用者の面
談を行う 

面談実施回数 

 
 



3. 年間行事計画 
 行事計画 防災訓練・感染

症、熱中症対策 

地域交流計画 職員研修計画 セルフ 

チェック 

４月 新人オリエン

テーション 

 合同サロン 高齢者虐待・身

体拘廃止 

研修受講状況 

確認 

５月    認知症ケア 研修受講状況 

確認 

６月  熱中症アラート

の周知 

ガウンテクニッ

ク訓練 

 感染症及び食中

毒予防 

研修受講状況 

確認 

７月  熱中症アラート

の周知 

非常災害時 

机上訓練 

特別支援学校

交流会 

合同サロン 

リスク管理 研修受講状況 

確認 

８月  熱中症アラート

の周知 

 プライバシー保

護 

研修受講状況 

確認 

９月  熱中症アラート

の周知 

感染症 BCP 

机上訓練 

レジオネラ検査 

秡川町内会グ

ランドゴルフ

大会 

感染症及び食中

毒 

研修受講状況 

確認 

１０月  防災訓練 鹿屋小交流会 

合同サロン 

高齢者虐待・身

体拘束廃止 

研修受講状況 

確認 

１１月    看取り支援 研修受講状況 

確認 

１２月    リスク管理 

交通安全研修 

研修上状況 

確認 

１月   合同サロン 褥瘡予防・ハラ

スメント防止 

研修受講状況 

確認 

２月  非常災害 BCP 

机上訓練 

 非常災害研修 研修受講状況 

確認 

３月  レジオネラ検査 

防災訓練 

 緊急時の対応 研修受講状況 

確認 

 



令和 8 年度 施設管理部門 事業計画（案） 
 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 
 

① 利用者支援の基本目標 
・安心安全な送迎を実施して、利用者に対する信頼感を向上する 
・園内の不具合を早期発見及び早期復旧に努め、職員からの作成物等の依頼には迅速に対応し、 

現場の生産性向上に貢献する 
・洗濯回収や配送、清掃時にユニット内に立ち入る際は、笑顔で挨拶をし、利用者が安心感を 
 得られるようにする 
・良好な生活環境を提供するために環境整備を心掛ける 
 
 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 
・明るい人間関係を育成する 
・後輩等に対する職種状況のアピール 
・恵仁会での取り組みや働きやすさをアピールする 
 
 

③ 働きやすい職場環境作り 
・業者を有効に活用して、業務の効率化を図る 
・倉庫の整理整頓を常時行い、工具の紛失等をなくし作業効率化を図る。 
・定期的に業務や作業内容の見直しを図り、業務の効率化や、洗濯、清掃業務の協力体制を 
 構築する 
 
 

④ 施設・設備の改善 
・施設機器（自家発電機やポンプ等）に関し、自分達で行える日常点検項目を業者へ確認し、 
 定期点検を実施する。 
・定期的に建物内点検（壁紙の剥がれや汚れ、コンセントタップの割れ等）を行い、不良個所 

があった際は、対応又は業者依頼行う。（継続して実施） 
 
 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 
・安全な送迎により恵仁会の評価を高める 
・地域貢献を実施して恵仁会をアピールする 
・良好な生活環境を作り居心地の良い空間を作る 
 
 
 
 
 
 
 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点

（BEFORE） 
改善（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 
業務関連備品の老朽

化による業務効率の

低下 

各課の備品の状況

確認し、老朽化や破

損しているものの

確認 

備品状況の確認 
必要であれば入

換（掃除用具や工

具、カート等） 

実施確認 

②業務の明確化と

役割分担 
（1）業務全体の流

れを再構築 

業務見直し後の評価 
 

業務評価を行った

後、作業を明確化

し、適切な役割分担

を行う 

事前ミーティン

グの実施。業務マ

ニュアルの作成 

実施確認 

（2）テクノロジー

の活用 
作業中での連絡（手

が止まる） 
インカムを利用し

たタイムリーな情

報共有（管理・清掃） 

インカム・トラン

シーバーの導入 
実施確認 
業務時間短縮

率 
③手順書の作成 個人の力量さがあ

り、作業において、

できる、できないが

生じる 

作業工程の統一 業務マニュアル

の作成 
実施確認 

④記録・報告様式

の工夫 
報告等の様式にシス

テムが多い為、操作

に時間がかかる。 

PC 入力ができるよ

うにする。 
PC 操作の勉強会 実施時間短縮

率 

⑤ 情報共有の工

夫 
活動している職員に

対して、それぞれ個

別指示や状況確認 

インカムを利用し

たタイムリーな情

報共有 

インカム・トラン

シーバーの導入 
実施確認 
業務時間短縮

率 
⑥ OJT の仕組み

作り 
送迎時の移乗介助等

の不安 
清掃業務の実態把握 

対象利用者の把握

し、対応。不安軽減

を図る。 
清掃業務の把握と

作業見直し 

ユニット実習行

う。 
前業者の作業ベ

ースの見直しと

業務把握行い、担

当職員が OJT 内

容の共有ができ

る様にする。 

書類確認 
実施確認 

⑦理念・行動指針

の徹底 
イレギュラーな事態

が起こると職員が自

身で判断できない 

組織の理念や行動

指針に基づいた自

律的な行動 

年度目標の共有、

面談の実施 
結果確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策 
地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4
月 

給湯器清掃 
次亜塩素点検 

避難経路の整理整

頓 
発電機燃料点検 
熱中症対策準備 

サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会 書類点検 

（運行日誌、点検

表） 

5
月 

エアコンフィル

ター清掃 
給湯器清掃 

避難経路の整理整

頓 
熱中症対策 

サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

6
月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 
車載用嘔吐処理セ

ットメンテナンス 
熱中症対策 

サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

7
月 

給湯器清掃 
次亜塩素点検 

避難経路の整理整

頓 
熱中症対策 

サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

8
月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 
熱中症対策 

サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

9
月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 
熱中症対策 

サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会 書類点検 

（運行日誌、点検

表） 
10
月 

エアコン清掃 
給湯器清掃 
次亜塩素点検 

避難経路の整理整

頓 
熱中症対策 

サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

11
月 

イルミネーショ

ン設置 
給湯器清掃 

避難経路の整理整

頓 
車載用嘔吐処理セ

ット 
メンテナンス 

サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

12
月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 
サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

1
月 

エアコンフィル

ター清掃 
給湯器清掃 
次亜塩素点検 

避難経路の整理整

頓 
サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

2
月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 
サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

3
月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 
サロンドライ

ブ 
長寿園勉強会  

 



令和 8年度 指定居宅介護支援事業所鹿屋長寿園 事業計画（案） 

 

1． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・多職種連携による利用者ニーズに応じた自立支援ケアマネジメントを実施する。 

・利用者・家族の相談に応じ、迅速な対応で自宅での安心生活を支援する。 

・介護予防・軽度段階から関係機関と連携し、状態変化にも対応できる継続的なケアマネジメン

トを提供する。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・研修会参加や実習生受け入れを通じてケアマネジャーの魅力を発信し、多職種連携を深めるこ

とで人材確保と就職に繋げる。 

・質の高いケアマネジメント実現のため、ヤングケアラーなどの多様な課題に対応すべく自己研

鑽と知識共有を推進する。主任ケアマネジャー4 人体制で助言指導を行い、今後の増員に向け

た育成も実施。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

デジタルツール（電子媒体、AI議事録）の導入と定期的な在宅ワーク推進により、業務効率化、

生産性向上、感染症対策、災害時対応を強化する。定時退社を促し、管理者が時間外勤務やメ

ンタル面を把握・調整することで職員の負担を軽減。計画的な有給取得と相互協力体制を確立

し、利用者支援の充実と働きやすい職場環境を目指す。 

・計画的に 5日間以上の有給休暇が取得できるようにし、ケアマネ間で協力して不在時の対応 

を行い、個人の業務負担とならないように意識を持つようにする。 

 

④ 施設・設備の改善 

パソコンなどの電子機器や車両について、適切性を随時確認し、必要に応じて更新・入れ替え

を行う。また、ケアマネジャーの人数に見合った車両および備品を確保し、毎月の支出を最適

化する。 
 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保）                              

・関係機関と連携し、顔の見える関係性を築くことで新規利用者の獲得を図る。 

・ケアマネジャー一人あたり 32 件の稼働件数を目標に、安定した事業運営を行う。 

・介護予防から要介護まで継続的な支援を提供し、特に夫婦等では同じケアマネジャーが担当

することで、利用者・家族が安心して相談できる体制を整える。 

・訪問の効率化と燃料費削減のため、担当利用者の地域集約化を進める。 

・オンライン活用や協力業務、エアコンの適正使用により、燃料費・電気代等の経費削減に努

める。 

・ケアプランデータ連携システムを積極的に活用し、業務効率化、コスト削減、転記ミス防止

を図り、加算算定へ繋げる。 

・オレンジカフェ等への参加を通じて地域住民との関係を深め、相談しやすいケアマネジャー

として新規利用者獲得を目指す。 

 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

 

項目 課題点（BEFORE） 理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

①職場環境の整

備 

使用のない書類や物

品等の整理整頓がで

きていない 

置き場所を統一し、

誰でも把握できる 

年度内で一度全

員で整理整頓す

る日を作る 

事業所内の整理

整頓 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

自事業所独自のマネ

ジメント業務に関す

る教育指導書が不充

分 

指導書作成し、誰で

も一様に指導が行

える 

指導書作成 指導書作成完了 

（2）テクノロジ

ーの活用 

チャット AI の活用

が少ない 

チャット AI の活用

回数を増やす 

各ケアマネが取

り組めるように

声かけ 

チャット AI 活

用回数 

③手順書の作成 役割分担している担

当者以外の者が対応

できないことがある 

業務を明確化して、

誰でも対応できる

ようにする 

各担当者が役割

ごとにマニュア

ルを作成 

マニュアル作成

完了 

④記録・報告様式

の工夫 

記録に時間がかかっ

ている 

デジタル化、作成ツ

ールを活用 

AI 議事録作成ツ

ールを活用 

AI 議事録活用

率 

⑤情報共有の工

夫 

情報共有できていな

い内容がある 

全員が把握できる

ように情報共有 

LINEWORKS、特定

会議活用 

全員が情報を共

有 

⑥OJT の仕組み作

り 

職員の教え方や考え

方にぶれがある 

指導方法を統一し、

指導者も一緒に成

長 

指導書やマニュ

アルを活用 

自事業所の役割

を共有 

指導書やマニュ

アルの活用度 

⑦理念・行動指針

の徹底 

イレギュラーなこと

が起こると一人で判

断するのが難しい 

関係機関と連携を

図り実施できる 

関係機関との関

係作り 

自律的に行動で

きた回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策・熱中症対策 

地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4

月 

 熱中症対策準備 オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修  

5

月 

相談苦情検討委

員会 

BCP研修  事業所研修  

6

月 

感染対策委員会 

虐待防止委員会 

熱中症リーフレッ

ト交付 

他法人居宅・包

括支援センタ

ーと勉強会・意

見交換会 

事業所研修 

鹿屋市東部地区

研修会 

県介護支援専門

員研修 

 

7

月 

  オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修  

8

月 

相談苦情検討委

員会 

 他法人居宅・包

括支援センタ

ーと勉強会・意

見交換会 

事業所研修 

鹿屋市東部地区

研修会 

 

9

月 

特定事業所集中

減算書類提出 

感染症訓練  事業所研修 

権利擁護・虐待防

止研修会 

 

10

月 

  オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修 

ヤングケアラー・

生活困窮者等研

修会 

 

11

月 

相談苦情検討委

員会 

BCP訓練 他法人居宅・包

括支援センタ

ーと勉強会・意

見交換会 

事業所研修 

鹿屋市東部地区

研修会 

県介護支援専門

員研修 

 

12

月 

感染対策委員会 

虐待防止委員会 

感染症研修  事業所研修  

1

月 

  オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修 

ハラスメント研

修 

 

2

月 

相談苦情検討委

員会 

 他法人居宅・包

括支援センタ

ーと勉強会・意

見交換会 

事業所研修 

鹿屋市東部地区

研修会 

県介護支援専門

員研修 

 

3

月 

特定事業所集中

減算書類提出 

 オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修 事業所内で他ケ

アマネの記録物

確認 

 



令和 8 年度 介護保険相談センターかのや事業計画（案） 
 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 
① 利用者支援の基本目標 

 利用者家族の生活意向に沿った質の高い迅速なサービス提供を基本とし、実現のため、法人

内各事業所、医療機関、肝付障がい基幹、地域包括、行政との連携を強化。利用者家族への多

重層支援に対応し家族まるごと支援を行い特定事業所としての役割を果たす。 
 
 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 
 ケアマネ実務研修での魅力発信により、法人内からのケアマネ業務希望者を確保する。また、

法人内外研修を通じたスキル・知識向上、資格取得支援（業務調整を含む学習環境整備）、およ

び次世代管理者の育成していく。 
 
 

③ 働きやすい職場環境作り 
公平な業務分担と有給取得を推進、テレワークを活用しゆとりのある業務遂行の環境と職員

間の協調性を深め笑顔あふれる職場環境を目指し、カスタマーハラスメントで生じる担当者の

負担軽減に向けては管理者が迅速に対応する。 
 
 

④ 施設・設備の改善 
電気代削減で令和９年までには事業所の電灯を LED に変更する。 

 
 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 
利用者月平均稼働件数 30 件、特定事業所医療介護連携加算の取得、ターミナル加算 15 件の算

定を目標に掲げ収入目標達成に向けて、利用者確保に向けて法人職員、利用者家族、地域包括、

医療機関、在宅医への営業を強化する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点

（BEFORE） 
理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 
照明 LED 化 予算月に依頼 設置確認 

②業務の明確化

と役割分担 
（1）業務全体の

流れを再構築 

消耗品の事務用品、

衛生用品の発注業務

職員が固定化してい

る 

全職員対応できる

様にする 
担当者を決める 備品切れが生じ

ていないか確認 

（2）テクノロジ

ーの活用 
生成ＡＩの活用 業務の改善効率化

に繋げる 
各自調べものや

資料作成に使う 
業務改善の貢献

度確認 
② 手順書の作成 改定に伴う書式対応 手続きの不備をな

くす 
改定に沿った書

式作成 
作成時内容確認 

④記録・報告様式

の工夫 
各委員会の議事録作

成 
効率化 ノーマン活用 作成時間で評価 

⑥ 情報共有

の工夫 
外部事業所との連絡

に手間がかかる 
効率化 ラインワークス

やメールの普及

を増やす 

普及率 

⑦ OJTの仕

組み作り 
生活課題の記録とプ

ランの整合性が不十

分 

根拠に基づいた課

題作成の習慣化 
内部監査で修正

をかけていく 
主任ケアマネで

確認 

⑧ 理念・行

動指針の

徹底 

意識徹底 法人職員としての

自立的行動 
様子観察や面談

の実施 
面談で主労意欲

を確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計

画 
防災訓練・感染症

対策・熱中症対策 
地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4 月  消毒剤、マスクの

常備、常時換気 
空調管理（毎月） 
熱中症対策 
水分補給促し 

 認知症 議事録確認 

5 月    生活困窮者支援 議事録確認 
内部監査 

6 月 感染症・虐待委

員会 
熱中対策委員会 北部地区ＣＭ

連絡会 
 

虐待防止身体拘

束 
議事録確認 

7 月 特定事業所間

事例検討研修 
  感染症全般 議事録確認 

8 月 ＢＣＰ自然災

害座学（学研ア

カデミー） 

  災 害 ・ 感 染 症

BCP 
議事録確認 

9 月 ＢＣＰ感染症

座学（学研アカ

デミー） 

  感染症食中毒、コ

ロナ、インフルエ

ンザ 

議事録確認 

10
月 

  北部地区ＣＭ

連絡会 
看取りケア 議事録確認 

11 月 特定事業所間

事例検討会 
  BCP 訓練 議事録確認 

12
月 

感染症・虐待委

員会 
  交通安全 議事録確認 

1 月    ヤングケアラー

研修 
議事録確認 

2 月   北部地区ＣＭ

連絡会 
福祉用具 議事録確認 

3 月    難病 議事録確認 
 
 
 
 
 
 



令和 8 年度 デイサービスセンター鹿屋長寿園 事業計画（案） 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・(あなたに応じた自立を支え目的があるから通いたくなるデイサービスを目指します)という 

基本理念のもと「運動」「認知症予防」「自立支援」の 3 本柱でプログラムを充実させ、利用者

の目的や目標が達成できるよう支援していく。 

   ・利用者の自立支援・重度化防止のため、中重度の受け入れを行い、ADL の維持・改善を図り、

長期的に在宅生活を支える。 

   ・切れ目のない在宅生活を支援する為に訪問サービスの展開。その準備として訪問サービスへの

理解を深め、支援内容・方法をより幅広い視野で考えられるように研修を計画する。 

   ・継続した加算算定が行えるように必要な人員又は利用者の確保を維持する。 

   ・年 1 回の利用者満足度調査アンケートを行い、ニーズ調査と課題を考察し利用者処遇へ反映さ

せる。 

    

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

   ・子育て世代の人が働けるように、定時退社と日曜の固定された休日の職場環境を活かした募集 

を行う。 

   ・SNS を通してご利用者との関わりの様子や事業所の魅力を発信し、人材獲得に繋げていく。 

   ・年間の研修計画を立て、全職員がまんべんなく勉強会に参加しスキルアップが図れるようバッ

クアップを行う。 

   ・体制加算及び訪問に備えて、国家資格取得のサポート体制の維持を行う。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

   ・職員のストレスチェック結果を参考に個人の業務量や働き甲斐、適応能力などを見極めながら

適正配置の提案を行う。 

・業務内容の見直しを図り、担当にしかできない業務をなくし、各職員ができる事を増やす事で 

    皆で事業所を創っているという一体感を持ち、個々のモチベーションを引き上げていく。 

   ・メンタルヘルスケアの一環として定期的に面談を行い、健康状態や近況の把握を行っていく。 

   ・生成 AI の活用の機会を増やして業務の効率化を図る。 

   ・適正な労務管理を行い定時出勤、定時退社、休憩時間の確保と徹底を義務化する。 

 

④ 施設・設備の改善 

   ・特殊浴槽器の選定と導入に向けた検討を行う。(中長期計画) 

   ・利用者の定員数や中重度に応じたトイレの環境を整える。(中長期計画) 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

   ・法人内、外部の居宅介護支援事業所、相談支援事業所へ登録状況、空き状況の情報提供を行い、

定期的に関係事業所へ訪問し連携を図る。 

   ・稼働を向上するために通所介護利用者と共に第一号通所介護利用者の受け入れを引き続き行い、

大規模事業所(Ⅰ)【880～890 人】の算定区分を維持していく。 

   ・物価高騰対策として、水道光熱費削減としてエアコンの温度設定、こまめな消灯と節水の継続

を行う。 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点

（BEFORE） 

理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 

備品の保管場所の整

理整頓。 

何がどこにあるか、

全スタッフが分か

る。 

常時使用する物

と BCP 備蓄品を

分け、整理整頓を

行う。 

把握がしやすい

ように表にす

る。 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

相談員、介護職と役

割分担をしている

が、個々の業務に偏

りがある。  

 

3М(ムリ・ムダ・ム

ラ)のない働き方改

革ができる。 

解消できる 3М

(ムリ・ムダ・ムラ)

を検討し実践す

る。 

残業時間の削減

率 

（2）テクノロジ

ーの活用 

新規利用者の書類整

理(介護計画書、アセ

スメント作成)に時

間を要する 

入力作業の時間が

短縮できる 

議事録作成シス

テム norman や

音声入力システ

ム活用。 

 

ストレスチェッ

ク結果 

② 手順書の作成 不足しているマニュ

アルがある。 

誰が見ても分かり

やすく理解できる

マニュアル。 

不足しているマ

ニュアルの整備。 

定期的に更新状

況を確認 

③ 記録・報告様

式の工夫 

紙ベースの記録物と

データベースの記録

物が混在している。 

ペーパーレス化の

統一性が図れる。 

 

介護記録ソフト

の導入。情報共有

ノートのデジタ

ル化。 

転記回数削減率 

⑥ 情報共有の工

夫 

情報や連絡事項が全

員に伝わっていない

ことがある。 

全職員で情報が共

有できる。 

グループ LINE

やケアズのチャ

ットの活用。 

 

情報共有速度 

⑦ OJTの仕組み

作り 

一人ひとり教え方や

考え方に差がある。 

指導者も共に成長

できる OJT の仕組

み作り。 

 

新人研修マニュ

アルを活用 

新人・中途採用

者研修記録用紙 

 

⑧ 理念・行動指

針の徹底 

事業計画や個人目標

が遂行できていない 

個々が事業計画や

目標に基づいた行

動ができる。 

法人・事業所・個

人の目標や理念

を確認。面談の実

施。 

 

目標達成率 

面談実施回数 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症対

策・熱中症対策 

地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4

月 

花見・散歩 

誕生日会 

熱中症対策アイテム

の整備・点検 

居宅まわり 

祓川地区サロン 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

感染症対策研修 

(手洗い実技) 

BCP(防災)見直し 

BCP(感染)見直し 

 

5

月 

食中毒勉強会 

誕生日会 

感染セットの点検 居宅まわり 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

 

 

6

月 

腰痛予防勉強会 

誕生日会 

災害対策 BCP委員会 

虐待防止・身体拘束適

正化委員会 

居宅まわり 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

 

 

7

月 

七夕 

誕生日会 

 

熱中症対策 居宅まわり 

祓川地区サロン 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

権利擁護研修 

 

8

月 

夏祭り 

誕生日会 

感染症対策委員会 居宅まわり 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

感染対策 BCP 研

修(机上訓練) 

 

9

月 

敬老会 

利用者満足度調査(ア

ンケート) 

誕生日会 

レジオネラ検査 

虐待防止・身体拘束適

正化委員会 

居宅まわり 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

虐待防止・身体拘

束適正化研修 (基

本の考え) 

 

10

月 

運動会 

誕生日会 

認知症勉強会 

防災避難訓練(自主) 

感染症 BCP 委員会 

居宅まわり 

祓川地区サロン 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

 

 

11

月 

小学生交流会 

誕生日会 

感染症セットの点検 居宅まわり 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

 

内部監査 

12

月 

クリスマス会 

交通安全研修 

誕生日会 

感染症対策委員会 

インフルエンザ予防

接種 

虐待防止・身体拘束適

正化委員会 

居宅まわり 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

感染症対策研修 

(ガウンテクニッ

ク) 

 

1

月 

新年会 

誕生日会 

 居宅まわり 

祓川地区サロン 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

ハラスメント対策

研修 

 

2

月 

節分(豆まき) 

誕生日会 

感染セットの点検 

 

居宅まわり 

ケアマネアンケー

ト 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

 

 

3

月 

家族会 

誕生日会 

 

防災避難訓練(立合) 

レジオネラ検査 

虐待防止・身体拘束適

正化委員会 

居宅まわり 

※依頼時出前講座 

在宅勉強会 

虐待防止・身体拘

束適正化研修 (虐

待の種類) 

 

 



令和 8 年度 共生型サービスるりちゃん家 事業計画（案） 

 

1． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

・利用者のデイサービス利用時だけでなく、日常の生活上の困りごとも理解・把握に努め、支援 

する。 

・事業所を拠点に、児童と高齢者の交流の場を提供し、児童の成長を支援する。 

・利用者にとって「来るのが楽しみ」と感じられる場所となるよう努める。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

   ・児童指導員としての育成事業所として研修プログラムの確立を目指す。 

   ・事業所の魅力を SNS等で発信し理念に沿った人員の確保を図る。 

   ・実習生の受け入れを行い、介護・障害福祉の仕事についての魅力を知ってもらえるように情報

の発信をしていく。 

   ・中途採用者研修など、入職時から定期的な面談や研修の機会を設け、評価をしっかり行い、モ

チベーションを保てるように努める。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・ICTの導入により、デジタル記録を促進し、情報の迅速な共有が行えるように努める。 

・職員のスケジュール管理やタスク管理を ICTで効率的に行い、適切な人員配置や労働時間を管 

 理していく。また、コミュニケーションツールとして LINEWORKSの活用で関係事業所との 

やり取りを全職員が出来るようにする。 

   ・オンライン（zoom 研修）での職員研修の参加、担当者会議出席を行い、移動時間を短縮する事 

    で業務の効率化を上げる。 

   ・ハラスメント・メンタルケアについての研修参加を全職員行い、配慮すべき事例があれば、対 

応していく。 

 

④ 施設・設備の改善 

・災害対策に沿った施設環境を整える。 

・去年と引き続き照明の暗い箇所の改善（ＬＥＤに少しずつ買い替え行う）。 

・職員駐車場の後ろ側陥没修繕。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

   ・レクリエーション、季節ごとのイベントなどの企画をし随時 SNSへの発信をしていく。 

   ・法人内外の居宅介護支援事業所、相談支援事業所へ登録状況、空き状況の情報提供を行う。 

    また、定期的に関係事業所へ訪問を行い連携が取れるように努める。 

   ・介護予防体操の研修やレクレーション研修に積極的に参加し身につけて提供できるようにする。 

   ・高齢者・児童の利用者のお休など、振り替え利用を提案し利用者の希望に合わせた利用の提案

ができるようにする。 

   ・物価高騰対策に関して、水道光熱費削減のためエアコンの温度設定、こまめな消灯節水の継続。 

   ・送迎ルートを最適化し、燃料消費を抑える。 

 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 

利用者の脳トレプリ

ントや児童のおもち

ゃの整理整頓が出来

ていない 

何がどこにあるか

だれが見てもわか

りやすいように整

理する 

現場職員同士で

の打ち合わせ、フ

ォルダー統一 

利用者様にすぐ

に出すことが出

来る 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

相談員・介護職の役

割分担を明確に把握

できていない 

職務分掌の明確 業務分掌を一人

一人明確に把握

する 

業務の効率化に

なる 

（2）テクノロジ

ーの活用 

集団体操のマンネリ

化 

毎日体操内容を変

える 

健康王国の活用

方法を充実させ

る 

健康王国の活用 

② 手順書の作成 申し送りのばらつき

がある 

申し送りを全員必

ず確認徹底 

標準様式を定め

る 

マニュアル更新 

③ 記録・報告様

式の工夫 

何度も記録の転記が

ある 

デジタル化 介護記録システ

ム 

転記回数削減

率、電子化 

④ 情報共有の工

夫 

情報共有の仕組みの

構築 

全職員が情報共有

できる 

LINEWORKS 活用、

各事業所との連

携が取れるよう

に説明する 

LINEWORKS の活

用 

⑤ OJT の仕組み

作り 

教育システムのズレ 教育内容・指導方法

の統一 

標準的な手段順

序を作成し、リー

ダーを育成 

認定者数、ＯＪ

Ｔの実施回数 

⑥ 理念・行動指

針の徹底 

全体的に運営状況を

把握できていない 

稼働率を意識でき

る 

目標の共有、面談

実施 

目標達成率、面

談実施回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症対

策・熱中症対策 

地域交流計

画 

職員研修計画 セルフチェック 

4

月 

・誕生会・職員会

議（毎月） 

・椅子ヨガ体験 

・桜壁画制作 

・災害 BCP委員会 

（4月・11月・2月） 

・安全管理委員会 

（毎月） 

・感染症対策委員会 

 （毎月） 

・身体的拘束高齢者虐

待防検討委員会 

（4月７月・10月・２

月） 

 

熱中症対策（4月 7月） 

 

消火、避難訓練 

（6月・11月） 

オレンジカ

フェ 

（毎月） 

オンデマンド 

在宅勉強会 

（毎月） 

・遊具点検（児

童） 

5

月 

・こどもの日 

・母の日プレゼ

ント、制作 

 

   

6

月 

・父の日プレゼ

ント、制作 

 

  ・自主点検 

7

月 

・プール遊び 

 

   

8

月 

・プール遊び 

・スイカ割り大

会 

 

   

9

月 

・敬老会 

 

   

10

月 

・運動会 

 

  ・遊具点検（児

童） 

11

月 

 笠之原地区

運動会 

 ・満足度アンケ

ート（児童） 

12

月 

・クリスマス会、

忘年会 

 

・青空カフ

ェ 

 ・ケアマネさん

アンケート調査

（高齢者） 

1

月 

・お正月遊び 

 

  ・アンケート公

表（児童） 

2

月 

・節分 

 

   

3

月 

・卒園式（児童） 

・家族会 

   

 



       令和 8年度 ミニデイサービス舷揮くん家事業計画（案） 

 

1. 中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

   ・利用者と家族のニーズ把握～迅速対応 

事業所全体でアセスメント結果を共有し、利用者・家族の困りごとを継続的に聴取。情

報を基に迅速かつ的確な支援を実施。 

・栄養アセスメント加算の算定体制構築 

全職員が加算要件を理解できるよう、勉強会や外部研修参加を推進する。 

・職種横断的な情報共有と連携強化 

多職種で常時情報を共有し、ケア方針を統一。事業所全体で質の高いサービス提供を目

指す。 

   

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・SNS等を活用した広報強化を図る。 

・個別面談で職員の目標・悩みを把握し、意識・モチベーション向上を図る。 

・興味・職種に応じた研修参加でスキルアップ推進を図る。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・ICT導入による業務効率化で職員負担を軽減する。 

・日常的な対話促進により健康・悩みを把握し、相談しやすい職場づくりに努める。 

・「恵仁会職員 10の心得」の共有や研修参加でコンプライアンスと風通しの良さを徹底す  

る。 

・身体的・精神的負担を常時チェックし、リフトや福祉用具の活用等で早期対応を行う。 

 

④ 施設・設備の改善 

・不具合箇所があれば、早期に対応する。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・SNSの活用継続や関係機関と連携を図ることで、信頼関係を構築し、利用者の確保に繋げ

る。 

   ・関係機関との情報共有を密にする。 

 

 

 

 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点

（BEFORE） 
理想像

（AFTER） 
取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 
レク用品の棚が

整理整頓されて

いない為、使用

時に見つけにく

い。 

きちんと分別さ

れていれば、使用

時に見つけやす

く、出し入れもス

ムーズに行える。 

使用後は元の位

置に戻す習慣を

つけ、物が増え

た際には、都度

整理整頓行う。 

レク準備にかか

る時間の変化を

見る。 

②業務の明確化

と役割分担 
（1）業務全体の

流れを再構築 

引 継ぎ段 階の

為、業務が偏り

焦りからのミス

などが生じてし

まう。 

偏りなく、業務が

分担できること

で焦ることなく

冷静に業務につ

くことができる。 

業務内容が把握

でき、しっかり

と引き継いでい

く。 

職員への業務状

況の聞き込みや

残業時間の確認 

（2）テクノロジ

ーの活用 
健康王国ＤＸの

活用がうまくで

きていない。 

定期的に活用す

ることでマンネ

リ化を防ぎ、活動

時間が充実する。 

日程をあらかじ

め決めておき、

定期的に活用し

ていく。 

利用者・職員の

意見を確認す

る。 

② 手順書の作成 マニュアルの更

新がされていな

い。 

マニュアルがそ

ろっており、都度

確認ができる。 

更新月に確実に

更新していく。 
更新されている

かの二重チェッ

ク。 
④記録・報告様式

の工夫 
記録の漏れがあ

る。 
確認時に確実に

記録されている。 
記録を片付ける

際に漏れがない

かのチェックを

行う。 

職員間で確認し

合う。 

⑤情報共有の工

夫 
各関係機関への

確実な報告がで

きていない。 

確実に報告を行

う事で、早急な対

応ができる。 

声を掛け合い、

確実に報告して

いく。 

職員間で確認し

合う。 

⑥OJT の仕組み

作り 
必要な知識・技

術の向上 
職員それぞれの

興味関心を把握

し、スキルアップ

につなげる。 

面談にて興味関

心を把握し、合

わせて研修への

参加促しを行っ

ていく。 

定期的な面談。 

⑦理念・行動指針

の徹底 
不測な事態が起

こった際に慌て

てしまう。 

職員全体が冷静

に対応すること

で利用者の不安

を軽減でき、早急

な対応ができる。 

管理者が指揮を

執り、冷静に行

動できるよう日

頃から声掛け指

導行っていく。 

日頃からの様子

を観察・確認し

ていく。 

 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計

画 
防災訓練・感染症対

策・熱中症対策 
地域交流

計画 
職員研修計画 セルフチェッ

ク 
4 月 バイキング 

(花見) 
安全管理・身体拘束・
感 染 対 策 委 員 会
BCP （防災・感染）見
直し 
感染セット点検 
熱中症対策 

居 宅 ま わ
り 

在宅勉強会 書類・カルテ
整備 

5 月 端午の節句 
(製作等) 

安全管理委員会 
熱中症対策 

 在宅勉強会  

6 月 母の日 安全管理委員会 
BCP 机上訓練 

 在宅勉強会  

7 月 七夕 安全管理・身体拘束・
感染対策委員会 

運 営 推 進
会議 

在宅勉強会  

8 月 夏祭り 安全管理委員会 居 宅 ま わ
り 

在宅勉強会  

9 月 敬老会（行事
食） 

防災避難訓練(立ち
合い) 
安全管理委員会 
レジオネラ属菌検査 

 在宅勉強会  

10 月 運動会 安全管理・身体拘束・
感染対策委員会 
BCP（防災・感染）
見直し 
感染セット点検 

八月踊り 在宅勉強会 書類・カルテ
整備 

11 月 干し柿作り 安全管理委員会  在宅勉強会  
12 月 クリスマス会 安全管理委員会 居 宅 ま わ

り 
在宅勉強会  

1 月 お 正 月 ( 行 事
食) 

安全管理委員会 運 営 推 進
会議 

在宅勉強会 
ハラ スメント 研
修 

 

2 月 節分 安全管理委員会  在宅勉強会  
3 月 ひな祭り 消防自主訓練 

安全管理委員会 
レジオネラ属菌検査 

ボ ッ チ ャ
大会 

在宅勉強会  

 



令和 8年度 ホームヘルパーステーション鹿屋長寿園 事業計画（案） 

 

1．  中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

①利用者支援の基本目標 

【認知症ケア及び中重度者ケア、ターミナルケア、口腔ケアへの体制強化】 

上記ケアにおける課題の共有及び分析（充実した記録記入・アセスメント・モニタリ

ングの実施、LINE WORKSでの情報共有）、支援手順書の整備・見直し・内容の充実を

図り、同行訪問を行って、個別指導や定期的な支援実施状況の確認、支援内容の引継

ぎ・統一を確実に行う。歯科協力医療機関やその他かかりつけの歯科医院と、口腔状

態についての情報交換を行い、その情報を基に口腔に関するケアの充実を図る。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・運営状況や職員状況を踏まえ、定期巡回サービスに限定しない、両事業所にメリット

のある連携強化を行う。また、新たな連携先を検討、模索する。 

・広報活動やサービス説明会の実施、Instagram等の SNSを活用し、事業所についての

広報を行う。 

・個々の実践的スキルに対し、各責任者及び管理者が評価や指導を行い、同行訪問にて

支援内容の引継ぎや統一、充実を図る。 

・全職員（登録ヘルパー含）で連携し、1月当たりの訪問時間数等を把握しながら、効

率的及び流動的に職員を配置し、サービスの提供を行う。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・スマケアを継続活用し、業務効率につながる新機能について、積極的に取り入れ、記

録時間、活動表作成時間の短縮や業務改善を図る（特記の履歴コピーの活用等）また、

スマケア新機能に関する ZOOM研修に参加する。訪問介護においても、システム活用

を検討する。 

・ケアプランデータ連携システムを活用し、訪問実績やサービス利用表のやり取りに係

る手間、印刷費等の削減を図る。 

・職員と面談等を通じて状況把握し、業務の調整を行う。また、職場における職員間で

のコミュニケーションを大切にして、日頃から職員同士でより良い人間関係を築け

るように努める。 

・請求領収書電子化の発行促進を図る。 

④ 施設・設備の改善 

・産業医による施設巡視、労働環境に関するヒヤリハット体験レポートを提出し、職場

環境の定期的な点検を実施する。 

・LINE WORKSを全職員で活用し、ご利用者情報の把握や即時の情報共有を図り、また、

安全に情報の取扱いを行う。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・鹿屋市内外の居宅、病院、薬局等へ広報活動を行い、区域外利用の受け入れを行う。 

・事業所収入の中核を担う定期巡回在宅利用者の外部居宅率向上の為、外部居宅及び病

院の SW、薬局（居宅療養管理指導の薬剤師との連携や研修会への参加等）への広報

を行う。 

・サービス提供責任者と計画作成責任者が共同し、訪問介護から定期巡回へ、定期巡回

から訪問介護へとスムーズに利用者の移行を検討し対応する。 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職 場 環 境

の整備 

事業所やご利用者

宅において、ヒヤ

リハットする場面

がある 

ヒヤリハットす

る場面がなくな

り、安全に勤務が

できる 

施設巡視の実

施・環境整備、

労働環境に関す

るヒヤリハット

体験の提出 

ヒヤリハッ

ト・アクシデ

ント・労働災

害の発生回

数 

②業務の明確

化と役割分担 

（1）業務全体

の流れを再構

築 

雇用形態、職種に

対して職務（職務

分掌）に各職員で

ばらつきがある 

各職員が、雇用形

態、職種に合った

職務の遂行がで

きる 

実施している業

務と理想の職

務、目標への取

組について面談

で協議 

年2回の面談

の中で評価 

（2）テクノロ

ジーの活用 

請求領収書発行の

配布迄の手間や印

刷費等の費用が発

生している 

請求領収書の電

子化で手間や費

用の削減ができ

る 

新規・更新の担

当者会議の際に

請求領収書の電

子化を促進 

請求領収書

電子化への

変更・推移数 

③手順書の作

成 

実施している支援

内容と手順書の内

容が不一致 

支援内容と手順

書が一致してお

り、チームとして

支援内容の統一

が図れる 

新たな手順内容

が発生の際は手

順書への追加、

期間更新の際に

手順書の更新 

手順書の確

認・支援内容

との比較 

④記録・報告様

式の工夫 

特記事項の未記

入、PCで入力し時

間を要する 

特記事項の記入、

要する時間の削

減が図れる 

スマホでの音声

入力、新機能の

活用（特記履歴

コピー機能等） 

特記事項記

入に係る時

間の削減（面

談等の中で

評価） 

⑤情報共有の

工夫 

全職員でご利用者

情報の共有が不十

分な時がある 

全職員でタイム

リーな情報の共

有が図れる 

LINEWORKS の活

用、情報共有 

情報伝達の

遅延等で発

生するヒヤ

リハット・ア

クシデント

発生回数 

⑥ OJT の仕組

み作り 

知識・技術・経験

がそれぞれの職員

が在籍している 

知識・技術・経験

の伝達やチーム

としての共有が

でき、支援の統一

が図れる 

同行訪問や個別

指導、支援実施

状況の確認を行

う（入職・異動

者含む） 

OJT実施回数 

⑦理念・行動指

針の徹底 

全職員において、

年度事業計画の把

握不足がある 

事業計画に基づ

いて行動、評価す

ることができる 

事業計画の周

知、把握、計画

に基づいた実

施、定期的な実

施状況の確認。 

目標設定振

り返りでの

確認、面談で

の評価 



3. 年間行事計画  

 事業所行事

計画 

防災訓練・感染

症対策・熱中症

対策 

地域交

流計画 

職員研修計画 セルフチェッ

ク 

4月 月例会 熱中症対策 カフェ 

定 期 巡

回 サ ー

ビ ス 説

明会 

※在宅勉強会、月例

会、安全管理・生産

性向上委員会、口腔

衛生管理情報交換

を毎月実施 ※随

時外部研修を受講 

※随時内部監

査を実施 

5月 月例会・第三

者委員会 

感染症机上訓練 カフェ   

6月 月例会・介護

医療連携推

進会議 

高齢者虐待防止

委員会・高齢者

虐待防止研修 

カフェ   

7月 月例会  カフェ   

8月 月例会・第三

者委員会 

感染症対策委員

会・感染症研修・

BCP（災害）研修 

カフェ   

9月 月例会 感染症研修・高

齢者虐待防止委

員会 

カフェ  上期事業振り

返り、報告書作

成 

10月 月例会  カフェ   

11月 月例会・第三

者委員会 

机上訓練（感染

症・災害） 

カフェ   

12月 月例会・介護

医療連携推

進会議 

高齢者虐待防止

委員会・高齢者

虐待防止研修 

カフェ   

1月 月例会  カフェ ハラスメント研修  

2月 月例会・第三

者委員会 

 カフェ   

3月 月例会 高齢者虐待防止

委員会・感染症

対策委員会 

カフェ  下期事業振り

返り、報告書作

成 

 



令和 8 年度 小規模多機能ホーム 哲ちゃん家 事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

   利用者が住み慣れた地域や自宅で可能な限り自立した生活を続けられるように支援する為に小 

規模多機能の特徴である通い・訪問・宿泊サービスを柔軟に組みわせて利用者一人ひとりの生活リ 

ズムやニーズに応じた支援を行う。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

外国人技能実習生が基準人員として働けるよう日本語教育・生活支援をきめ細かく行い、着任後 

１ヶ月を目安にシフトに対応でき夜勤が可能な「人材」に育て、正規登用の道を示し長期的な人材 

確保につなげる。また、技能実習生を含めて目標を共有し、日々の声掛けとお互いの感謝の気持ち 

で信頼を築いていく。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

業務内容の大枠を定めたルーチンのスケジュールを導入し、利用者が一日の流れを把握しやすく 

する。職員は誰が担当しても必要な質を保ったスケジュールをこなせる環境を維持する。職員旅行 

などの行事は全員が公平に参加できるよう配慮。ハラスメント対策として法人窓口や日常的な面談 

体制を設け、研修や啓発活動で意識向上を目指す。 

 

④ 施設・設備の改善 

備品の車椅子は劣化が進んでおり、事故防止のため一定期間ごとに新しいものへ入れ替えを実施 

する。浴室や台風時の雨水の浸入箇所、建物外周の老朽部分、洗濯機など家電製品の故障にも適切 

に対応する。照明は省エネ対策として LED 化を進め、今後も継続する。車両については、急な 

アクセルやブレーキを避けることや冬季はエアコンをオフにするなど燃費向上にも引き続き努め 

る。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

包括や居宅・医療機関へのアプローチは登録の空きが出た時だけに限らず、日常で訪問先の 

近辺へアプローチを小まめに行う。また、体調不良者に対しては迅速な受診を家族と共に行い、た 

とえ入院となっても早めの回復で登録解除を阻止する。利用者動向を管理者のみではなくリーダー 

級の職員間で先方とのやり取りをきめ、細やかに行っていく。 

登録人数２８名以上を維持すると共に法人内の事業所の動向を把握、小規模多機能居宅介護支援 

におけるケアマネジメントの中において適したサービスへの移行が望ましい場合、法人内のサービ 

スへの連携を第一に対応を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点

（BEFORE） 

理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 

コロナ感染が蔓延し

た時期があった。 

コロナ・インフルエ

ンザ等感染がスタ

ッフ間で無い状況 

マスク・手洗いや

うがい・消毒、そ

の他備品確保 

職員・利用者の

感染者数 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

毎日の通いでの日課

実施、業務重複や漏

れ、職員間での負担

の偏り 

業務全体の内容を

確認する。役割を明

確化する 

通いのタイムス

ケジュールの大

枠について微調

整、チャット。 

職員アンケート 

（2）テクノロジ

ーの活用 

ICT ツールを引き続

き使いこなせていな

いスタッフもいる 

皆がツールを使い

こなし情報共有を

始め日々の支援が

円滑化出来る 

眠りスキャンに

ついては携帯端

末使いこなしを

強化する 

職員アンケート 

③手順書の作成 訪問内容の漏れ、重

複して訪問（移動費

の無駄） 

訪問計画を日々で

スタッフが確認し

やすい様に整備 

リアルタイムで

計画書見直し訪

問予定表を活用 

担当者との内容

確認と場所によ

る訪問効率化 

④記録・報告様式

の工夫 

車の記録（運行記録）

が手間、抜けもある 

多忙な送迎や車両

運行をしている中、

漏れなく記録が出

来る。 

各タイミングや

記録の書き方を

統一する。 

毎回の記録の確

認 

⑤情報共有の工

夫 

日々変わる利用者情

報の洩れ 

スマホ等電子機器

を活用し瞬時に共

有できる 

引き続きケアず

コネクトを活用

する 

職員アンケート 

⑥ OJTの仕組み

作り 

計画性をもった指導

が出来る事 

誰が指導をしても

一定水準にあるよ

うに職員間での連

携意識が充実して

いる 

外国人実習生に

ついて対応する 

実習生に聞き取

る 

⑦ 理念・行動指

針の徹底 

サービスの質をたも

ちたい 

職員・利用者様「ち

ゃん」呼びしない等

基本的な尊厳につ

いて充実したコン

タクトが行えてい

る 

リーダー級の職

員で模範提示、研

修やリアルタイ

ムな面談を通し

て学ぶ 

職員アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策・熱中症対策 

地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4

月 

お花見行事 熱中症対策準備  入職者研修  

5

月 

運営推進会議 

母の日会 

  小規模 

事例検討会 

書類チェック 

（全体） 

6

月 

父の日会 BPC 机上訓練 

風水害 

 災害対策につい

て 

 

7

月 

運営推進会議 火災自主訓練    

8

月 

ソーメン流し     

9

月 

運営推進会議 

秋祭り 

 西祓川 

敬老会 

権利擁護 

身体拘束 

書類チェック 

（ケアマネ） 

10

月 

運動会 レジオネラ検査 

水質検査 

祓川敬老会 

上祓川八月踊 

ハラスメント  

11

月 

運営推進会議 BCP 机上訓練 

感染症 

 小規模 

事例検討会 

 

12

月 

そば打ち 

クリスマス会 

 下祓川合同 

サロン参加 

交通安全につい

て 

 

1

月 

運営推進会議 

初詣 

    

2

月 

節分行事   認知症について 年度単位書類入

れ替え整理 

3

月 

運営推進会議 総合避難訓練    

 



令和 8 年度 小規模多機能ホーム花海家長寿園 事業計画（案） 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 
① 利用者支援の基本目標 
・「地域の皆様とともにある事業所」として、地域における付加価値の向上を継続的 
 に追求。認知症ケアに関する勉強会の企画や開催、地域公民館行事への積極的な参 
加を通じて、地域住民との顔が見える関係性を築く。これにより、利用者の地域で 
の役割維持や新たな役割の発見につなげ、事業所でも安心して過ごせる環境の構 
築を図る。 

・この際の地域とは、事業所が通常サービスを提供する区域内の各町内会が主である

が、鹿屋市全域を対象とするような行事などにも事業所として参加することで、

「事業所の付加価値」の向上を実現していく（具体的には、市民の方向けの講座な

ど、企画、参加する）。 
② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 
・職員の働きやすさの向上や改善に継続して取り組んでいく。週休 3 日制など多様

な働き方を継続して、技能実習生や特定技能職員を含む職員ごとの目標や将来設

計を考慮した研修計画を作成、遂行することで「前向きな気持ちで業務に取り組む

ことができる環境」を構築する。 
・地域行事などに職員が参加できる機会を作ることで、職務としての自己効力感の向

上や人間的な成長へと繋がるように人材育成の機会と捉えて進めていく。 
③ 働きやすい職場環境作り 
・多彩な年齢層の職員においても働きやすく、充実感を持って職務にあたることがで

きるようにワークライフバランスの向上を目指す。具体的には、有給休暇（時間有

給休暇を含む）の計画的な取得や週休 3 日制など多様な働き方を実現し、タレン

トマネジメントシステムなどを活用した適時的確な自己評価や、そのことに基づ

いた職務の拡大や資格取得のためのサポートを行う。 
・令和 7 年 9 月に認定取得した「えるぼし認定」に基づいた女性職員の活躍はもち

ろん、多様な人材が自己の能力を最大限に発揮できて、かつ、さらに成長していく

ことができる職場環境作りを実現していく。 
④ 施設・設備の改善 
・今後、建物や設備は修繕の必要性が生じるものが多くなるため、優先順位を決めて

計画的に機器の交換や修繕を行う。緊急的な修繕が必要となる場合などに備えて、

設備や機器を取り扱う業者などとの関係性作りを行う。 
⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 
・鹿屋市西部地区で唯一の恵仁会の居宅介護支援事業所として、新規利用者の地域的

な開拓を目指しながらも、法人全体や池田グループへの貢献を形にする。 
   ・具体的には、毎月 29 名 29 件以上の請求実績を目標として、かつ、年間 3 例以上

の恵仁会内他の事業所へ利用者の入所、入居のサービス移行を実現する。 
 
 
 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点 

（BEFORE） 
理想像 

（AFTER） 
取り組み内容 評価指標 

① 職 場 環 境

の整備 
寝具類や備品の整

理整頓が不十分で

ある。 

片付けられること

によって、安全で

効率的な環境の構

築が実現する。 

5S活動を意識

し て 実 践 す

る。 

担当職員が、

毎月評価を

実施する（景

観等）。 
②業務の明確

化と役割分担 
（1）業務全体

の流れを再構

築 

小規模多機能ホー

ムであるがゆえ

の、業務の進め方

には統一性が欠け

ている。 

職員みんなが同じ

ビジョンを持っ

て、ひとつの目標

に向かって取り組

むことができる。 

業務の棚卸し

や優先順位の

意識統一を行

う。 

6か月単位で

の明文化に

よる評価と

する。 

（2）テクノロ

ジーの活用 
アクシデント発生

の減少に活かせて

いると言い難い。 

アクシデントの減

少によって、さら

に安心して過ごす

ことができる環境

を実現する。 

事例ごとの丁

寧な再発防止

にテクノロジ

ー を 活 用 す

る。 

アクシデン

ト発生実数

による比較

評価とフィ

ードバック

の質の評価。 
② 手 順 書 の

作成 
統一性の欠如は課

題となっている。 
誰もがわかりやす

い、利用しやすい

形式の手順書を作

成して業務に生か

す。 

デジタル化を

含めて、標準

の様式を決定

して活用と周

知を図る。 

年度末まで

に、具体的な

方向性を決

定する。 

③ 記録・報告

様 式 の 工

夫 

デジタル化された

記録や報告書に不

慣れな職員が存在

する。 

全職員が、システ

ムの良さを理解し

て記録や報告がデ

ジタルで実践され

る。 

知識や経験が

先行する職員

を中心とする

職員間での相

互教育。 

遅滞のない

報告完了を

もって評価

とする。 

④ 情 報 共 有

の工夫 
ひとつの情報が、

例えば訪問支援や

送迎業務で事業所

内不在の職員へ周

知しづらい。 

LINEWORKS を

中心とした即時性

のある情報の共

有。 

全職員がシス

テムなど活用

できる環境の

構築に取り組

む。 

6か月単位で

の明文化に

よる評価と

する。 

⑤ OJT の仕

組み作り 
伝える側、教わる

側の双方で OJT の

意識が希薄であ

る。 

職員間での連携を

深めていくこと

で、OJT の時間を

創出する。 

介護リーダー

を中心とした

取り組み。 

フィードバ

ックを中心

として評価、

改善する。 
⑥ 理念・行動

指 針 の 徹

底 

責任感やモラルに

は、今後も改善の

余地がある。 

責任感はすなわち

職務における充実

感であることが自

覚できる。 

自己効力感を

持って業務に

取り組むこと

ができる環境

を構築する。 

面談の機会

や研修会の

機会を通し

て評価とす

る。 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計

画 
防災訓練・感染

症対策・熱中症

対策 

地域交流計

画 
職員研修計画 セルフチェッ

ク 

4
月 

桜花見会 
花の苗植付け 

熱中症対策準備 オレンジ花 
華ドライブ 
（毎月予定） 

職員会議 
個別ケア会議 
各委員会 
（毎月実施） 
入職者研修 

 

5
月 

運営推進会議 
相談苦情検討 
委員会 

感染症対策 
模擬訓練 
 

 倫理接遇研修  

6
月 

 受水槽清掃 
消防設備点検 
熱中症対策研修 

町内会防災 
避難訓練 

災害対策研修  

7
月 

紫陽花花見 
ドライブ 
運営推進会議 

災害対策 
模擬訓練 
熱中症危険度周

知 

町内会 
一斉清掃 
夏越祭り 

  

8
月 

相談苦情検討 
委員会 

熱中症危険度周

知 
   

9
月 

事業所敬老会

運営推進会議 
レジオネラ検査 
熱中症危険度周

知 

町内会 
敬老会 

認知症に 
ついての研修 

事業所内部評

価 

10
月 

野菜苗植付け 熱中症危険度周

知 
   

11
月 

運営推進会議 
相談苦情検討 
委員会 

受水槽清掃 
消防設備点検 

お月見行事 
鹿屋市認知

症サポータ

ー養成講座 

権利擁護研修 
感染症対策 
研修 

事業所 
内部監査 
（介護、請求、 
 給付管理） 

12
月 

クリスマス会 
大掃除 

 町内会 
一斉清掃 
餅つき、 
そば打ち 

交通安全研修  

1
月 

運営推進会議   ハラスメント 
研修 

事業所外部評

価 
2
月 

相談苦情検討 
委員会 

    

3
月 

運営推進会議 レジオネラ検査 鶴羽町内会

総会 
  

 



令和 8 年度グループホームふれあい事業計画（案） 
 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 
① 利用者支援の基本目標 

・接遇、権利擁護の学習の継続を行う。 
・個別ニーズの把握に努め満足度の高いケアを行う。 
・認知症ケアの質の向上を目的としミーティングや勉強会、外部研修を通して職員へ学習の機 

会を持ち、介護職としてのスキルアップを目指す。 
・主治医・歯科医師・訪問看護師と情報の共有を図る。 
・家族の満足度の把握（モニタリング時や家族会時にアンケートを実施）。 
 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 
・各職員へ紹介制度を随時伝え獲得を図る。 
・SNS を利用し介護の楽しさが伝わるように発信をする。 
・専門職としての知識・技術・利用者への接遇等、グループホーム職員としての資質向上に努

め、各職員が平等に研修へ参加できるように計画を立てる。 
 

③ 働きやすい職場環境作り 
・介護リフト浴、介護リフト（スマイル）を活用し職員の身体的介護負担の軽減を図る。 
・記録システムを活用し記録時間を短縮の継続。 
・眠りコネクトの活用し、夜勤者の負担軽減を図る。 
・TFS の弁当・クックデリを使用し業務負担を減らし、利用者との関りを増や    
 す。 
・職員とコミュニケーションを図り、心身の状態の把握に努め、年齢や個人差の状況を見極め 

ながら業務の適正化を図る。 
・ハラスメント防止のための研修へ参加、相談窓口の周知を行う。 
・毎月のミーティング生産性向上の話し合いを行い、先月のフィードバックを行い、見直し又 

は軽減できる業務の洗い出しを行う。 
 

④ 施設・設備の改善 
・板張りの廊下やリビング、トイレ等修繕の検討をする。 
・寝具の入れ替えの検討。 
・電動ベッドの更新を行っていく。 

 
⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・年間稼働率 99％を目標とする（空床の場合は３日内の新規入居を目標とする） 
・入院を防ぐために日常生活の体調管理を行う。 
・入所申込者の状況を定期的に確認、待機者の更新に努める。 
・他事業所と連携を図り、申込者に合った事業所や取りこぼしがないように努める 
 
 
 
 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点

（BEFORE） 
理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

①職場環境の整

備 
収納スペースが少な

いため工夫して整理

整頓をする 

施設内の収納には

限りがあるため倉

庫を利用し備品の

保管および在庫管

理をする 

基本発注は管理

者がするが職員

は在庫表を確認

し残数に気づい

た職員が管理者

に報告する 

各担当職員の居

室の整理整頓、

在庫の把握 

②業務の明確化

と役割分担 
（1）業務全体の

流れを再構築 

役割分担をしている

が出勤者数によって

違いがある 

明確化し役割分担

する。余力があれば

助け合う 

各職員が役割分

担を把握する。毎

月のミーティン

グでフィードバ

ックする 

各職員へ面談を

行い、評価する 

（2）テクノロジ

ーの活用 
職員の精神的、心理

的負担有あり 
職員の精神的、心理

的負担の軽減 
ICT 機器の使用

頻度を上げて、慣

れるまでの時間

を図る 

電子化への推進 

③手順書の作成 手順書はあるが職員

によって理解度に差

がある 

業務マニュアルの

整備 
業務マニュアル

の見直し・更新を

行う 

マニュアルや手

順書の確認・内

容の比較を行う 
④記録・報告様式

の工夫 
複写活用できている

が職員により差があ

る 

音声入力の活用 介護記録ソフト

のパソコン、携帯

端末からの入力

マニュアルを作

る 

各職員が音声入

力の活用 

⑤情報共有の工

夫 
連絡帳の確認が職員

により異なる 
出勤時に確認する

ことと出勤職員と

の情報共有する 

デジタル化は現

時点で定まらな

いが記録ソフト

の活用次第で活

用できる 

職員間での情報

共有を図る 

⑥OJT の仕組み

作り 
職員の指導方法が統

一されていない 
教育内容と指導方

法を統一 
職員が指導でき

るようマニュア

ル整備や研修の

実施 

全職員に必要な

研修へ参加が行

えるようにする 

⑦理念・行動指針

の徹底 
イレギュラーな事態

が起こると職員が自

身で判断できない 

組織の理念や行動

指針に基づいた自

律的な行動 

年度目標の共有

（施設内提示）、

漫談の実施 

目標設定の振り

返りで確認、面

談時に評価 
 
 
 
 
 
 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策・熱中症対策 
地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4
月 

花見・ドライブ 感染症・安全管理 
熱中症対策及び研

修 

町内会総会 
祓川サロン 

法令順守・事業計

画・在宅勉強会 
随時自主点検の

実施 

5
月 

バラ園見学・運営

推進会議 
感染症・安全管理 運営推進会議 在宅勉強・BCＰ

研修 
 

6
月 

あじさい見学 感染症・安全管理 
熱中症対策及び研

修 

奉仕作業 在宅勉強会  

7
月 

七夕・そうめん流

し・運営推進会議 
感染症・安全管理 
火災避難訓練 

運営推進会議 
祓川サロン 

在宅勉強会  

8
月 

ぶどう狩り・バー

ベキュー 
感染症・安全管理  在宅勉強会  

9
月 

家族会・運営推進

会議 
感染症・安全管理 
水質検査・BCP マ

ニュアル見直し 

運営推進会議 在宅勉強会 上期事業振り返

り報告書作成 

10
月 

外食 感染症対策実技訓

練・対策 
祓川サロン 在宅勉強会 

感染症訓練・研修 
 

11
月 

コスモス見学・運

営推進会議 
感染症・安全管理 運営推進会議 在宅勉強会 

BCP 訓練 
 

12
月 

インフルエンザ

予防接種・クリス

マス忘年会 

感染症・安全管理 
 

 在宅勉強会  

1
月 

初詣・外食・運営

推進会議 
感染症・安全管理 運営推進会議 

祓川サロン 
在宅勉強会  

2
月 

節分 感染症・安全管理 
自主避難訓練 

 在宅勉強会  

3
月 

ひな祭り・家族

会・運営推進会議 
感染症・安全管理 
水質検査 

運営推進会議 在宅勉強会 下期事業振り返

り、報告書作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和 8 年度 グループホームあいら事業計画（案） 
 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 
① 利用者支援の基本目標 

・質の向上のためにケア・技術、言葉かけなどの見直しを行えるように、研修の機会を増やす。 
・ご家族への情報発信を大切にし、LINEWORKSによる通知、 オンライン面会を実践する 
・高齢者介護（倫理・技術・栄養・医療）、認知症ケアに必要な知識・技術を養うため、在宅 

勉強会、オンライン等の外部研修の年間研修計画に沿って研鑽する。 
 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 
 ・恵仁会の Instagramを活用し、事業所の企画や普段の生活の様子の情報を発信していく。 

・法人、事業所の良さを職員と共有し、職員の紹介制度を活用して獲得していく。 

・有給休暇やリフレッシュ休暇取得、事業所で協力しながら取得できている体制を維持しつつ

各自にあった職務形態を提示しながら選択肢の多い雇用スタイルの継続。 
・専門的知識や技術をそのままにするのではなく、教育・学びを通して知識・技術の落とし込

みを互いに行っていく。情報の更新が必要な訓練・対策に対しては、様々な研修会に参加し、

新たな学びや発見を自業所内の教育として実施。 
 

③ 働きやすい職場環境作り 
・記録システムを活用して、業務効率化を図る。 

・業務の効率化、円滑な引き継ぎを行い定時退社ができるよう心 掛ける。 

・天井走行リフト使用による安全な介護方法と効率化、職員の腰痛等の労働災害を防止する。 

・夜勤業務効率化として、導入している生体センサーを活用し、見回り業務の効率化を行い、 

仮眠時間の確保を行う。 
・配食サービスの TFS を活用し、時間短縮し、利用者との関わりの時間を増やす。 

 
④ 施設・設備の改善 

・開所当時から使用している空調もあり、建物や設備は必然的に修繕の必要性が生じるものが

あるため、優先順位を決め計画的に機器の交換や修繕を行う。 

 また、緊急的な修繕が必要となる場合などに備えて、施設管理や業者などとの情報共有を図 

     る。  
 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 
・生体センサーなどの活用にて、利用者の体調管理、生活・活動の把握、異常の早期発見が行  
 えることで、入居者の入院件数・日数の減少に努める。 

・新規利用者及び待機者を確保する為に営業の取り組みとして相談センターや居宅、池田グル  

 ープ、吾平周辺の関係事業所と定期的に情報共有し、待機者確保に努める。 

・入居中から、入居者の次の方向性を家族やＣＭと定めておき、グループで支える動きをとる。 

 

 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点

（BEFORE） 
理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

①職場環境の整

備 
整理整頓が不十分 何がどこにあるか、

すぐに把握できる

ようになる。 
 

居室担当制によ

り、整理する。 
書類整理の場所

の把握 

②業務の明確化

と役割分担 
（1）業務全体の

流れを再構築 

管理者と介護職、パ

ートなどの業務の役

割分担の明確化 

業務の明確化。 業務の明確化自

体ができていな

いため、各自の役

割について分担

の話し合いから

行う 

年に 2 回の面談

の中で評価 

（2）テクノロジ

ーの活用 
職員の心理的負担が

ある 
職員が導入システ

ムの活用ができる

ようになる 

使用を促し、サポ

ートを提供して

慣れてもらい、負

担を軽減する 

契約書や請求書

等の電子化への

推進 

③手順書の作成 事業所の手順書はあ

るが、職員によって

理解度に差がある 

業務マニュアルが

整備される。（業務

が優先ではなく、利

用者ファーストに

努める。） 

業務マニュアル

の見直し、更新を

行う。 

手順書の確認・

内容の比較を行

う 

④記録・報告様式

の工夫 
複写活用できている

が、新しいものにな

ると難しい様子 

音声入力の活用 介護記録ソフト

のタブレット、携

帯端末からの入

力マニュアル作

り 

音声入力の活用 

⑤情報共有の工

夫 
都度何かあれば個別

に説明 
インカム活用 インカム導入 情報の共有を図

る 
⑥OJT の仕組み

作り 
ケアのアップデート

を図る必要がある 
研修後、他スタッフ

への落とし込みま

で行える。 

外部研修への案

内、参加 
全職員が内容に

見合った研修を

行えるようにす

る 
⑦理念・行動指針

の徹底 
各自の判断力に差が

あるため行動まで行

えていない 

緊急時を想定し、各

自の意見や判断・行

動まで行う機会を

増やす 

年度の計画、目標

の共有。必要時に

都度話し合いを

行う 
 

目標設定振り返

りでの確認、年

に 2 回の面談の

中で評価 

 
 
 
 
 
 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策・熱中症対策 
地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4
月 

誕生会 熱中症対策準備 ドライブ 法令順守  
事業計画 

随時内部監査を

実施 
5
月 

運営推進会議 安全管理委員会  災害ＢＣＰ  

6
月 

サクラ防災点検 
害虫防除  
ワックス清掃 

サクラ防災点検 
害虫防除  
ワックス清掃 

黒羽根地区奉

仕作業 
食中毒  

7
月 

運営推進会議  
誕生会 

熱中症対策  ノーリフト  

８

月 
誕生会 安全管理委員会 黒羽根地区奉

仕作業 
熱中症  

9
月 

家族会  
運営推進会議 

レジオネラ検査 
自主避難訓練 

 安全管理 上期事業振り返

り、報告書作成す

る 
10
月 

誕生会  吾平町敬老会 高齢者虐待  

11
月 

文化祭参加  
運営推進会議  
誕生会 

インフルエンザ予

防接種 
安全管理委員会 

吾平町文化祭 交通安全  

12
月 

クリスマス会 消防点検 黒羽根地区奉

仕作業 
防犯  

1
月 

初詣  
運営推進会議 

  看取り  

2
月 

節分豆まき  
恵方巻 

スプリンクラー貯

水槽清掃 
安全管理委員会 

 感染症  

3
月 

家族会  
ひな祭り  
運営推進会議 

レジオネラ検査 避難訓練への

地域の参加（消

防立ち合い） 

プライバシー保

護について 
下期事業振り返

り、報告書作成す

る 
 



令和８年度 プライエボーリ優花里 事業計画（案） 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 
① 利用者支援の基本目標 

（あなたのありのままを大切に見つめ和やかな時を過ごせるようそっと寄り添います）とい

う基本理念のもとにご利用者お一人お一人の希望や想いを汲み取りその方の自己実現を大切

にした関りをもち温かいケアを実践していく。また、ご家族へ事業所側からご利用者の状況

などを定期的に連絡し、細やかで丁寧な対応を行い、良好な関係性を構築しご家族の安心に

繋げていく。また、ご家族を交えた行事を年２回開催する。 
② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・風光明媚な環境を活かし、事業所の魅力を感じてもらえる様な情報発信(Instagram・ 

Facebook)を継続して行い人材獲得に繋げる。各職種の業務内容の見直しを図り、業務や役 

割を循環させ、各職員が出来る事を増やす。その際は、OJTの体制にて、現在、業務や役割 

を担っている職員が各職員への引き継ぎと助言を行う。 

・職員の研修参加を積極的に促進し、業務に必要な知識やスキルアップにつなげる。 

③ 働きやすい職場環境作り 
・全部門の LINEWORKSを活用し、情報の伝達、共有に加え、オンライン会議等にも活用し、 

円滑に業務や会議が進むよう取り組む。また、各種会議議事録は AI議事録作成支援システム

「norman」を活用しこれまでかかっていた議事録作成時間を削減し生産性向上につなげていく。 

・眠りコネクトからの情報を基に、ケアの時間や方法を検討し、ケアに係る時間の縮小、介助 

の負担軽減を目指していく。 

・各職員が、有給休暇を年 5日以上、確実に消化する為、毎月一覧での有給消化の管理を行い、 

計画的に職員の有給消化を進め心身共に働きやすい環境をつくる。 

・コピー用紙等の費用を削減・カラーコピーの削減や必要物品のオンライン注文等を行い移動、 

運搬にかかる費用の削減も行うなど、業務における【ムリ・ムダ・ムラ】をなくした業務効 

率化に取り組む。 

    ・業務効率化、生産性向上を図る為、現在の寿システムより新たな安心ネットシステムの導入

に向けて準備を進めていく。 

    ・子育てや介護をしながらでも働きやすい職場環境を目指す。【男性育休・介護休暇取得】 

・スタッフ間で互いの良好な関係性構築のために感謝の気持ちをフィードバックできる風通し 

の良い職場を作っていく 

④ 施設・設備の改善 
・定期的に点検・ＫＹＴを行い、必要なメンテナンスを行っていく。また、建物の老朽化が否め

ない現状であり先を見据えた修繕計画を立て、計画に沿った修繕を実行し建物の寿命を伸ばし

大掛かりな工事を防げるよう努める。 
⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・各所へ、ひと月に 1回の広報活動を継続する。 

・入居申し込み・待機者への細やかな動向調査を行い法人内での共有もしっかり行う。 

・稼働率の向上(目標稼働率 98,8％)には今入居されている利用者のケアを細やかに行い速や

かに医療に繋げることの重要性を全スタッフの共通認識としていく。 

 

 

 
 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点

（BEFORE） 
理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 
事業所の構造上スタ

ッフ間の連携がとり

にくい。休憩をデイ

ルームでしている 

ＩＣＴ機器の導入 
休憩を確実に取れ

る環境を作る 
 

ＰＨＳとインカム

機の連携をさせて

有効活用していく 
休憩室を設ける 

タイムスタデ

ィチェック 

②業務の明確化

と役割分担 
（1）業務全体の

流れを再構築 

コールや食事介助等

が一定の時間に集中

することがある 
一部業務の優先順位

の把握が出来ていな

い 

負荷が集中する業

務を細分化しコー

ル対応の多い時間

に集中して対応で

きるような人員配

置を考慮する 

ｗワーク・短時間勤

務の介護補助雇用

をして、業務改善を

図る 

残業時間の削

減率チェック 
 

（2）テクノロジ

ーの活用 
介護ロボット(床昇

降リフト)を導入し

活用しているが一部

まだ持ち上げる介護

をしており統一でき

ていない 

生産性向上委員会

を定期的に開催し

取り組み状況の確

認と見直し等を検

討していく 

居室設置型の昇降

機の導入を進めて

いく 

導入後使用簿

作成し個人使

用状況・使用率

確認 

③手順書の作成 統一性が出来ていな

い 
業務改善やＩＣＴ

化につなげる 
 

目的や内容を明確

に理解し活用でき

る手順書・マニュア

ルの作成 

マニュアル作

成後の業務改

善・効率化チェ

ック 
④記録・報告様式

の工夫 
記録物(特に看護)が
多い。紙ベースの報

告が多い 

簡潔に正確に伝え

られるような記録・

報告様式への変更 

LINEWORKS 等

を活用しペーパー

レス化をすすめる 

コピー用紙購

入状況チェッ

ク 
⑤情報共有の工

夫 
各部門からの報告事

項が多いが漏れが発

生することがある 
 

業務日誌の様式変

更・改善を図る 
 

業務日誌の簡素化

LINEWORKS で

の報告を徹底する 

部 門 別

LINEWORKS
での情報共有

状況チェック 
⑥OJT の仕組み

作り 
中堅職員の成長に課

題がある 
新たに役割担当制

度を設け責任感と

問題解決能力を養

う 
 

知識やスキルを習

得させる研修への

参加等を促し、本人

の自身とやる気を

持たせ職場への定

着を図る。OJT の

目的の明確化 

定期的な面談

や振り返りで

対象者の状況

確認 
 

⑦理念・行動指針

の徹底 
理念の理解や行動指

針の徹底が出来てい

るか不明 
 

理念や行動指針を

浸透させる仕組み

を考える 
 

朝礼や会議にて理

念や行動指針の見

える化を実行し職

員が自律的な行動

がとれるよう促す 
 

人事考課面談

等にて達成で

きているか確

認 

 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策・熱中症対策 
地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4
月 

家族アンケート 

家族会(花見) 

 

食中毒対策 

身体拘束廃止・感

染症対策委員会 

熱中症対策用品確

認・冷水器設置等 

オレンジ花❀

華ドライブ毎

月 

買い物支援 

在宅勉強会 

e-ラーニング 

接遇研修。身体拘

束適正研修 

記録チェック 
研修計画 
職員配置 

5
月 

運営推進会議 

バラ園見学(家族

参加) 

感染対策委員会 

ＢＣＰ机上訓練 

熱中症対策の職員

研修 

 在宅勉強会 

e-ラーニング 

生産性向上研修 

記録チェック 
BCP 整理 

6
月 

そうめん流し 

 
熱中症対策・WBGT

値データ確認・対

策。感染対策委員

会消防設備点検 

天神アジサイ

見学 
在宅勉強会。e-ラ

ーニング。認知症

研修。BCP研修 

記録チェック 
防災訓練計画 
 

7
月 

運営推進会議 

七夕交流会 
熱中症対策 WBGT値

データ確認・対策 

身体拘束廃止委員

会感染対策委員会 

町内会一斉清

掃。高千穂神

社夏越まつり 

 

在宅勉強会 

e-ラーニング 

身体拘束・高齢者

虐待研修 

記録チェック 
各種規定整備 

8
月 

スイカ割り 

花火大会 
熱中症対策 WBGT値

データ確認・対策 

感染対策委員会 

鹿屋航空自衛

隊資料館見学 
在宅勉強会。e-ラ

ーニング。リスク

研修 

記録チェック 
苦情相談処理体

掲示書類整備 
9
月 

敬老会・家族参加 

運営推進会議 
熱中症対策 WBGT値

対策感染対策委員

会。避難訓練 

地域敬老会 在宅勉強会。e-ラ

ーニング。ハラス

メント研修 

記録チェック 
契約書・重説等整

備 
10
月 

音楽とデザート

の会 

 

レジオネラ。ノロ

ウイルス実技。感

染対策委員会。消

防設備点検 

 在宅勉強会 

e-ラーニング 

ノーリフト研修 

記録チェック 
会計書類整備 

11
月 

 

運営推進会議 
感染症対策委員

会。身体拘束廃止

委員会。机上訓練 

町内芋煮会 

垂水タルタル

パーク 

在宅勉強会 

e-ラーニング 

感染症研修 

記録チェック 
各種委員会書類

整備 
12
月 

クリスマス会 

そば打ち 
インフルエンザ対

策ノロウイルス対

策感染対策委員会 

町内会大掃除 

そば打ち 
在宅勉強会。e-ラ

ーニング。権利擁

護・高齢者待研修 

記録チェック 
建物点検・修繕計

画チェック 
1
月 

初詣 

運営推進会議 
インフルエンザ予

防ノロウイルス対

策感染対策委員会 

初詣 在宅勉強会 

e-ラーニング 

相談苦情研修 

記録チェック 
各種加算チェッ

ク 
2
月 

節分 

 
身体拘束廃止委員

会。感染対策委員 
買い物支援 在宅勉強会 

看取りケア研修 
記録チェック 
プランチェック 

3
月 

花見、家族会 

運営推進会議 
レジオネラ 

感染対策委員会 

避難訓練 

鶴羽町内会総

会 

買い物支援 

在宅勉強会 

e-ラーニング 

制度研修 

記録チェック 
事業所内各事項

一斉自主点検 



令和８年度 住宅型有料老人ホーム笠之原長寿園 事業計画（案） 
 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 
１）利用者支援の基本目標 

・入居者、ご家族のニーズを把握した上で職員と情報共有し、ニーズに沿った支援を展開す 

る。 

 ・計画しているミーティング内の勉強会、リモート等の勉強会、研修だけでなく、ケア内 

容・知識を日頃の業務の中で職員と共有・確認し支援の質の向上に努める。 

 ・入居者のニーズに沿った介護サービスの利用ができるよう、ご家族・関係事業所へ施設で 

の様子、情報を提供し、安心安全な暮らしを提供する。 

・定期的なイベントを行い、入居者様・職員共に楽しい笠之原長寿園を目指す。 

２）人材獲得・人材育成とチームワークの強化 
・職員の紹介制度を活用し、法人、事業所の良さを発信・紹介できるように職員と情報共有

し啓発活動に尽力する。 

     ・エルダー制度や教育係を付け、管理者、リーダーと協議し職員育成に努める。職員へ資格

取得を促進しエルダー、教育係と共に進め、資格支援を行う。 

     ・他事業所への研修を実施し、自事業所には無い介護スキルや現場環境、対象利用者様の違

いを取り入れる。 

・職員同士での面談や、職場環境整備、ミーティング内でのグループワークの実施にて職場

内での繋がりを強化する。 

・他事業所と連携し、必要に応じて応援に行くなどして、職員一人一人のスキルアップにつ

なげる。 
・8 年度中に住宅型の 3 有料での人事交流を図る。 

３）働きやすい職場環境作り 
・記録システム、眠りコネクト等の導入評価を実施し、コスト削減や業務改善ができた物を

可視化し、さらなる効率化へ繋げる。 

・ハラスメントに関する研修を受講し、職場内にハラスメントが起きないような風潮を作り、

各職員へ徹底する。 

・声を掛け合い、業務の残しがあっても協力し定時出勤、退勤の徹底と義務化を行う。 

４） 施設・設備の改善 
・老朽化が進んでいる物品、設備をリストアップし改善等の速やかな実施。 

・入居者、ご家族・職員から見た、事業所内設備のニーズ聞き取りにより設備改善へ着手 

する。 

５）入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 
・入居率９８％を割らないよう、入居者の体調管理、状態観察に務める。長期の入院が見込 

まれた場合は、グループの支援の強みを活かす。 

・退居から４日以内に新規入居できるよう、ケアマネ・職員と情報共有、準備を徹底する。 

・物価高騰につき、不必要物品の購入を防ぐため、必要物品の固定化と業者選択、又、使用

していない電気は消す等、個人でできる事を定着させ経費削減の実施。 

・イベント事などについて SNSを活用して発信し、外部への発信を行い、職員獲得や入居者

獲得に努める。 
 
 



２. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 評価指数 

①職場環境の整

備 

建物の老朽化が進

んでいる。 

はやめに気づき計

画的に修繕をかけ

る。 

月に１度の建物

内・外の巡視 

物品の故障での

修理・購入数の前

年対比 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

法人内の人材がい

ない. 

 

最低人数で業務を

行い、職員を他事業

所へ異動及び兼務

での業務を行える

ようにする。 

３有料での業務

の洗い出しを行

い、効率化できる

ようにする。 

各職種のリーダ

ー及びスタッフ

との面談・聞き取

り 

（2）テクノロジ

ーの活用 

眠りスキャン以降

の導入ができてい

ない。 

業務の課題が上が

った際は、テクノロ

ジーで代用できな

いかを検討する。 

課題が上がった

際は、リスク管理

室へ相談する。 

新規導入数の前

年対比 

③手順書の作成 職員じゃなくても

できる仕事がある

可能性がある。 

業務を分け誰でも

できる仕事は、シル

バー等活用し、職員

が異動及び兼務で

の業務を行えるよ

うにする。 

３有料での業務

の洗い出しを行

い、効率化できる

ようにする。 

3 有料の管理者

との面談 

④記録・報告様式

の工夫 

以前の記録システ

ム導入から数年経

過している。 

更に効率化できる

ものはないかの検

討。 

リスク管理室へ

相談する。 

各職種のリーダ

ー及びスタッフ

との面談・聞き取

り 

⑤情報共有の工

夫 

紙媒体での日誌を

作成している。 

パソコン入力での

データとして残す。 

ソフト導入なの

か自社ソフトの

導入なのかを検

討する。 

 

各職種のリーダ

ー及びスタッフ

との面談・聞き取

り 

⑥OJT の仕組み作

り 

職員間でできるこ

とできないことの

差が大きい。 

OJTを通して、職員

が満遍なく業務が

できるようになる。 

業務仕分けを行

う。 

ミーティング内

で手順書の確認

と手直し 

⑦理念・行動指針

の徹底 

周知が難しい。 今後も法人の理念

の元に行動する。 

朝礼等の実施 各職種のリーダ

ー及びスタッフ

との面談・聞き取

り 

  
 
 
 
 
 
 
 



3. 年間行事計画  
・ 日常の生活の延長として変化や楽しみを持ちいきいきと出来る時間を増やしていく事を目的とし、 

施設内外の全体としての行事を計画的に行っていく。その上で、入居者や家族の要望に応じて新し 

い行事等も検討し加えていくこととする。 

    

 事業所行事

計画 

防災訓練・感染

症対策・熱中症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

４月 ・年度始ア

ンケートの

実施 

〇熱中症対策 

〇BCP対策訓練・

権利擁護・身体拘

束廃止・感染症に

関する勉強会（月

に一度のミーテ

ィングの中で） 

 

○６月：避難訓練 

（ 自 主 訓 練 ） 

 

      

 

○嘔吐物処理、感

染症対策合同研

修 

○１２月：避難訓

練 

（ 自 主 訓 練 ） 

 

 

○３月：避難訓練 

（ 消 防 立 会 ） 

・笠之原エリ

アのオレンジ

カフェへの参

加・協力を行

う。 

 

 

・笠之原エリ

ア秋祭り 

 

 

・事業計画につ

いて 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

５月 ・母の日の

祝い 

・有料老人ホー

ムについて 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

６月 ・父の日の

祝い 

・接遇について 職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

７月 ・七夕 ・認知症につい

て 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

８月  ・救急蘇生法に

ついて 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

９月 ・敬老会 

・家族会 

・介護保険につ

いて 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

１０

月 

 ・権利擁護につ

いて 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

１１

月 

 ・感染症対策に

ついて 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

１２

月 

・クリスマ

ス忘年会 

・交通安全につ

いて 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

１月 ・初詣企画 ・介護技術につ

いて 

職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

２月  ・災害時の対応 職員ミーティン

グ内での活動内

容振り返り 

３月 アンケート

の実施 

・栄養、嚥下に

ついて 

 

＊その他、季節行事や食事企画の実施等は感染状況をみて随時行う。 



 
令和 8 年度 住宅型有料老人ホームげんき 事業計画（案） 

 

1． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・ご家族との関わりを大切にしてもらうため、定期的に面会・外出・外泊など調整を積極的に

行う。 

・高齢者介護（倫理・技術・栄養・医療）に必要な知識・技術を養うため、在宅勉強会、オン 

ライン開催等の外部研修の年間研修計画に沿って研鑽する。 

・記録システムと眠りスキャンを活用して入居者の体調を常時把握し、早期の体調変化の察知

と申し送りの徹底、提携医療機関との連携強化により、入居者の入院件数および入院日数の

減少を図る。 

  

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・恵仁会のSNSを活用し、事業所の企画や生活の様子の情報を発信していく。 

・法人、事業所の良さを職員と共有し、職員の紹介制度を活用して獲得していく。 

・必要なテーマを受講できるよう在宅勉強会や法人勉強会、外部研修に参加する。 

・属人化からの脱却のため、複数担当制での業務見直し、リーダー制の導入検討。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・各種委員会ではAIを活用しての議事録作成への活用を図り文字入力の時間短縮を行い、業務 

軽減を図っていき利用者様との時間の確保を図っていく 

・従業員が心身ともに健康で意欲的に業務に従事できる環境を整備するため、計画的な有給休

暇の取得を促進します。具体的には、毎月10日を締切として希望休および有給休暇の申請を

募り、個々の事情や希望を最大限尊重したシフト編成・業務調整を行います。これにより、

私生活の充実と業務の両立を支援し、離職率の低下および優秀な人材の確保につなげます。 

 

④ 施設・設備の改善 

・設置設備及び事業所全体が老朽化しているところがないか、経営状況、資金の確保を前提に事

業所・設備の運営、管理、改修、建替え等について、長期的な視点に立って計画的に取り組ん

でいく。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・令和7年度の実績を踏まえ、入居率95％以上、退居後入居3日以内、介護サービス利用実 

績90％以上を目標とし、事業所を運営する。※常時待機者 2 名以上の確保を行う。 

・新規入居者及び待機者を確保する為に営業の取り組みとして鹿屋市内の居宅・病院などは継

続して営業行い、鹿屋市外にも営業行っていく。 

・3 有料協力体制をとり、職員の体調不良等で人員不足時には連携をはかり、事業継続のため勤

務調整を行っていく。 

 

 

 

 

 



 

 

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

①職場環境の整

備 

共有スペース、事務

所の整理整頓  

 

常時必要なもの、そ

れ以外のものと把

握できるようにす

る  

 

月に１回は整理

整頓する日を決

め、全職員意識す

る。  

 

書類探索時間の

短縮率 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

職務分掌の明確化  

 

業務が明確化され、

適正な業務分掌が

できる。  

 

３M（ムリ・ムダ・

ムラ）の解消、勤

務シフトの見直

し、外部委託業務

内容の見直し  

 

人事面談にて 

評価行う 

（2）テクノロジ

ーの活用 

請求・領収書発行の

配布等の時間や印刷

費等の費用が発生 

請求領収書の電子

化で手間や費用の

削減ができる 

契約・担当者会議

時に説明・同意も

らい、促進 

請求領収書電子

化への変更・推

移数 

③手順書の作成 実施している支援内

容と手順書の内容が

出来ていない。 

定期巡回・有料での

役割を把握行う 

プランの確認。手

順書の確認（ヘル

パー） 

 

手順書の更新確

認・支援内容と

の比較 

④記録・報告様式

の工夫 

記録の時間に個人差

がある 

 

記録システム、生体

センサーの適正活

用。 

1週間・1か月の経

過観察記録の把

握を行う  

記録時間の短縮

率 

⓹情報共有の工

夫 

情報共有・引継ぎが

できていない 

 

・情報ツールを活用

しての引継ぎ          

・情報共有効率化 

紙媒体での記録・

引継ぎを減らし

ていく 

情報共有速度 

⑥OJT の仕組み作

り 

統一した指導ができ

ていない。  

教育内容、指導方法

の統一。 

定期的に面談を

行う。  

人事面談にて評

価 

⓻理念・行動指針

の徹底 

臨機応変に対応がで

きない 

自分で考えて行動

ができる 

必要時面談 

 

面談実施回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症対

策・熱中症対策 

地域交流計

画 

職員研修計画 セルフチェック 

4

月 

花見 災害時用備蓄確認  

BPC（防災）見直し 

熱中症対策準備 

合同サロン 

居宅・病院ま

わり 

在宅勉強会  

5

月 

カレー作り BCP（感染）見直し  

 

 在宅勉強会  

6

月 

紫陽花見学 感染症BCP 机上訓

練 

 

居宅・病院ま

わり 

在宅勉強会  

7

月 

お好み焼き作り  合同サロン 在宅勉強会  

8

月 

たこやき作り   在宅勉強会  

9

月 

運営懇談会 レジオネラ検査 居宅・病院ま

わり 

在宅勉強会 上期事業振り返

り、報告書作成 

10

月 

おでん作り  合同サロン 在宅勉強会  

11

月 

コスモス見学 インフルエンザ対策 

 

 在宅勉強会 有料老人ホーム

自主点検表に基

づいて適切な法

人運営及びサー

ビスの提供体制

の確保を図る 

12

月 

クリスマス会 ノロウイルス対策 

インフルエンザ予防

接種 

居宅・病院ま

わり 

在宅勉強会  

1

月 

ぜんざい 感染症 BCP 机上訓

練 

合同サロン 在宅勉強会  

2

月 

お好み焼き作り   在宅勉強会  

3

月 

ちらし寿司・ひな

祭り 

レジオネラ検査 

 

居宅・病院ま

わり 

在宅勉強会 下期事業振り返

り、報告書作成 

 



令和 8年度 新川長寿園 事業計画（案） 

 

1. 中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

   ・福祉に従事する者としてのコンプライアンスの遵守、入居者に対する職員の態

度・言葉遣い等の課題有無を管理者が把握し、適宜、指導・教育を行う。 

   ・高齢者介護・認知症ケアに必要な知識・技術の修得を目指し、事業所内研修を毎

月実施する。また、職員の部内外研修への積極的な参加を進め、自己・事業所の

スキルアップの機会を設け、入居者処遇・介護技術のスキル向上を目指す。 

   ・入居者やご家族の満足度調査を 10月・年度末にアンケートにて実施、ニーズに

沿った支援が展開できるように職員と情報を共有する。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

   ・自事業所の概要や行事企画等をＨＰやＳＮＳで発信、福祉分野に興味ややりがい

を感じてもらえるような情報の可視化に積極的に取り組む。 

   ・法人、事業所の良さや強み、職員紹介制度の内容を職員へ周知、共有し職員獲得

に繋げる。 

   ・入職時の事業所内研修をエルダー制で実施。指導する側の知識・対人援助技術・

モチベーション向上等に活用。 

③ 働きやすい職場環境づくり 

   ・記録システムの操作マニュアルの改定を行うとともに、ミーティング等で操作要

領の教育を実施する。 

   ・毎月ミーティングの開催時に、ハラスメント、メンタルヘルスケに関する部外研

修の内容を職員に周知・共有する。職員間のコミュニケーションを促進し、関係

性の構築を図る。 

   ・業務改善と効率化を進めることでワークライフバランスの維持・促進を図る。 

 ④ 施設・設備の改善 

・事業所の老朽化や買い替えが必要な物品について、改善を要する部分の把握を行

い、事務局と協議する。 

・生活用品及び事務用品の洗い出し、購入品・購入頻度等の見直しを引き続き行な 

い、燃料費含むコスト削減に努める。 

④ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・昨年度の実績を踏まえ、入居率９５％以上、退居後に入居３日以内、介護サー

ビス利用率９０％を目標とし、内外部事業所との連携を図り運営に努め、法人

内の入所事業所と情報共有を行い空床対策に努める。 

・入居者の体調管理及び、急変時の受診、緊急搬送の態勢を強化することで、長

期入院を予防し、稼働率低下と入居者の重症化を回避する。また、入居者の状



態変化に合わせ、家族・ケアマネと協議したうえで、法人内のサービス事業所

に繋げる。 

・外部居宅・病院（SW）・老健等への事業所の概要及び強み等を発信し、外部と

のネットワーク体制の構築に努める。 

・利用者の不在時、居室のエアコンや照明の電気の切り忘れを無くすことで光熱

費の削減を図る。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点 

（BEFORE） 

理想像 

（AFTER） 

取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 

建物の老朽化 修繕を行い建物

の保全に努める 

修繕箇所の洗い

出し・必要時修

繕の実施 

修繕箇所の減

少 

② 業務の明確化

と役割分担

（1）業務全

体の流れを再

構築 

必要な業務の

明確化・各職

員の役割・適

切な人員配置 

役割分担の明確

化・業務の着実

な実施 

職務分掌の掲

示・役割分担の

見直し 

業務の実施率 

（2）テクノロジ

ーの活用 

リアルタイム

なデータ分析 

記録システムや

生体センサーの

活用 

記録やデータか

ら入居者の体調

を管理 

ヒヤリハッ

ト・アクシデ

ントの低下率 

③ 手順書の作成 感染・緊急時

の対応の把握 

項目を整理し統

合する 

記入・内容確認

等のルールを検

討 

実施率・定着

率 

④ 記録・報告様

式の工夫 

紙媒体の物が

多い 

書類の電子化 書類の電子化 電子化率 

⑤ 情報共有の工

夫 

記録物の確認

が不十分であ

る 

入居者の状態把

握の徹底 

記録物の確認・

出勤職員との情

報共有 

伝達ミスの減

少・検印率 

⑥ OJT の取り組

み 

知識や技術、

スキルの育成 

実践的な知識や

技術を習得する

仕組み構築 

部内外への研修

の参加、職員へ

共有 

OJT実施回数 

⑦ 理念・行動指

針 

目的と重要性

の理解 

理念や行動指針

に触れる機会を

設ける 

定期的な面談や

研修、整備 

面談実施回数 

 

 



3. 年間行事計画 

 事業所行事

計画 

防災訓練・感染症対策・熱

中症対策 

地域交流

計画 

職員研修計

画 

セルフチ

ェック 

４月 花見 災害用備蓄確認、熱中症対

策、BCP マニュアル見直し 

 事業計画に

ついて 

 

５月 母の日 感染症研修（予防対策） 地域清掃 有料老人ホ

ームについ

て 

 

６月 父の日 虐待防止・身体拘束委員

会、BCP・感染症委員会、

業務継続計画研修、避難訓

練 

 接遇・連携

(ハラスメ

ント対策) 

監査（自

主） 

７月 七夕 BCP・感染症訓練(シュミレ

ーション)、虐待防止研

修、熱中症対策 

子供会と

の七夕交

流 

認知症ケア

(虐待防

止・身体拘

束適正化) 

 

８月 お盆供養・

墓参り 

衛生管理・整備（自主）、

熱中症対策 

 権利擁護  

９月 新川敬老会 BCP・感染症対策委員会  介護技術  

１０

月 

アンケート

実施 

虐待防止・身体拘束委員

会、感染症研修、インフル

エンザ対策 

 感染症対策  

１１

月 

誕生会 衛生管理・整備（自主）、

ノロウイルス対策 

 苦情相談  

１２

月 

クリスマス

忘年会 

虐待防止研修、BCP感染症

対策委員会、BCP・感染症

研修・訓練、避難訓練（消

防立会） 

地域清掃 BCP研修 監査（自

主） 

１月 お正月初詣 衛生管理・整備（自主）  交通安全  

２月 節分（豆ま

き）・ 

虐待防止・身体拘束委員会  災害時・緊

急時の対応 

 

３月 ひな祭り・

家族会・ア

ンケート 

感染症対策委員会  栄養管理・

医学 

 

 



 

令和 8年度 養護老人ホーム寿光園 事業計画（案） 

 

１．中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

 ・「恵仁会理念」「恵仁会職員 10の心得」を念頭に、福祉に従事する者として基本に忠 
実に、尊厳ある適切なケア、支援を提供する。 

・日々の生活支援の中で、入居者様の思い、願いをくみとり、スタッフ全員で実現に向

けた取り組みを行う。 

  ・入所者が、安心で安定した生活を維持できるよう、本人・家族・ケアマネ等の関係機 

関と協議し、個々のニーズに沿った要介護申請及び介護サービス利用に繋げる。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

  ・計画的な面談を実施し、スタッフ個々の不安や悩み、思いや将来像等を把握し、個々 

の実践スキルに応じ、職種や職務形態の選択肢の幅を広げることで、まずは離職者の 

発生を防ぐ。 

  ・職員紹介制度の内容を確認周知し、職員獲得につなげる。 

  ・施設内の概要及び活動状況をホームページ・SNS等で発信する。 

 ③ 働きやすい職場環境作り 

・基準日数となる有給休暇を取得できるよう勤務調整を行う。 

  ・全職員が定時退社できるよう、業務の棚卸しを実施し、業務内容の見直し等を行って 

   いく。また、緊急やむ負えない場合の超過勤務については、必ず指示･申請の手続き 
   を行い、不必要な超過勤務は無くしていく。 
  ・定期的な面談を実施し、入所者・家族、支援する職員間のコミュニケーションなど 

   悩み事などないか、今の職場が適しているのかなどを聞き取り、適材適所の事業所へ 

の異動の検討や職種の変更などを行い、離職率の低い事業所を目指す。 

 ④ 施設・設備の改善 

  ・築 14年目を迎える今年は、エアコンの本体・室外機、施設内の壁クロス、居室等の 

鍵、床の長尺シートの故障・破損等が予想されるため、計画的な補修・修繕ができる 

よう予算に組み入れる。 

 ⑤ 入居率、稼働率の向上 

  ・待機者の訪問調査を事前に行い、退所発生後は、早期入所の調整を行う。 

  ・現在の入所者は 6つの市町村からの措置入所となっているため、行政担当課の職員 

と連携を図り、待機者確保に向けた情報収集に努める。 

  ・地域包括支援センター及び居宅介護支援事業所との関わりを大切にし、介護支援専 

   門員との連携により、養護老人ホームへの入所申込みを推進する。 

  ・入所者の重度化防止対策として、定期巡回サービス利用を積極的に推進していく。 

 ・法人内事業所の介護サービス利用については、年間 8,500万円を目標とする。 

 



２．生産性向上への取り組み 

項  目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境

の整備 

職員間の縦と横の

関係性 

新人職員を含

め全職員が自

分の思いや意

見を自由に発

信できるよう

にする 

意見や提案を取

りまとめ、入所

者一人ひとりの

ケアの方向性を

決めていく 

リーダー及び

スタッフとの

面談・聞き取

り 

② 業務の明

確化と役

割分担 
（1）業務全

体の流れを再

構築 
（2）テクノ

ロジーの活用 

職種ごとの業務の

役割の確認 

 

 

入所者の方々への

活用を現在は必要

としない 

 

全職員が入所

者の情報を共

有する 

 

眠りスキャン

等の利用シミ

ュレーション

を行う 

現場での見守り

や病院受診の応

援など出勤職員

で協力し合う 

 

実用性が確認で

きれば積極的に

導入する 

各職種のリー

ダー及びスタ

ッ フ と の 面

談・聞き取り 

③ 手順書の

作成 

職務分掌と連動し

た手順書の作成 

全職員で手順

書を確認し、項

目の改善と追

加を行う 

新人職員や異動

職員がスムーズ

に業務に入れる

よう、手順書の

説明を行う 

 

ユニット会議

の中で手順書

の確認と手直

し 

④ 記録・報告

様式の工

夫 

企画書や報告書、日

誌やケース記録等

全て PC 上で行う 

誰が見ても入

所者の様子が

一目でわかる

ような記録に

する 

PC での記録物

の保存により、

的確な情報を家

族や関係機関へ

伝えることがで

きるようにする 

 

ユニット会議

の中で聞き取

り確認 

 

⑤ 情報共有

の工夫 

ラインワークス、グ

ループラインの活

用 

各職種、必要な

情報発信を行

う 

発信された情報

を確認し、必要

に応じて連絡を

取り合い対処す

る 

 

朝礼及び夕礼

時での情報の

確認と発信 

⑥ OJTの仕組

作り 

職員間で力量の差

が生じている 

事故発生時の

適切な対応推

進、虐待防止及

び身体拘束廃

止等への対応

強化 

定期的及び随時

の面談を実施

し、職員の生の

声を聞き取る 

リーダー及び

相談員との面

談 

⑦ 理念・行動

指針の徹

底 

恵仁会及び寿光園

の理念を念頭に業

務にあたる 

 

BCP 計画に基づ

いた業務遂行

を基本とし、事

業運営を継続

する。 

定期的な委員会

の開催と計画的

な研修及び訓練

（シミュレーシ

ョン）を実施す

る 

 

偏りなく全職

員が参加でき

るように計画

する 

 

 



３．年間行事計画 

月 事業所行事 

計   画 

防災・感染症 

熱中症対策 

地域交流  

計  画 

職員研修 

計  画 

セルフ  

チェック 

４ 花見、誕生会 虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

熱中症対策準備 

町内会総会 

信和会総会 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

５ 誕生会 虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

６ 

誕生会 虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

BCP机上訓練 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

  ７ 

 

誕生会、ソーメ

ン流し 

避難訓練（自主） 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会、食

中毒研修 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

８ 

誕生会、盆供

養、墓参り 

入所者健康診

断 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

９ 

誕生会、彼岸供

養 

敬老祝賀会 

アンケート実

施 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカ

フェ 

笠之原十五

夜夏祭り 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

１０ 

誕生会 虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

 

１１ 

 

誕生会 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会、嘔

吐物廃棄研修 

信和会合同

運動会 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

１２ 

誕生会、クリス

マス会、墓参り 

忘年会 

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

笠之原保育

園交流会 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

  １ 

誕生会、初詣 

新年会 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

BCP机上訓練 

新年祈願祭 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

（看護学生

実習受入） 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

  ２ 

誕生会、入所者

健康診断、豆ま

き 

避難訓練虐待防

止・身体拘束廃止

委員会 

オレンジカ

フェ 

在宅勉強会 

（看護学生

実習受入） 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 

３ 

誕生会、彼岸供

養 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカ

フェ 

小学校卒業

式 

在宅勉強会 

施設内研修 

職員会議の

中で活動内

容振り返り 

 



令和 8 年度 相談支援事業所長寿園あかり事業計画（案） 
 
 
1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 
① 利用者支援の基本目標 

【個別相談支援体制の基本姿勢を忘れない】 
・本人主体、本人中心；本人がどのような暮らしをしたいのか、イメージを共有する。 
 サービス等利用計画書の意向の部分を可能な限り本人の言葉で表現する。 
・自己決定（意思決定）の支援；自分のことを自分で決める時に周りに相談できたり、 
 考えを整理したりしてくれる人の存在を大事にできるような支援を行う。 
 アセスメントの充実。（家族構成をより詳細に記載するなど） 
・多職種連携；医療、保健、介護、福祉、教育、雇用、司法など、様々な分野との関わり 
 があり、共通認識や情報の共有化、役割分担などを明確にしていく。 
 更新時以外の必要性に応じたカンファレンスの開催や普段の顔の見える関係性を重視。 
 （医療・保育・教育機関等連携加算・集中支援加算） 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 
【人材獲得】 
・法人内はもちろんのこと、外部からも、「一緒に相談支援専門員の仕事をしてみたい」 
 と思われるような雰囲気づくりを心がける。 
【人材育成とチームワークの強化】 
・機能強化型事業所であることより、毎週特定会議を行っているが、現状では二人体制 
 であるため、より視野を広めるためにも外部研修への参加および自立支援協議会への 
 定期的な参画を行っていく。 

③ 働きやすい職場環境作り 
【Norman のフル活用】 
・導入したことにより、サービス担当者会議議事録、特定会議議事録など有効活用につながっ 

ている。今後、モニタリングやアセスメントなどさらに活用できるようにする。 
【福利厚生の充実、職員の健康管理】 
・相談支援業務は、基本的に個人プレーとなる。業務遂行状況につき、常に自己管理し、 
 身体的にも精神的にもつらい時は、時間有給休暇等を活用し、業務の流れが止まること 
 のないように心がける。 
・二人体制という小規模事業所となるため、常時、エリア長や在宅支援課長との連携を 
 大事にして、法人内で孤立することのないよう心がけていきたい。 

④ 施設・設備の改善 
・施設、設備においては、万全の状況を確保できており、特に改善の必要はないと考える。 
 今後も、日々の清掃や整理整頓に心がけ、快適な環境維持に努めていく。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 
・電子化によるペーパーレス 
・電気、水道など光熱費の削減（継続して必要最低限の利用を心がける） 
・車両費（ガソリン）の削減；訪問ルートの工夫など継続していく。 
 
 
 
 



2. 生産性向上への取り組み 
項目 課題点

（BEFORE） 
理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 
特に課題点はなし 常時整理整頓がな

されており、いつ誰

が来ても快適な空

間が確保されてい

る 

日々の清掃や整

理整頓、退社時の

デスク周りの整

理整頓など徹底 

毎朝、快く始業

することができ

ているか？ 

②業務の明確化

と役割分担 
（1）業務全体の

流れを再構築 

相談支援業務以外の

役割分担が不明確で

ある 

役割分担の明確化 
基本台帳以外の必

要書類がリアルタ

イムで揃っている 

週に１回の特定

会議時、それぞれ

の進捗状況を共

有 

管理者にて全体

を確認する 

（2）テクノロジ

ーの活用 
電子契約への移行が

進んでいない 
電子契約が、職員、

利用者様共に負担

なく定着できる 

統合リスク管理

室との連携を図

りながら、電子契

約への移行を進

める 

令和８年６月を

目標に体制を整

える 

② 手順書の作成 役割分担している担

当者以外が対応でき

ないことがある 

業務を明確化して、

誰でも対応できる

ようにする 

各担当者が役割

ごとにマニュア

ルを作成する 

お互いに分から

ないことを分か

らないと言える

関係性の構築 
③ 記録・報告様

式の工夫 
それぞれ、ノートへ

の筆記であったり、

音声データでの収集

を行っているが、特

に課題点はない。 

各自、やりやすい方

法で情報を収集し、

基本台帳作成時は、

有するツールを有

効活用し、時間削減

を図る。 

Norman の有効

活用。 
基本台帳作成時

間の削減 

④ 情報共有の工

夫 
情報共有が十分にで

きているか不明瞭 
常時、情報の共有が

なされており、急な

休暇となった場合

もスムーズにサポ

ートすることがで

きる 

毎日のスケジュ

ールや月間スケ

ジュールの共有 
Linework や box
の活用 

いかなる状況で

あっても、業務

が止まることな

く、進捗できる 

⑤ OJTの仕組み

作り 
指導方法に個人の主

観的な捉え方や教え

方がある。 

基本に立ち返り、制

度理解の元、適切な

指導が定着できる 

新人対応マニュ

アルの活用。 
マニュアルの見

直しにより、指

導者自身も自己

研鑽に努める 
⑥ 理念・行動指

針の徹底 
判断が難しい 組織の理念や行動

指針に基づいた自

律的な行動ができ

る 

法人、自事業所の

目標・理念を共

有。面談の実施 

理念、目標を明

記し、事業所内

の目に届きやす

いところに提示

する 
 
 



3. 年間行事計画  
 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策・熱中症対策 
地域交流計画 職員研修計画 セルフチェック 

4
月 

 感染症 
虐待・身体拘束 
廃止委員会 
熱中症対策準備 

自立支援協議会 
相談支援部会 

虐待防止・ 
身体的拘束 
適正化研修 

マニュアル見直し 
 

5
月 

相談苦情・安全管

理委員会 
    

6
月 

 BCP（感染） 
机上訓練 

自立支援協議会 
相談支援部会 
機能強化型事業

所連絡部会 

 セルフ監査 

7
月 

   ハラスメント 
研修 

 

8
月 

相談苦情・安全管

理委員会 
 自立支援協議会 

相談支援部会 
 
就学に向けて 
保護者勉強会 

  

9
月 

  機能強化型事業

所連絡部会 
 セルフ監査 

10
月 

 感染症 
虐待・身体拘束 
廃止委員会 

自立支援協議会 
相談支援部会 

  

11
月 

相談苦情・安全管

理委員会 
BCP（災害） 
机上訓練 

基幹相談支援セ

ンター 
運営会議 

  

12
月 

  自立支援協議会 
相談支援部会 
機能強化型事業

所連絡部会 
 
あおぞらカフェ 

 セルフ監査 

1
月 

   権利擁護 
研修 

 

2
月 

相談苦情・安全管

理委員会 
 自立支援協議会 

相談支援部会 
  

3
月 

  機能強化型事業

所連絡部会 
  

 



令和 8 年度 児童発達支援事業所あかり事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

○子どもたちの楽しい・もっとやりたいとい声がたくさんでる活動プログラムの実施、そのた

めには一人ひとりの発達に応じた支援を都度考え実施する。 

○親子通園では子どもたちはもちろんであるが、保護者の気持ちが楽しくなる、子どもも職員

も楽しい活動の実施とその発信を行う。 

○未満児の親子通園（母子通園）については、ふれあい遊びをたくさまた保護者の心理的フフ

ォロー、そのための職員一人の面接スキル、コミュニケーションスキルの向上。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

○発達段や年齢に応じたプログラムを実施しやすいよう、過去の年間プログラムの活用を行う

ことで、プログラム考案から実施にいたるまでの負担感の軽減、誰もが取組みやすい体制の

構築を図ることで、職員一人ひとりが、成長しやすい環境作りを行う。 

○経験の長い職員をプログラム担当に配置し、職員のフォローができる体制を作る。 

○児発管基礎及び実践研修への計画的な参加をおこない、運営体制の強化を図る。 

○支援内容や職員間での意見の違いを認めつつ、理念に立ち戻りながら支援の目的や方向性に

ついて合意形成を図り、実践に繋げる。 

③ 働きやすい職場環境作り 

○有給取得について再度職員への周知をおこない、年度で発生する有給付与の 6～8 割は取得

できるようにする。 

○祝日などのサービス提供に関しては、子どもの休みの状況を早めに把握、参加人数による適

正配置を考え、職員が休みを取りやすい環境を構築する。 

④ 施設・設備の改善 

○事務所・相談室・活動ルームの物品は購入した倉庫を活用することで、常に清潔・きれいな

環境を保つ（安全管理委員が担うことで責任体制の明確化） 

    ○書類整理は、文書保存箱を使い、廃棄年数を過ぎたものは廃棄し、無駄に保存しおくことが

ないようにする。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

○令和 7 年度相当の稼働率を目指すこと及び現在の加算を継続取得できるように法人内の連

携・協力体制の充実強化を図る。 

○関係者を対象とする SNS での発信に加え、広く事業所の取り組みや活動を知ってもらうた

めの広報を図る。 

○パンフレットの刷新と配付。毎月の情報発信関しても、現在直接関わりのない相談支援事業

所や、関係機関への出向いての広報や受け入れ状況を伝えていく。（毎月実施） 

○事業所数の増減や、鹿屋市及び近隣市町村の動きを把握しながら、ニーズに応じた受入れや

グループの調整をおこなうことで稼働率を確保する。 

○保護者支援につながる茶話会や勉強会など様々な機会を通して、保護者同士の交流ができる

ようにしていく。 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点

（BEFORE） 

理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 

相談室に物が多く相

談室として機能して

いない 

いつでも相談でき

る環境が整う 

主担当を決めて

日々のチェック 

安全管理委員会

によるチェック

と評価 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

するべき業務の優先

順位がさがり、効率

化できそうな業務に

時間を要している 

子どもの発達段階

に応じた支援提供

には時間をかけ 

・発達段階を学び

実践するサイク

ルの実施 

・１年間のプログ

ラム構成の大き

な流れの共有と

実施 

職員アンケート 

事業所評価の実

施 

（2）テクノロジ

ーの活用 

現在も紙媒体で画像

の提供などをおこな

っている 

保護者へ LINE ワークスを

活用し、活動中に

画像を送付する。 

職員アンケート

又は聞き取りの

実施 

② 手順書の作成 属人化している業務

が多く、個々の判断

基準で支援を実施し

ていることが多い。 

子どもの発達につ

いて知り、それに応

じた支援ができる 

これまでの支援

から１年間の療

育の流れや到達

目標の策定 

職員アンケート

又は聞き取りの

実施をおこな

う。 

③ 記録・報告様

式の工夫 

紙媒体での活用がま

だ多くあるため、時

間を要している 

連絡や報告に時間

をかけずに、正確に

相手に届けること

ができる。 

ＬＩＮＥワーク

スやＢＯＸの活

用 

新たな仕事の創

出につながった

か分析評価 

④ 情報共有の工

夫 

ＬＩＮＥワークスで

は職員一人一人が情

報を得にくい 

職員全員にすぐに

情報が行きわたる 

統合リスクの協

力と連携により

有効な方法を見

出す 

職員アンケート

又は聞き取り 

⑤ OJTの仕組み

作り 

現場での支援の振り

返りがうまく機能し

ておらず次の支援に

伴っていない 

本人の発達段階に

合わせた支援をチ

ームで考え提供が

できる 

・支援の振り返り

の際に本人の発

達段階の共有 

・行動指針に照ら

した自身の支援

の振り返りと実

行 

自己チェックシ

―トによる振り

返り。 

３カ月評価の実

施 

⑦理念・行動指針

の徹底 

自分たちのものにな

りきれていない。 

理念や行動指針が

自分たちを示して

くれるものと全職

員が認識し、支援に

つなげる 

・行動指針に照ら

した自身の支援

の振り返りと実

行 

・理念研修の実施 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症対

策・熱中症対策 

地域交流計

画 

職員研修計画 セルフチェック 

4

月 

 ・安全管理委員会 

・熱中症対策準備 

 ・法令遵守 

・理念研修 

・自己チェック 

 

5

月 

・就学のための

保護者勉強会 

 

・虐待・身体的拘束

適正化委員会 

・安全管理委員会 

・ＢＣＰ見直し 

 ・虐待防止研修 

・ＢＣＰ研修（感

染症、非常災害時 

） 

・自己チェック 

・議事録漏れの

有無確認 

6

月 

・保護者交流会 

・火災発生時 

・安全管理委員会 

・感染症委員会 

・熱中症対策 

 ・感染症食中毒

防止研修 

・熱中症予防マ

ニュアルの理解

研修 

・自己チェック 

 

7

月 

 ・安全管理委員会 

・熱中症対策 

 ・救命救急講習 

・自己チェック 

・議事録漏れの

有無確認 

8

月 

・夏まつり ・安全管理委員会 

・熱中症対策 

・虐待身体的拘束等

適正化委員会 

 ・非常災害時対

応訓練（ＢＣＰ机

上訓練 

・自己チェック 

 

9

月 

・避難訓練（地震

発生時） 

・安全管理委員会 

・熱中症対策 

・感染委員会 

 ・児発管基礎研

修（外部） 

・感染症発生時

対応研修（ＢＣＰ

机上訓練） 

・内部監査 

10

月 

・ハロウィン 

・就学のための

保護者勉強会 

・安全管理委員会 

・熱中症対策 

療育を利用

する保護者

情報交換会 

・自己チェック  

11

月 

事業所評価実施 

保護者交流会 

・安全管理委員会 

・虐待身体的拘束等

適正化委員会 

 ・自己チェック ・議事録漏れの

有無確認 

12

月 

・保護者交流会 

・クリスマス会 

・安全管理委員会 

・感染委員会 

あおぞらカ

フェ 

・強度行動障害

基礎、実践研修 

・自己チェック 

 

1

月 

 ・安全管理委員会 

 

 ・ハラスメント

研修 

・議事録漏れの

有無確認 

2

月 

事業所評価結果

公表 

・安全管理委員会 

・虐待防止委員会 

   

3

月 

クラス修了 ・安全管理委員会 

・感染症委員会 

   

 



令和 8 年度 放課後等デイサービスあかりキッズ事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

○理念・行動指針に照らし合わせながら、一人ひとりの発達段階に応じた支援ができる。 

○学校がある日の午前中などを活用し保護者からの相談や面談を実施する。 

○一人ひとりの行動について、現象に応対するのではなく、「何がこの行動をさせるのか？」と 

いったその背景や要因について意識して対応する。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

○人材獲得につながるよう、活動の内容や事業所で何を大切に支援しているのかが理解しても

らえるよう、担当者を決め少なくとも２週間に１回は SNS 等での投稿を行う。 

○支援会議を通した一人ひとりの発達状況について理解を深め、本人に応じた支援と振り返り、

次支援までをチームで内容共有する。 

○児発管実践研修への計画的な参加をおこない、運営体制の強化を図る。 

○支援内容や職員間での意見の違いを認めつつ、理念に立ち戻りながら支援の目的や方向性に

ついて合意形成を図り、実践に繋げる。 

③ 働きやすい職場環境作り 

○有給取得について再度職員への周知を行い、年度で発生する有給付与の 6～8 割は取得でき

るようにする。 

④ 施設・設備の改善 

○事務所・相談室・活動ルームの物品は購入した倉庫を活用することで、常に清潔・きれいな

環境を保つ（安全管理委員が担うことで責任体制の明確化） 

    ○書類整理は、文書保存箱を使い、廃棄の際に分かりやすいよう倉庫保管を行う。 

○支援に必要な環境の整備や物品の購入を計画的に行う。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

○令和 7 年度相当の稼働率を目指すこと及び上位加算を継続取得できるように法人内の連携・

協力体制の充実強化を図る。 

○広く事業所の取り組みや活動を知ってもらうための広報を図る。 

○パンフレットの刷新と配付。毎月の情報発信関しても、現在直接関わりのない相談支援事業

所や、関係機関への出向いての広報や受け入れ状況を伝えていく。（毎月実施） 

○事業所数の増減や、鹿屋市及び近隣市町村の動きを把握しながら、ニーズに応じた受入れや 

相談対応を１件ずつ丁寧に行う。 

○保護者支援につながる茶話会や勉強会など様々な機会を通して、保護者同士の交流ができる 

ようにしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点

（BEFORE） 

理想像（AFTER） 取り組み内容 評価指標 

① 職場環境の整

備 

すぐに物品が増えて

しまう。 

長期的にストック

するものは倉庫に

入れる等、事業所が

有効活用できる 

主担当を決めて

日々のチェック 

安全管理委員会

によるチェック

と評価 

②業務の明確化

と役割分担 

（1）業務全体の

流れを再構築 

するべき業務の優先

順位がさがり、効率

化できそうな業務に

時間を要している 

子どもの発達段階

に応じた支援内容

の構築をすること

で汎化 

・発達段階を学び

実践するサイク

ルの実施 

・１年間のプログ

ラム構成の大き

な流れの共有と

実施 

職員アンケート 

事業所評価の実

施 

（2）テクノロジ

ーの活用 

現在も紙媒体で画像

の提供などをおこな

っている 

保護者との双方向

のやり取りが迅速

にできるようにな

る 

LINEWORKS を活用

し、活動中に画像

を送付する。 

職員アンケート

又は聞き取りの

実施 

② 手順書の作成 属人化している業務

が多く、個々の判断

基準で支援を実施し

ていることが多い。 

子どもの発達につ

いて知り、それに応

じた支援ができる 

作成した手順書

の見直しや、追

加。 

手順書見直し数 

追加作成数 

③ 記録・報告様

式の工夫 

紙媒体での活用がま

だ多くあるため、時

間を要している 

連絡や報告に時間

をかけずに、正確に

相手に届けること

ができる。 

LINEWORKS や BOX

の活用 

新たな仕事の創

出につながった

か分析評価 

④ 情報共有の工

夫 

LINEWORKS では職員

一人一人が情報を得

にくい 

職員全員にすぐに

情報が行きわたる 

統合リスクの協

力と連携により

有効な方法を見

出す 

情報共有方法が

改善できたか 

⑤ OJTの仕組み

作り 

プリセプター制には

しているが、慣れて

くると、一人で対応

させて、その後のど

うだったかの振り返

りが少ない。 

人員的に長期間の時

間を作ることが難し

い。 

プリセプターが本

人につき、２か月後

にはおおむねすべ

ての業務が一通り

できるようになる。 

・プリセプターが

指導する内容の

視覚化をおこな

い本人も理解し

て取り組めたか

の確認をしてい

く。 

・チェックシー

トの作成によ

り、指導内容及

び、習熟度の確

認。 

⑦理念・行動指針

の徹底 

自分たちのものにな

りきれていない。 

理念や行動指針が

自分たちを示して

くれるものと全職

員が認識し、支援に

つなげる 

・行動指針に照ら

した自身の支援

の振り返りと実

行 

・理念研修の実施 

理念行動指針を

すべての職員が

すぐに答えるこ

とができる。 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策・熱中症対策 

地域交流計

画 

職員研修計画 セルフチェック 

4

月 

 熱中症対策準備 

 

 ・法令遵守 

・理念研修 

・放デイ協議会研修 

 

5

月 

・就学のための

保護者勉強会 

・虐待・身体的拘束

適正化委員会 

・ＢＣＰ見直し 

 ・虐待防止研修 

・ＢＣＰ研修（感染

症、非常災害時） 

・放デイ協議会研修 

・議事録漏れの

有無確認 

6

月 

・保護者交流会 

 

・感染症委員会 

・熱中症対策 

 ・感染症食中毒防止

研修 

・熱中症予防研修 

・放デイ協議会研修 

 

7

月 

・火災発生時避

難訓練（消防署） 

・熱中症対策 認知症サポ

ーター養成

講座 

・救命救急講習 

・放デイ協議会研修 

・議事録漏れの

有無確認 

8

月 

・夏まつり ・熱中症対策 

・虐待身体的拘束

等適正化委員会 

   

9

月 

・避難訓練（地震

発生時） 

・熱中症対策 

・感染委員会 

 ・非常災害時対応訓

練（ＢＣＰ机上訓練 

・放デイ協議会研修 

・内部監査 

10

月 

・ハロウィン 

 

・熱中症対策 療育を利用

する保護者

情報交換会 

・感染症発生時対応

研修（ＢＣＰ机上訓

練） 

・放デイ協議会研修 

 

11

月 

事業所評価実施 

保護者交流会 

・虐待身体的拘束

等適正化委員会 

放デイ協議

会運動会 

・放デイ協議会研修 ・議事録漏れの

有無確認 

12

月 

・保護者交流会 

・クリスマス会 

・感染委員会 あおぞらカ

フェ 

・強度行動障害基

礎、実践研修 

・放デイ協議会研修 

 

1

月 

  

 

 ・ハラスメント研修 

・放デイ協議会研修 

・議事録漏れの

有無確認 

2

月 

事業所評価結果

公表 

・虐待防止委員会  ・放デイ協議会研修  

3

月 

クラス修了 ・感染症委員会  ・放デイ協議会研修  

     ※安全管理委員会は毎月実施（ヒヤリハット共有・アクシデント・事故共有） 



令和８年度 池田保育園事業計画（案） 

 

１. 保育理念 「子は個」子ども一人ひとりの個性を大切にします。 

 

２.保育目標  

①健康で元気な子ども ②優しく思いやりのある子ども ③豊かな心を持つ子供 

 

３.保育方針  

①いつも笑顔が自然にあふれる環境にします。②子供たちが達成感を味わえる環境にしま

す。③保護者との信頼関係を高めます。④安心・安全な保育環境を提供します。⑤地域か

ら愛され共存・共栄できる保育園になります。⑥法人関連施設との交流を行います。 

 

4.保護者支援 

・情報共有を図り、家庭との連携を密に行う。 

・メール配信システム「はいチーズ」による連絡帳・お便り・アンケート・緊急連絡など

配信。 

・週に数回、園の保護者のみフォローの Instagramに保育活動の様子を投稿。 

・個人面談による相談。（新年度、新入園児、保護者からの相談随時受け付け） 

 

５.人材育成 

・専門職としてキャリアアップを目指し、専門性を高めるための研修に参加できるように 

する。 

・業務、行事担当、担任、保育者、調理員としての自分の役割を理解し、組織の一員とし

て全体を把握できる力を養う。 

・研修報告やヒヤリハット・事故報告、保育所保育指針の読み合わせとテーマに沿った園

内研修を毎月実施し、知識の共有を図る。 

 

６.健康管理 

・園児：内科健診（年 2回） 歯科検診（年 2回） 

・職員：健康診断（年 1回） 検便（全職員、月 1回） 

 

７．園児の確保・新規獲得目標 

・保護者と良好な関係を築き、継続して利用していただけるよう努める。 

・定員 12名の確保に向けて、定期的な待機者の方々への現状確認を行う。退園発生時に

早急な入園調整が出来るように努める。 

・園児募集に向けての商用施設への掲示のお願いや広報誌への掲載等の広報活動を行う。 



８．園児数の予測と年間行事 

①令和 8年 4月 1日時点の園児予定数 

０歳児・・１名  １歳児・・４名  ２歳児・・３名 

 

②行事計画 

 年間行事 防災訓練 職員研修計画 内部監査 

4月  火災訓練（総合） 事業計画について 

熱中症対策 

 

5月 保育参観 火災訓練 感染症（嘔吐物処理実習）  

6月 歯科検診 火災訓練・不審者訓練 BCP（自然災害） 内部監査 

7月 内科健診 地震 虐待防止  

8月 夏祭り 近隣火災 食育  

9月 地域交流 火災訓練 感染症  

10月  強度の地震発生 リトミック研修  

11月  火災訓練・不審者訓練 BCP（感染症）  

12月 クリスマス会 

歯科検診 

火災訓練 

（通報訓練・消火訓練） 

心肺蘇生訓練 

（鹿屋消防署） 

 

1月 内科健診 火災訓練 相談苦情  

2月  地震火災 絵本研修  

3月 お別れ会 戸外遊び中火災 ヒヤリハット・事故報告  

〇月行事【運動教室 月 2回（第 1・3木曜日 SPORT BARIN CLUB 榎本さん）・身体測定

（10日）・避難訓練（予告なし）・お誕生日会（誕生者がいる月のみ:毎月最終金曜日）・職

員研修（第 3土曜日・15時降園）】 

〇保育参観・クリスマス会・お別れ会は保護者参加行事です。 

 

９.危機管理 

【１】防災計画の作成 

・事故防止及び事故発生時対応マニュアルの作成 

・BCP（自然災害・感染症）の作成 

・危機管理マニュアルの作成 

・毎月の避難訓練は、訓練責任者を全職員の持ち回りとし、全職員が非常時に対応できるよ

う準備する。そのうち２回は、消防署と連携を取り保育園全体の総合訓練を行う。 

 



【２】安全対策 

・安全計画作成（安全点検・園児・保護者への安全指導） 

・防災訓練（火災・通報・地震・総合・救命救急）の計画・振り返り 

・不審者訓練の計画・振り返りを行う。年二回の不審者訓練を行い、そのうち一回は警察官

を招き指導してもらう。 

・ヒヤリハット・事故報告の考察と改善を話し合う。 

 

【３】重大事故の防止 

・午睡時の呼吸・表情チェック体制は、各部屋に専属職員を配置し SIDSおよび窒息防止に

努める。チェック間隔は０歳児５分、１～２歳児１０分を厳守するためにバイブ式のキッ

チンタイマーをチェック担当が携帯する。 

・部屋の明るさは、基準値である６０LUX を下回らないよう、７０LUX 以上の明るさ保ち、

園児の顔色チェックを行う。 

・送迎時間帯の合同保育は、0 歳児の動きと 1～2 歳児の動きが違うため、お互いにケガや

事故のないようにする。 

・園独自の重大事故防止の内容を保護者に配布し、共有する。 

・園児の出欠状況や体調確認は朝礼時に全職員と確認する。いつもの時間に登園していない

園児については１０時まで待ち連絡がないようであれば園から電話連絡をする。 

 

【４】虐待と不適切保育の防止対策 

・虐待防止については、受け入れ時や着替え時などに、身体などを見て心身ともに健康な状

況であるかを確認する。 

・不適切な保育については、一人一人の子どもを尊重しながら関わり、園児に対する言葉使

いや適切な保育が行えるよう保育者の人材研修を行う。 

・全国保育士会が主催する「保育所における人権擁護のためのセルフチェックリスト」によ

る確認を年１回、全職員で行う。 

・日々の保育計画や振り返りの中で不適切な保育がないか見直し、余裕をもって子ども達と

関われるように職員の体制に配慮する。 

 

【５】戸外活動 

・お散歩マップ玄関提示 

（戸外活動の前後の人数確認、戸外滞在時間を体調管理シートに記入） 

・プール遊びマニュアル（事故防止及び事故発生時対応マニュアル） 

 

 

 



【６】給食・食育・アレルギー対応 

・食物アレルギーの対応について、園児が安全安心な保育園生活が送れることを最優先に

考え、食物アレルギー対応マニュアルに沿って、現状で行うことのできる対応の実施。 

・除去食対応時は、食器の色（黄色）をかえて、目視で確認し、混入・誤食防止に危機感

を持って適切な対応を共有する。 

・季節に合わせた園児が楽しめる食事を提供する。 

・入園前・進級時の面談は、必ず園長及び担任が聞き取りを行い食育状況の確認行う。 

 

【７】感染症 

・感染症対策マニュアルを参考にしながら全職員が対応できるように園内研修で予防対策

（毎日の健康観察など）や実演（吐物処理）を行う。 

・１日２回の全体清掃を確実に行い、清掃時の換気は時間をかけて十分に行う。 

・感染園児の嘔吐物、便の処理を行う際は使い捨ての手袋とエプロンを着用し、マニュア

ルに沿って処理を行う。 

・登園時の体調のチェックを入念に行うことや、大隅感染者情報を毎週張り出し、保護者

への注意喚起をこまめに発信する。 

・次亜塩素酸での室内清掃を毎日実施（床・窓・戸・かばん棚等） 

・スキッシュ（エタノール製剤）による玩具消毒の徹底 

 

【８】物価高騰対策 

・鹿児島県物価高騰対策支援事業費補助金への申請 

・こまめな節電（スイッチに節電のシールを貼り、意識できるようにしている。） 

・廃材品の活用（ビニール袋→新聞紙でゴミいれ、廃材から玩具作成など） 

 

1０.世代間交流 

・同敷地内の老人ホームや放デイとの交流計画・実施 

１３．自己評価 

・年 2回の目標設定と自己評価（4月・10月） 

・年 1回人権擁護のためのセルフチェックの実施 



 

 令和８年度高齢者等訪問給食サービスセンター事業計画（案） 

 

１．基本方針及び運営理念 

１）基本方針 

在宅高齢者の毎日の食の安心を満たし、安否確認及び健康状態の把握により、家族、

ケアマネジャー、福祉行政との連携を行う。在宅で生活していく高齢者の自立と主

体的生活の一助となるよう職員全員が意識を持ち取り組んでいく。 

２）運営理念 

  ①在宅での低栄養を防ぐようメニューを充実し安心して食してもらえるよう工夫する 

  ②利用者の体調異変に留意し安否確認を行い家族や関係各所と連携を図る 

  ③安全運転に努める 

  ④集団食中毒・異物混入を防ぐため衛生管理の徹底 

２．令和 8年度年間目標 

利用者満足度向上への取り組みと安否確認 

目標：配食を通じて低栄養と不安感の解消を図る 

・季節感を味わえるよう旬の食材を使い安心・安全でおいしい食事を提供する 

・行事食（おはぎ・巻き寿司・ひなちらし等）を通じ食の楽しみを感じて頂く 

・配食時の安否確認と声かけを通じ利用者様の不調や相談事への対応行う 

安全運転に努める  

目標：無事故 無違反 

・交通安全研修等通じ安全意識を高める。交通法規の遵守。 

・毎朝の健康チェックと出勤時、業務終了時のアルコールチェック 

・出発前タイヤ点検 毎週月曜日車輛点検 

・定期点検（ブレーキ タイヤの摩耗 オイル交換） 

集団食中毒・感染症・異物混入を防ぐ 

目標：利用者に安心してお弁当を食して頂けるよう衛生管理を行う 

 ・大量調理マニュアルに沿って調理工程を進める 

・毎月調理員検便検査。出勤時健康チェック。調理場入室前の服装、毛髪チェック 

・外部業者による害虫駆除（毎月）厨房清掃（７月・１月） 

３.働きやすい職場環境作り 

(1)職員の健康管理 

 ・毎朝対面での健康チェック。年１回の健康診断とストレスチェック。 

 ・職場環境の把握と改善、労働時間の適正管理、職員の相談対応等行うことでメンタル

ヘルスケアに努める。 

(2)ハラスメント対策 

・研修を受講し正しく理解し意識を高めることでハラスメントが起こりにくい職場、相



談しやすい環境を作る。相談窓口の周知。 

（3）業務効率化 

  ・少人数での大量調理に合わせた食材や調理機器を導入、活用する 

・人的負荷を最小限に抑える（機械でできるものは機械で。重いものは持たない。重

い道具使わない。作業同線短く） 

・配達ルート重複しないよう随時見直し。 

  ・業務効率化のアイデアを提案しやすく、また実施できる環境作り。 

４．物価高騰対策 

   ・燃料費 緩やかな加速、減速。配食時エンジン停止(7～10月除く) 

   ・食材費 食材ロスを減らす（カット済食材の活用、食材・調味料の必要量使用の

徹底等）。高騰食材の代用品検討。食用油使用を控えた調理工程。 

   ・水道光熱費 水・ガス必要量使用の徹底。エアコン設定温度 夏：28℃ 冬：20℃ 

 

５．年間行事計画 ＊在宅勉強会・害虫駆除・調理、配達ミーティング 毎月実施 

         ＊給食サービスセンター会議 偶数月実施 

 事業所行事計画 防災計画・感染症対策 地域交流計画 

４月 事業計画・BCP確認 熱中症対策準備  

５月 虐待防止委員会 

お楽しみ弁当 

熱中症対策  

６月 食中毒勉強会  道路清掃作業 

７月 うなぎ弁当 厨房清掃  

８月 お盆弁当 

虐待防止委員会 

消火器点検 

 

道路清掃作業 

９月 敬老弁当 

おはぎ弁当 

  

１０月 食中毒勉強会  道路清掃作業 

１１月 お楽しみ弁当 

虐待防止委員会 

  

１２月 クリスマス弁当 

交通安全研修 

インフルエンザ予防接種 

 

 

１月 おせち弁当・七草粥 厨房清掃  

２月 巻き寿司 

虐待防止委員会 

消火器点検  

３月 ひなちらし弁当 

ぼたもち弁当 

  

 



令和 8 年度 ウィズ下祓川・桜ヶ丘高齢者住宅事業計画(案) 

 

１．基本方針 

  高齢者世話付市営住宅に居住する高齢者・障害者に対し、生活指導及び相談、安否確

認、一時的な家事援助、緊急時の対応、関係機関との連絡、その他日常生活上必要な

援助等のサービスを提供することにより、当該入居者が自立して安全かつ快適な生活

を営むことができるよう、在宅での生活を支援する。 

・生活援助理念 

  1)一人ひとりの入居者が心豊かな暮らしを送れるように、入居者本位の立場から法人

内・他関係機関・ご家族様と連携し、入居者に最適なサービスを提供する。                        

2）専門的知識を生かし、豊かな感性と的確な判断力を培い、居住者の生活リズムの   

把握や心身状態の変化に気づく。 

 

2．令和 8 年度年間目標 

    1) 生活のニーズを把握し、適切な資源・サービスなどに繋げ自立した生活を支援する。 

   2）苦情・インシデントの把握に努め、良質なサービスを提供する。 

   3)新型コロナ・インフルエンザ等の感染予防として、自己の健康管理をしっかりと行

い他人への感染を回避するように基本的な予防策を徹底する。 

4）生成 AIの活用についての見識を深めるためにスキルを習得する努力をする                

 

3．働きやすい職場環境作り 

  1) 心身共に健康で働ける環境が整いパフォーマンスを最大限発揮できる 

    2 )ICT により各関係機関との情報共有やコミュニケーションの促進に重点を置く 

3)業務内容が適正か考え、仕事の質の向上を目指す 

 

4．物価高騰対策 

  1) 買い物へ行くにもなるべく車を使用せず、近くで済ませる 

    2）カラーコピーは、必要最低限とする 

  3) エアコンの適切な設定温度を目安に省エネルギーに努める（夏 28℃、冬 20℃） 

５．年間行事計画 

月 事業所行事計画 防災訓練・感染症対策 周辺清掃 

・４月～翌 3 月 

・9 月・3 月 

・体操教室・町内会

交流会参加声かけ 

・生活情報機器点検 

・メールでの配信情報を

元に入居者に正しい知識

と自らの基本的な対策を

周知徹底させる。 

住宅内の清掃時に合

わせて、実施時前にお

手伝いする 

 

 



月

㊟毎月学研メディカルサポートeラーニングを受講し、下線のみ実技とZOOM研

修になります。

６月

令和8年度　特別養護老人ホーム鹿屋長寿園勉強会

内　容 担　当

4月

５月

eラーニング

eラーニング

看　護

１月

２月

３月

権利擁護・高齢者虐待防止と身体拘束廃止

認知症ケア

感染症予防及び食中毒予防（eラーニング）

ガウンテクニック訓練

１１月

１２月

管理栄養士

eラーニング

看取り支援

リスク管理

リスク管理（eラーニング）

非常災害訓練（食事偏）・机上訓練

プライバシー保護・倫理・法令順守

感染症予防及び食中毒予防（eラーニング）

机上訓練

高齢者虐待防止と身体拘束廃止

７月

８月

９月

１０月

ハラスメント及び精神的ケア

褥瘡予防（eラーニング）

非常災害時研修（eラーニング）・机上訓練

医療に関する研修及び緊急時の対応 eラーニング

看　護

eラーニング

eラーニング

eラーニング

社労士

課長



日程 研修テーマ 研修スタイル

４月中
法令遵守研修

（プライバシー・情報セキュリティ・個人情報保護）
学研アカデミー

５月中 認知症ケアに関する研修 学研アカデミー

６月中
高齢者虐待防止関連法を含む虐待防止に関する研修及び

身体拘束の排除に関する研修
学研アカデミー

７月中 事故発生の予防、再発防止に関する研修（リスク管理研修） 学研アカデミー

８月中 災害及び感染症BCPに沿った研修 学研アカデミー

8月26日 感染症または災害対応訓練 事業所内実地研修

９月中 感染症及び食中毒の発生の予防及びまん延防止に関する研修 学研アカデミー

１０月中 ターミナルケア（終末期医療）に関する研修 学研アカデミー

１１月中 介護予防及び重度化防止に関する研修 学研アカデミー

１２月中 医療に関する研修 学研アカデミー

1月中
精神的ケアに関する研修

（メンタルヘルスケア・ハラスメント研修）
zoom研修（社労士）

２月中 接遇に関する研修 学研アカデミー

３月中 緊急時の対応に関する研修 学研アカデミー

※上記研修は恵仁会職員に必要な研修として位置付ける

※学研アカデミーの研修教材を活用する

※業務中に研修を実施し、定める方法で受講完了を把握する

※BCP実地訓練は各事業所で実施

※高齢者虐待防止関連　年２回　必須

※感染症対策関連実地訓練と研修必須（事業種別で異なる）

※安全管理関連の研修年２回　必須

※相談苦情検討に関する研修　年２回必須（生産性向上含む）

令和8年度 　在宅支援課・児童部門勉強会
✿運営基準を基に基本的な研修として位置付ける

✿日程に日付がない物は学研アカデミーで各自研修を行う

✿外部講師の都合により内容・時期が変更する場合がある




